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埼埼⽟⽟県県教教育育局局  障障害害者者雇雇⽤⽤促促進進にに向向けけたたモモデデルル事事業業  

「「チチーームムぴぴかかぴぴかか」」をを紹紹介介ししまますす  
  「チームぴかぴか」とは、一般企業への就職を目指す特別支援学校卒業生や離職した障害者の方

を、県教育委員会が会計年度任用職員として雇用し、県の各部署から受注した業務に取り組む中で

職業スキルの向上を図り、一年間のうちに企業への就職を目指す取組です。また、特別支援学校等

の在校生の学びの場としての実習を受け入れ、学んだことを自身や学校に還元していきます。 

埼玉県警察本部・危機管理課 

「集まれ！未来の警察官」 

ふれてあそぼう パラリンピック種目

「ボッチャ」体験 

小さな生物を観察しよう 

 「チームぴかぴか」は、これらの活動の他に、障害

者雇用の理解を広げるために保護者や企業担当者、教

員を対象に見学を受け入れています。 

 その他にも様々な業務（アンケート集計、廃棄文書

からのクリップ等の除去、ゴム印押し等）を承ってお

ります。皆様から依頼していただく仕事により、メン

バーのスキルが高まり、企業等への就職につながって

おります。仕事の依頼をお待ちしています。 

「「チチーームムぴぴかかぴぴかか」」のの歴歴史史  

 平成 26 年度に埼玉県庁内に「チームぴかぴか」を開設しました。その後、埼玉県北部地域のニー

ズに応えるために、平成 28 年度から北部拠点（埼玉県立総合教育センター内）を新設しました。

今までに、125 名の方が就職していきました。 

「「チチーームムぴぴかかぴぴかか」」のの特特徴徴  

「チームぴかぴか」の仕事は、以下の三つを生

み出します。 

・メンバーは毎日「ぴかぴか」の笑顔で仕事に

取り組みます。

・メンバーの仕事を通じて、たくさんの方が明

るく「ぴかぴか」の笑顔になります。

・メンバーの清掃などの仕事を通じて、職場を

「ぴかぴか」にします。

高校での出張業務 

文書の宛名ラベル貼り や 郵便物の配達 

○○研修の様子

企業におけるスキルアップ研修 

パソコン作業 
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巻 頭 言

１　新しい観点別評価のポイント
評価の観点が３観点になったこと、特に「主体的に

学習に取り組む態度」の評価方法に注目が集まりがち

であるが、評価観や学力観の変化をふまえなければ、

評価疲れや、授業と学びの改善につながらない評価に

なりかねない。

まず、総括的評価（最終的な学習成果の判定（評定））

と形成的評価（指導を改善し子供を伸ばすために行わ

れる見取り）とを区別することが重要である。観点別

評価や指導と評価の一体化を意識すればするほど、授

業中のプロセスを丁寧に観察して記録する作業が肥大

化し、「指導の評価化・評定化」とも言うべき状況に

なりがちである。確かに、思考力・判断力・表現力を

伸ばすために授業過程での子供たちの活動やコミュニ

ケーションを丁寧に見守り観察することは重要だが、

それは形成的評価として意識すべきものである。総括

的評価の材料なら、子供一人一人について、根拠を残

しながら客観的に評価することが求められるが、形成

的評価なら、指導の改善につながる程度のゆるさで、

ポイントになる子供のみを机間指導でチェックした

り、子供たちとやり取りしたりすることを通して、子

供たちの理解状況や没入度合などを直観的に把握する

ことで十分である。

このように、形成的評価と総括的評価を区別し、記

録を残す総括的評価のタイミングを重点化すること

で、評価に関わる負担を軽減することができる。そし

て、記録に残す評価のタイミングを絞る上でも、目標

を明確化することが必要であり、出口の子供の姿で目

標を具体的にイメージできていれば、子供たちのつま

ずきや成長がキャッチしやすくなり、自ずと形成的評

価が促される。「指導と評価の一体化」の前に「目標

と評価の一体化」が重要である。

日々の授業での形成的評価は、子供を伸ばすことに

集中する。そして、伸ばし切ったところで力を試す総

括的評価の場面を、単元末や学期の節目で重点的に設

定することが必要である。新３観点による評価のあり

方について、「知識・技能」において、事実的で断片

的な知識の暗記再生だけでなく概念理解を重視するこ

と、「主体的に学習に取り組む態度」を授業態度では

なくメタ認知的な自己調整として捉え直し、知識・技

能や思考・判断・表現と切り離さずに評価することな

どが強調されている。全ての観点で、思考・判断・表

現的な側面が強まったように見えるが、そこで目指さ

れている学力像を捉え、評価方法へと具体化していく

上で、学力の三層構造を念頭において考えてみるとよ

い。

教科の学力の質は下記の三つのレベルで捉えるこ

とができる。個別の知識・技能の習得状況を問う「知っ

ている ･できる」レベル（例：三権分立の三権を答え

られる）であれば、穴埋め問題や選択式の問題など、

客観テストで評価できる。しかし、概念の意味理解を

問う「わかる」レベル（例：三権分立が確立していな

い場合、どのような問題が生じるのかを説明できる）

については、知識同士のつながりとイメージが大事

で、ある概念について例を挙げて説明することを求め

たり、頭の中の構造やイメージを、絵やマインドマッ

プに表現させてみたり、適用問題を解かせたりするよ

うな機会がないと判断できない。さらに、実生活・実

社会の文脈における知識・技能の総合的な活用力を問

う「使える」レベル（例：三権分立という観点から見

たときに、自国や他国の状況を解釈し問題点などを指

摘できる）は、実際にやらせてみないと評価できない。

そうして実際に思考を伴う実践をやらせてみてそれが

できる力（実力）を評価するのが、パフォーマンス評

価である。社会に開かれた教育課程や資質・能力ベー

スをうたう新学習指導要領が目指すのは、「真正の学

び（authentic learning）」（学校外や将来の生活で遭

遇する本物の、あるいは本物のエッセンスを保持した

活動）を通じて「使える」レベルの知識とスキルと情

意を一体的に育成することなのである。

従来の観点別評価では、「知識・理解」「技能」に

ついて、断片的知識（「知っている・できる」レベル）

を穴埋めや選択式などの客観テストで問い、「思考・

判断・表現」については、主に概念の意味理解（「わ

かる」レベル）を適用問題や短めの記述式の問題で問

うようなテストが作成される一方で、「関心・意欲・

態度」については、子供たちのやる気を見るノートや

提出物等を基に評価されていたように思われる。新し

い観点別評価では、「知識・技能」について、理解を伴っ

て中心概念を習得することを重視して、「知っている・

できる」レベルのみならず「わかる」レベルも含むよ

うテスト問題を工夫することが、そして、「思考・判断・

表現」については、「わかる」レベルの思考を問う問

題に加え、全国学力・学習状況調査の「活用」問題の

京都大学大学院　准教授　石
い し

井
い
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新しい学習評価の在り方
～新３観点をどう捉え評価するか～

【プロフィール】
京都大学大学院教育学研究科准教授、博士 (教育学 )。専門は教育方法学（学力論）。文部科学省「児童
生徒の学習評価に関するワーキンググループ」委員など。著書に『未来の学校―ポスト・コロナの公教
育のリデザイン』（日本標準）、『授業づくりの深め方』(ミネルヴァ書房 )、『中学校・高等学校　授業が
変わる学習評価深化論』（図書文化）など多数。
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ように、「使える」レベルの思考を意識した記述式問

題を盛り込んでいくこと、また、後述するように、「主

体的に学習に取り組む態度」も併せて評価できるよう

な、問いと答えの間の長い思考を試す、テスト以外の

課題を工夫することが求められる。

２　「主体的に学習に取り組む態度」を「思考・判断・
表現」と一体的にどう評価するか
「主体的に学習に取り組む態度」について、文科省

「児童生徒の学習評価の在り方について（報告）」（以下、

「報告」）では、「単に継続的な行動や積極的な発言等

を行うなど、性格や行動面の傾向を評価するというこ

とではなく、… 知識及び技能を獲得したり、思考力、

判断力、表現力等を身に付けたりするために、自らの

学習状況を把握し、学習の進め方について試行錯誤す

るなど自らの学習を調整しながら、学ぼうとしている

かどうかという意思的な側面を評価することが重要で

ある」とされている。そして①粘り強い取組を行おう

とする側面と、②粘り強い取組を行う中で、自らの学

習を調整しようとする側面の２側面で捉えられるとさ

れる。

情意の中身を考える際には、学習を支える「入口の

情意」（興味・関心・意欲など）と学習を方向付ける「出

口の情意」（知的態度、思考の習慣、市民としての倫理・

価値観など）とを区別する必要がある。授業態度など

の入口の情意は、授業の前提条件として、教材の工夫

や教師の働きかけで喚起するものであり、授業の目標

として掲げ意識的に評価するものというよりは、授業

過程で、学び手の表情や教室の空気から感じるものも

含めて、授業の進め方を調整する手がかりとなるもの

である。他方、一言一言の言葉へのこだわり（国語科）、

物事を多面的・多角的に捉えようとする態度（社会科）

や、条件を変えて考えてみたらどうなるかと発展的に

問いを立てようとする態度（数学科）など、教科の中

身に即して形成される態度や行動の変容は、「出口の

情意」であり、知識や考える力とともに意識的に指導

することで育んでいける教科の目標として位置付けう

るものである。

「主体的に学習に取り組む態度」については、単に

継続的なやる気（側面①）を認め励ますだけでなく、

各教科の見方・考え方を働かせて、その教科として意

味ある学びへの向かい方（側面②）ができているかど

うかという、「出口の情意」を評価していく方向性が

見て取れる。「報告」では、「主体的に学習に取り組む

態度」のみを単体で取り出して評価することは適切で

ないとされており、「思考力・判断力・表現力」など

と一体的に評価していく方針が示されている。例えば、

問いと答えの間が長く試行錯誤の機会があるパフォー

マンス課題（思考のみならず、粘り強く考える意欲や

根拠に基づいて考えようとする知的態度なども自ずと

要求される）を設計し、その過程と成果物を通して、

「思考・判断・表現」と「主体的に学習に取り組む態度」

の両方を評価するわけである。

美術・技術系や探究的な学びの評価でしばしばなさ

れるように、その時点でうまくできたり結果を残せた

りした部分とともに、そこに至る試行錯誤の過程で見

せた粘り、工夫、あるいは筋（センス）のよさにその

子の伸び代を見出し、評価するという具合である。国

語でも作文の評価で、結果として言語化された文章の

うまさだけでなく、振り返りの記述（子供の自己評価・

自己申告）、あるいは、書いては消しした痕跡などから、

試行錯誤や工夫を捉えたり、言葉にこだわる態度の育

ちなどを捉えたりするわけである。スマートで結果に

つながりやすい学び方をする子だけでなく、結果にす

ぐにはつながらなくても、泥臭く誠実に熟考する子も

含めて、教科として意味ある学びへの向かい方として、

主に加点的に評価していく必要があるだろう。さらに、

単元の学びの先に社会への関心が広がったり、現代社

会や自分の生活とのつながりを意識したり、問いが生

まれたりすることも、育て評価しているとよいだろう。

最近の教科書には、単元を貫く問いや課題が明示さ

れたりと、単元末など折に触れて、パフォーマンス課

題的なものも盛り込まれていたりする。たとえば、学

校案内用のキャッチコピーを考える国語科の課題につ

いて、キャッチコピー、プレゼンテーション用の説明

文、パフォーマンス課題への取組の様子やその振り返

りなどを材料に評価することとし、文の組み立てや言

葉選びや表現技巧といったキャッチコピー自体の質を

「思考・判断・表現」の観点で捉え、その作成過程で

の試行錯誤や表現を練り上げようとする姿勢を「主体

的に学習に取り組む態度」の観点で捉える。模擬裁判

というシミュレーション的な活動について、活動主義

的に論破するスキルを磨くことではなく、裁判という

営みへの理解の深さや、対立する主張を法に基づいて

衡平に整理・判断して結論が導出されているか（思考・

判断・表現）を、作成された判決文から読み取る。さ

らに、判決文を作成する過程で迷ったことや大事にし

たことなどの振り返りを添えることで、試行錯誤や工

夫、あるいは、法的な思考のベースにある、互いの権

利や価値観を尊重する寛容の精神の育ちを、主体的に

学習に取り組む態度として評価するわけである。たと

えば部活動で、子どもたちを伸ばすために、折に触れ

て大きめの試合（学びの節目となる舞台）を設定して

そこに向けて力を高めていくように、単元を意識した

授業づくりが重要である。

（参考文献）

石井英真『中学校・高等学校　授業が変わる学習評価

深化論』図書文化、2023 年。　
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１　教員志望の現状
　2022 年４月、私は埼玉大学で教育学部１年生を対象

に「教職入門Ⅰ」を担当することとなり、今年度も私

を含めた小・中・高・特別支援学校で経験を積んだ実

務家教員６名が、約 400 名の１年生を６クラスに分け

て担当している。私が主担当となっている学生は、教

員養成課程中学校コース及び養護教諭養成課程の 58

名であるが、彼らに対して、年度当初の１回目と 15

回の講義終了後に「教員になりたい度合いを０～ 10

で答えよ」という意識調査を行った。

　最初の調査では「とてもなりたい」10 が 30 名

(51.7％ )、９が７名(12.1％ )、８が８名(13.4％ )で

あり、８割近く（77.6％）が強い希望を持っていた。

　しかし、15 回の講義が終了すると、その割合が

71.2% に減少し、さらに、他のクラスを見ると、教員

志望の傾向にはかなりの違いがあり、「なりたい度合

い」０の回答も散見されている。

　本学の教員養成に対する県内の学校からの期待は大

きいものがあるが、文部科学省が公表している国立

の教員養成大学の「令和４年３月卒業者の大学別教

員就職状況」を見ると、埼玉大学は 50.7％（平均は

60.1％）と高い数字ではなく、本学としても教員志願

者及び教員就職者の増加は大きな課題である。

２　教員のやりがいとは
　先述した「教職入門Ⅰ」において、私は全ての１年

生に「教職をめぐる課題」というテーマで授業をして

おり、大学入学当初から学生たちに学校現場における

課題を提起しなくてはならないシビアな立場である。

私がこの２年間、当該講座や他学年への授業を行い学

生と接しているうちに「教員の大変さを凌駕する教員

のやりがい」を彼らに理解してもらいたいと強く思う

ようになった。

　私は、この授業の中で、次の二つのテーマについて

４〜５人でのグループワークを行った。

（1）�学校における現在の課題と思われることや、皆
さんが教員になる際に不安と感じていることを
話し合いなさい。

（2）�皆さんが思う「教員のやりがい」とは何かを話
し合いなさい。

　まず、（1）については、全クラスで 80 グループに

議論をしてもらい、一つの班が一つの結論を出し発表

してもらった。発表で最も多かったのが「長時間勤務、

時間外勤務」で 17 グループ、続いて「保護者への対応」

が８、「いじめ」「不登校」「部活動顧問」「校則」が各４、

「教員不足」「多様な子供たちへの対応」が各３、「ジェ

ンダー問題」「学校統廃合」「施設の老朽化」が各２と

いう結果であった。

　（2）については、47 グループが、教員のやりがい

を「子供たちの成長に関われること」（または類似し

た表現を含む）と回答した。また、「感謝」「笑顔」「卒

業後」などのキーワードも多く見受けられた。

　これらの意見は、学生がこれまでの学校生活におい

て接してきた教員たちを見ている中で抱いたイメージ

であると推察できる。

　上記１で紹介した１年生に対するアンケートでは、教

員になりたい度合いが事前から事後にかけて低下して

いる状況であったが、事後アンケートの自由記述を見る

と、

・ 教師という職業は、やりがいがあって楽しそうと感

じるようになった。

・ 教職は大変な仕事だという認識が具体化された上に

やりがいの多さも感じるようになった。

　他にもこれに類する記述が多数あり、漠然としてい

た教員のイメージが、学校の実情を把握した上で、教

員の使命ややりがいを自分事として捉えられるように

なったと考えられる。

30

7 8 7

1
4

1

20

12

5
7

3 3
0 0 1

0

5

10

15

20

25

30

35

10 9 8 7 6 5 4 3 2

人人
数数

教教員員人人ににななりりたたいい度度合合いい

4月月事事前前 ７７月月事事後後

教員になりたい度合い

なりたい度合い

埼玉大学教育学部附属教育実践総合センター　教授　浅
あ さ

海
う み

　純
じゅん

一
い ち

教 育 法 規 ・ 教 育 情 報

次代を担う教員の養成・育成について
～教育学部生の現状から考察する教育実習の在り方について～

【プロフィール】
1985年埼玉県立高校社会科教諭として教員スタート。その後２校の県立高校に勤務。2003年埼玉県教育局
指導課指導主事、2007年県立高校教頭に着任し２校経験。2012年政策研究大学院大学公共政策専攻教育政
策プログラム修了、2013年埼玉県教育局高校教育指導課主幹兼主任指導主事、2014年県立寄居城北高校長
着任、2016年埼玉県教育局高校教育指導課教育指導幹、2017年より県立高校長を２校経験（秩父高校、熊
谷女子高校）、2022年３月退職。2022年４月より現職。
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３　教育実習に対する学生の想い
　―学部４年生へのアンケートから―
　大学における教員養成については、学校現場との更な

る連携を図りながら取り組んでいく必要があると考える。

　ここでは、教育実習を経験した学生たちの声を紹介

したい。本教育学部では、教職志望の学生が履修する

教職キャリア科目の一つとして、４年生第１ターム（４

月～７月）に「教師力向上ケーススタディ演習Ⅰ」を

履修する。私はこの授業（履修者 83 名）の中で、次

のアンケートを実施した。

【質問】

（1）�「これまでの教育実習が教員を目指すあなたにど
のような影響を与えたか」

　回答者 75 人のうち「よい影響を与えた」は　91％（68

名）、悪い影響を与えた４％（３名）、回答なし５％（４

名）であった。

（2）「それはいつの時期か」
（本教育学部では複数回の教育実習を実施している）

〇３年次の教育実習　83.1％（59 名／ 71 名）

※ 「悪い影響」と回答した３名も３年次であるが、３

名とも実習後も教員志望には変化はなかった。

〇時期の特定なし　20.6%（14 名／ 68 名）

（3）「その理由はどのようなものか」
回答の概要としては、教員の忙しさを実感しつつ

も、周囲の先生からのサポートを受けながら、子供と

接することから生まれるやりがいを感じられたという

受け止め方が多かった。

＜以下、代表的なコメントを抜粋して紹介する＞

 ・ 想像以上に教員が忙しいことを知ったが、それを上

回る子供との関わりの楽しさや、やりがいを感じた。

（類似した回答３名）

 ・ 教員に対して悪いイメージを持っていたが、実際の

様子を見て良い部分もあり、また、悪い部分も何と

かなるのではないかという漠然とした考えを持てる

ようになった。（類似した回答２名）

 ・ 指導教員の先生はもちろん、学年・教科の枠を超え

て、たくさんの先生がアドバイスをくださった。（類

似した回答４名）

 ・ 教材研究の重要性、生徒指導、特別支援教育等、大

学で学んだ理論や原理が実践として生かされている

感覚だった。（類似した回答５名）

 ・ 思ったより先生方の退勤時間が早かったり、休みを

取れたりしていた。

【悪影響と回答した学生】

・ 教師同士や上下関係の様子を知り、働きやすい環境

ではないのかもしれないと不安を感じた。しかし、

教えることのやりがいを感じたため教員志望に変わ

りはない。

 ・ 指導教諭から急な指示がいろいろ続き、精神的に追

い込まれてしまった。しかし、子供たちに寄り添い

たいという気持ちは強まった。

４　早い段階からの現場経験
上記３で紹介したのは、教員になる意志を確定させ

た学生たちの事例であるが、上記１で紹介したように

学部１年生から４年間の様々な学びや情報に触れる中

で、教員志望が揺らぐ学生も少なからず存在する。そ

こで、大学としては理論や原理を学修しつつも、学生

たちがいわゆる「頭でっかち」にならないように、実

践の重要性を改めて感じているところである。

教職に関する“理論と実践の往還”を早い段階から

実現させるために、「教職入門Ⅰ」では、コロナ禍以

前に実施していた「学校参観」を昨年度から復活させ

た。近隣の小中学校を訪問し、教育活動全般を見学さ

せていただく取組である。この取組が、夏季休業中で

希望参加制のため、全体の３分の１程度の参加ではあ

るが、教員目線で学校現場に触れる初めての機会とし

て、学生たちからも好評の取組となっている。

さらに、２年生からは教職キャリアの選択科目とし

て「学校フィールドスタディ」が設定されている。教

育実習では経験できない教科を越えた教育活動全般を

一定期間学ぶことで、単位として認める制度である。

５　教育実習校へのお願い
　私の所属している教育実践総合センターの紀要

No.20（2022）には、研究論文として「今後の教育学

部における教職支援の在り方Ⅲ―教職実践演習の振り

返り調査データからの一考察―」がある。その中では、

「１年入学時のモチベーションが低かった類型Ｃ（教

員になりたい気持ちが５～０）の学生の中には、教育

実習における成功体験を通して教職の魅力を感じて進

路を考え直した者も数人いることが明らかになった」

「自分の適性について不安を抱いていた学生が、教育

実習で充実感が得られず、教職を諦める契機となった

事例も存在する」との結論を導いている。

　校務多忙な中で、教育実習を受け入れていただく学

校現場の先生方には、これまでも多大な御理解と御協

力をいただいているところであるが、教職を目指す若

者たちが、子供たちの未来を預けられる人材として

しっかり育っていくためには、「教員の大変さを凌駕

する教員のやりがい」を意識できる環境を設けていた

だきたいと強く願う次第である。実習生を「お客様扱

い」する必要は全くなく、緊張感を持たせることは欠

かせないことである。しかしながら、「厳しく鍛えて

やろう」という気持ちは、少しトーンダウンしていた

だき、実習生たちの心の揺れを理解して、「見守り、

寄り添い、背中を押す」という姿勢で、対応していた

だければありがたい。そして、次代の埼玉の教育を担

う貴重な人材を、小・中・高・特別支援学校と大学が

連携して育成してまいりたいと考える。
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県 教 委 ・ 施 策 事 業 の 紹 介

地域と連携・協働した教育を目指して

１　はじめに　　

　近年、急激な少子高齢化やグローバル化の進行等に

伴い、激しく社会環境が変化している。地域において

は、地域社会のつながり、支え合いの希薄化により、

地域の教育力の低下や家庭の孤立化などが指摘されて

いる。学校においては、いじめや不登校などをはじめ、

子供を取り巻く課題が複雑化・困難化してきている。

新しい時代を切り開いていく未来を担う子供の育成と

ともに、様々な課題への対応や解決に向けて地域と学

校が共に力を合わせ、連携・協働していく組織的・継

続的な仕組みが求められている。

２　地域学校協働活動の推進
　平成 27 年 12 月の中央教育審議会答申や平成 28 年

１月の「『次世代の学校・地域』創成プラン」を踏ま

え、平成 29 年３月に社会教育法が改正され、「地域学

校協働活動」が法律に位置づけられた。地域学校協働

活動とは、幅広い地域住民等の参画を得て、地域全体

で子供たちの学びや成長を支えるとともに、「学校を

核とした地域づくり」を目指して、地域と学校が相互

にパートナーとして連携・協働して行う様々な活動を

いう。また令和２年４月から小学校で新しい学習指導

要領が全面実施され、中学校、高等学校と年次進行さ

れた。学習指導要領では、「よりよい学校教育を通じ

てよりよい社会を創る」という理念を学校と社会が共

有し、社会と連携・協働しながら未来の創り手となる

ために必要な資質・能力を育む「社会に開かれた教育

課程」の実現が重視されている。

３　県の事業内容
　県では地域学校協働活動を推進するため、三つの要

素である①コーディネート機能、②多様な活動（より

多くの地域住民の参画による多様な地域学校協働活動

の実施）、③継続的な活動（地域学校協働活動の継続的・

安定的実施）を備えた地域と学校の連携・協働体制を

に発展させ、より多く、より幅広い層の地域の住民等

の参画による緩やかなネットワークを形成する体制整

備の支援をしている。

　県では主に「学校応援団推進事業」と「放課後子供

教室推進事業」の二つの事業を行っている。

（1）学校応援団
　学校応援団は、小・中学校において学校教育を支

援する保護者・地域住民による活動組織であり、学

校・家庭・地域が一体となって子供の育成に取り組

むことで、学校の活性化を図るとともに、教職員の

子供と向き合う時間の増加、住民等の学習成果の活

用機会の拡充及び家庭・地域の教育力の向上を図っ

ている。具体的な活動内容としては、授業におけ

る学習補助や読み聞かせなどの学習活動への支援、

登下校時の見守りや防犯パトロールなどの安全・安

心の確保への支援、学校花壇の整理や除草作業、学

校図書室の整備などの環境整備への支援等を行っ

ている。このような活動を通じて、子供たちが様々

な体験の機会を得られることはもちろん、家庭・地

域からの学校への理解や信頼が深まり、参加された

ボランティアの「生きがい」や「やりがい」の創出

にもつながっている。

（2）放課後子供教室
　放課後子供教室は全ての子供を対象として、放課

後や週休日等に小学校の余裕教室等を活用して、安

全・安心な「子供たちの居場所」を設け、地域の方々

の参画を得て、子供たちに学習やスポーツ・文化芸

術活動、地域住民との交流活動等の機会を提供する

ことにより、子供たちが地域社会の中で、心豊かで

健やかに育まれる環境づくりを推進するものであ

る。さいたま市を含む55市町村で実施（令和５年度）

しており、各教室では地域の方に太鼓や昔遊びなど

を教えてもらい伝統文化に親しみを持てるような

【学校応援団】校地内の草刈りの取組

【放課後子供教室】

体験活動プログラム「よく飛ぶ紙飛行機づくり」

教育局　市町村支援部　生涯学習推進課　地域連携担当　藤
ふ じ

村
む ら

　敬
け い

一
い ち

郎
ろ う

　

「埼玉教育」第４号（No.824）令和６年 2 月　　6



（1）学校応援団
　学校応援団は、小・中学校において学校教育を支

援する保護者・地域住民による活動組織であり、学

校・家庭・地域が一体となって子供の育成に取り組

むことで、学校の活性化を図るとともに、教職員の

子供と向き合う時間の増加、住民等の学習成果の活

用機会の拡充及び家庭・地域の教育力の向上を図っ

ている。具体的な活動内容としては、授業におけ

る学習補助や読み聞かせなどの学習活動への支援、

登下校時の見守りや防犯パトロールなどの安全・安

心の確保への支援、学校花壇の整理や除草作業、学

校図書室の整備などの環境整備への支援等を行っ

ている。このような活動を通じて、子供たちが様々

な体験の機会を得られることはもちろん、家庭・地

域からの学校への理解や信頼が深まり、参加された

ボランティアの「生きがい」や「やりがい」の創出

にもつながっている。

（2）放課後子供教室
　放課後子供教室は全ての子供を対象として、放課

後や週休日等に小学校の余裕教室等を活用して、安

全・安心な「子供たちの居場所」を設け、地域の方々

の参画を得て、子供たちに学習やスポーツ・文化芸

術活動、地域住民との交流活動等の機会を提供する

ことにより、子供たちが地域社会の中で、心豊かで

健やかに育まれる環境づくりを推進するものであ

る。さいたま市を含む55市町村で実施（令和５年度）

しており、各教室では地域の方に太鼓や昔遊びなど

を教えてもらい伝統文化に親しみを持てるような

【学校応援団】校地内の草刈りの取組

【放課後子供教室】

体験活動プログラム「よく飛ぶ紙飛行機づくり」

活動をしたり、公民館や地域企業と連携した活動プ

ログラムを実施したりするなど様々な活動を展開

している。

４　地域と学校の連携・協働の充実に向けて
　多様で継続的な地域学校協働活動を実施するため

には、地域の様々な団体とつながり、学校と地域住民

の橋渡し役となる地域学校協働活動推進員やコーディ

ネーターの存在が重要である。また、「社会に開かれ

た教育課程」の実現に向けて、「コミュニティ・スクー

ルと地域学校協働活動を一体的に実施」することが重

要である。そこで県では、地域と学校の連携・協働体

制を構築し地域学校協働活動を推進するに当たり、主

に三つの取組支援をしている。

（1）地域学校協働活動推進委員会・担当者会議
　県では地域学校協働活動推進委員会を設置し、学

校応援団と放課後子供教室を含む地域学校協働活

動の円滑な推進について協議するとともに、更に教

育事務所ごとに地域学校協働活動担当者会議を行

い市町村間の意見交流の場を設けている。令和５年

５月に開催した地域学校協働活動推進委員会では、

学校と地域とが目標を共有しネットワークを形成

していくことの重要性について、「学校と地域が相

互に顔がわかる関係になるとネットワークが自然

と生まれる」、「学校運営協議会で、学校と地域の

目標を共有し、教職員への理解や学校と地域の交

流など目線を合わせる機会や場を設けることが重

要」、「地域とつながることで、校長のアドバイザー

役として学校運営協議会の役割も大きくなってく

る」などの意見が各委員から出された。

（2）�地域学校協働活動推進に関する研究委嘱・地
域学校協働活動実践発表会

　地域と学校の連携や地域内でのつながりづくり

に関する研究を委嘱し、その研究成果を県のホー

ムページを通して周知するとともに、教育事務所

ごとに開催する地域学校協働活動実践発表会で実

践発表をしている。令和４～５年度の研究委嘱は、

北本市、鳩山町、小鹿野町、羽生市の４市町である。

　その際、地域住民や団体とのネットワークを広

げることに主眼を置いて、PDCA サイクルに基づき、

地域・学校双方にとって効果的な活動となるよう、

研究を進めていただいた。

（3）�地域学校協働活動推進セミナー・放課後子供
教室研修会

　地域学校協働活動の理解促進及び中核を担う人

材を育成するため、セミナー及び研修会を実施して

いる。地域学校協働活動推進セミナーでは、コミュ

ニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的推進

に向け、学校運営協議会委員や地域学校協働活動推

進員、学校応援団や放課後子供教室のコーディネー

ター、小・中・高・特別支援学校の教職員、市町村

担当者等を対象に実施している。放課後子供教室研

修会では、放課後子供教室の活動の幅を広げ、充実

を図る活動見学会を実施した。また、放課後子供教

室と放課後児童クラブの連携を図るために、両事業

関係者が合同でワークショップを行った。参加者か

らは、「次世代育成は学校現場だけの役割ではなく、

社会全体の責任であると改めて認識した。（学校運

営協議会委員）」「学校が地域にやってもらうだけで

なく、学校も地域とともに成長、発展できるような

取組を行いたい。（行政関係者）」「地域とともに行

う教育活動には大きな可能性があることが分かっ

た。地域のことをもっと知ろうと思った。（教職員）」

などの声をいただいた。

　

５　終わりに
　予測がつかないこれからの社会を、柔軟にたくまし

く生き抜いていける人材の育成を考えたとき、学校だ

けが子供の教育を担うのではなく、地域社会も教育に

責任をもち、社会総掛かりで子供を育んでいく必要が

ある。そのためには、学校や地域人材が個別に教育に

関わるのではなく、ネットワークをつくって取り組ん

でいくことが有効である。こうした考えの下、引き続

き、地域と連携・協働した教育を推進していく。

【第２回地域学校協働活動推進セミナー】

文部科学省の CS マイスター（コミュニティ・スクー

ル推進員）を講師にワークショップ「先生の思い、地

域の思いを共有してみませんか？」を実施
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県 教 委 ・ 施 策 事 業 紹 介

人間関係づくりプログラムを活用した
よりよい集団の育成を目指して

１　はじめに
　加須げんきプラザは、埼玉県が運営する社会教育施

設であり、幅広い年代の利用者を対象に、手打ちうど

んづくり体験や野外炊事体験、ドラム缶オーブンを

使ったピザづくり体験など、様々な体験活動を提供し

ている。その他、主催事業の実施や貸館業務、学校教

育への支援などを主な業務内容としている。今回は、

当所が体験活動の一つとして実践と研究を重ねてきた

人間関係づくりプログラムについて紹介する。

２　人間関係づくりプログラムとは
　人間関係づくりプログラムとは、よりよい集団づく

りを目的として、集団の構成員が様々な活動（以下、

アクティビティという）を行うことで、構成員同士が

①お互いに新たな人間関係を築く
②心の壁を取り除く
③絆を更に深める
④お互いの理解を深める
⑤ 今までは見られなかった構成員同士の新たな一面を

知る
ということを目的としたものである。

アクティビティは、集団の実態や集団づくりの目

的に応じて選択することができる。そのため、集団の

実態や集団づくりの目的に応じたアクティビティをい

くつか組み合わせ、その集団のためだけの人間関係づ

くりプログラムを構成することができる（図１参照）。

例えば、集団に「構成員同士の会話や交流が少ない」

という実態があり、「お互いに会話や交流をさせたい」

という目的があれば、構成員同士が話し合いながら成

功させるという特性をもったアクティビティをいくつ

か選択して組み合わせる。そうすることで、アクティ

ビティを成功させるために、構成員同士が互いに自分

の考えを言葉や態度で表現したり、解決に向けて話し

合ったりする過程を設けて意図的に構成員同士を交流

させ、よりよい人間関係をつくるきっかけを与える。

また、同じアクティビティでも、構成員の年齢や発達

段階に応じて様々な応用を加えることで、小中学生か

ら社会人まで幅広い年齢層で実施することが可能であ

る。実際、当所では、小中学校の学級経営や、企業の

新入社員の研修まで、様々な年齢層の集団に実施した

実績がある。

３　加須げんきプラザにおける実践
（1）中学校での実践

①概要
　出前講座（当所の職員が出向いて行う学校等で

の体験活動）や来所において人間関係づくりプロ

グラムを行っている。当所では中学校からの要請

が多く、その目的も「４月初めの学級開きで新た

な人間関係を築くきっかけを与えたい」「ある程

度できあがった人間関係をさらに深めたい」「仲

間たちの新たな一面を発見する機会としたい」な

ど様々である。当所では、そのような学校からの

要望に応じて、目的に沿ったアクティビティを組

み合わせて提案し、当所職員がファシリテーター

（＝人間関係づくりプログラムの進行役）として

実施している。

②体験した中学生の感想
　人間関係づくりプログラムを実際に体験した生

徒の感想をいくつか紹介する。

・ まだ話したことのない人にも自分から声をかけ

てみんなと友達になりたいと思った。

・ 友達への意識が変わった。友達のよいところを

見つけて、これからどのように接していくか考

えようと思った。

　感想から、人間関係づくりプログラムを体験す

ることでこれからの学校生活に前向きな気持ちを

抱けていることが分かる。

人間関係づくり
プログラム

アクティビティ①

アクティビティ②

アクティビティ③

【図１　人間関係づくりプログラムの構成イメージ】

県立加須げんきプラザ　担当課長　井
い

野
の

　裕
ゆ う

治
じ
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（2）人間関係づくりプログラム体験講座（主催事業）
①　事業の概要
　人間関係づくりプログラムの普及啓発を目的と

した当所の主催事業で、県内公立学校の教職員を

対象として、毎年８月上旬に開催している。「先

生方がファシリテーターとして自校の児童生徒に

人間関係づくりプログラムを実施できるように」

という視点で事業を組み立てている。令和５年度

は、小学校５名、中学校３名、高等学校６名、特

別支援学校１名の先生方と、埼玉県の教員を志す

「かがやき教師塾」の受講生 12 名の合計 27 名が

参加した。

②事業の内容
　講義と演習で構成し、人間関係づくりプログラ

ムの基本的な概要やアクティビティの内容を分か

りやすく理解できるように工夫した。また、児童

生徒への指導のポイントを織り交ぜながら講義や

演習を行うことで、実際に参加者が自校の児童生

徒に人間関係づくりプログラムを実施し、日々の

学級経営やよりよい学級集団づくりを行う際の一

助とした。

【講義の内容】

・人間関係づくりプログラムとは何か

・ファシリテーターの役割

・プログラム実施の際の注意点

・プログラム実施中の児童生徒の観察の視点

・ アクティビティの展開例と発達段階に応じた難

易度の設定

・ 事例を用いた人間関係づくりプログラムの組立

（実際に想定される学級の実態とその学級の担

任の願いを踏まえて、学級に合った人間関係づ

くりプログラムを組み立てる）

【演習の内容】

・バースデーライン

　 （言葉を使わずに自分の誕生日を相手に伝え、

誕生日が早い順に並ぶ。緊張緩和や自己開示が

目的。）

・ぎょうざじゃんけん

　 （３人組でじゃんけんをして、グー、チョキ、パー　

をそろえる。アイスブレイクが目的。）

・ 仲間さがし

　 （ある題に対して参加者が答えを一つ決め、同

じ答えの人が集まる。相手の考えを知ること

が目的。）

・ パイプライン

　 （半分に切った塩ビ管を使ってボールをゴール

までリレー形式で運ぶ。チームワークの向上

が目的。）

③参加者の声
・ 知っている人がいない状態での参加で、最初は

輪に入りにくかったが、最終的には会話の量が

増え、距離も近くなった。

・ すぐに教室でできそうなものから、じっくりと

時間をかけて取り組むものまで、様々なアク

ティビティを知ることができてよかった。

・ 参加者がだんだん打ち解けていくのを実感し

た。大人がやっていても楽しかったので、子供

たちがやってもきっと楽しいと思う。

・ 学級開きによいと思った。ファシリテーター役

として生徒の前で実施するときは、生徒の様子

を観察し、困っている生徒への配慮をしていき

たい。

４　おわりに
　現代はインターネットや SNS が普及し、離れた場所

にいる人といつでも直接顔を合わせずにコミュニケー

ションを取ることができる。それは便利なことではあ

るが、一方で集団の中で人間関係がうまく築けずにい

る人が増えているという課題もある。そのような課題

に対応し、「よりよい集団づくり」を目指すのが人間

関係づくりプログラムである。さらに、人間関係づく

りプログラムは、同じアクティビティであっても、ルー

ルや説明をするときの言葉遣いを変えたり、集団の構

成員に応じた難易度を設定したりすることで、小中学

生をはじめ、教職員研修や企業の社員研修など幅広い

年代の人々を対象に実施することが可能である。当所

の人間関係づくりプログラムが「よりよい集団づくり」

に寄与し続けるように、今後も更なる実践や研究を重

ねていく所存である。

【講義の様子】
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新 設 校 紹 介

はるかぜと、ともに
～岩槻はるかぜ特別支援学校が開校しました～

県立岩槻はるかぜ特別支援学校　校長　神
か ん

田
だ

　佳
よ し

明
あ き

はじめに
　本校は令和５年４月、県立特別支援学校として第

38 番目に開校した、知的障害のある児童生徒のため

の学校である。新型コロナウイルス感染症の感染拡大

状況下での開校準備のため、激動の社会背景の影響を

受けた特別支援学校ともいえる。　

　私自身、開設準備の段階から関わったことから、無

事に開校を迎えられたことに対してほっとすると同時

に、新たに迎えた児童生徒、教職員、そして保護者や

地域の関係者と共に、より良い学校となるよう、気を

引き締めて取り組んでいる最中である。

開校の経緯
　本校は、県南部・県東部における知的障害特別支援

学校の過密解消の目的で設置が検討され、旧県立岩槻

特別支援学校の校舎の利活用という形で進められた。

平成 28 年 12 月、埼玉県立小児医療センターの移転に

伴い、岩槻特別支援学校の機能も移転され、旧校舎が

残った。この校舎を基盤に新校舎の増設、体育館・給

食棟の改築、校庭の整備などを行い、新しく「埼玉県

立岩槻はるかぜ特別支援学校」として開校した。その

ため、大きな丸窓や広々と明るい教室など、旧岩槻特

別支援学校の特徴をそのまま受け継いでいる。そのた

め校舎だけでなく、旧校の関係者の思いを受け継ぐこ

とも大事な使命だと考えている。

本校の概要
　開校当初の児童生徒数は 200 名。小学部１年生から

高等部３年生までの児童生徒が学習している。通学区

域が定まっていて、蓮田市全域、さいたま市岩槻区全

域及び見沼区の一部となっている。そのため、昨年度

まで県立上尾かしの木特別支援学校及び県立春日部特

別支援学校に在籍していた児童生徒のうち、本校学区

にお住まいの方のほとんどが、この４月から本校に

通っている。

本校の特徴
　本校の特徴をあげると以下のようになる。

（1）視覚支援を重視した学校
（2）ICT等の教育支援を重視した環境
（3）教育課程の連続性・段階性を重視した学校

（1）については、旧校舎棟と新設校舎棟の融合した

学校であることから、児童生徒の動線がやや複雑であ

る。そのため、階段の色を水色や桃色、緑色など、エ

リアごとに塗り分けている。

　また、ピクトグラム ( 絵文字標記 ) を

用いて、何を勉強する教室か、分かるよ

うにしている。図書室に関しても県立久

喜図書館の力をお借りして図書室棚のレ

イアウトや本の配架法などを助言いただ

き、一目で分かるようにしてある。

（2）については、GIGA スクール構想で進んだ、一人

一台端末の導入を受けて、ホワイトボードにタブレッ

ト端末の画面が映し出されるようにプロジェクターの

設置を行った。また、台数は限られているものの、大

型の電子黒板などを導入した。さらに、「わくわくルー

ム」という部屋には、部屋中に映像が映り、それを手

などで触れると映像が変化するといった相互作用 (イ

ンタラクティブ )装置が付いていて、児童生徒の主体

的な動きを引き出す仕組みがある。

（3）については、昨年度まで在籍していた各特別支

援学校の教育課程やこれまでの学習履歴を元に本校の

教育課程を設定した。

　また、本校は小学部、中学部、高等部の三つの学部

を全て設置したことから、各学部の段階性、継続性を

踏まえて学部教育目標などを全て設定した。

学校教育目標
　本校の学校教育目標は次のとおりである。

　「社会の変化に対応できる」という点が、一番の重

点事項である。本校の児童生徒の中には環境の変化に

敏感であったり、変化そのものを苦手・苦痛に感じた

りする子もいる。しかしながら新型コロナウイルス感

染症拡大期には、学校が臨時休校となったり、密を避

けたり、マスクの呼びかけがなされたり、ということ

が行われた。そのようなことから世の中の ICT 化や今

後の予測不可能な社会への対応も含めて、周りの支援

を十分に受けながら、その子なりに社会の変化を受け

とめてほしいと思っている。

　また、「生き生きと」という言葉には、児童生徒自

身が人生の主人公として「生き生きと生活」してほし

生き生きと生活する力をたくわえ、社会の変化に
対応できる児童生徒の育成
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いという願いと、生活する力を「生き生きと蓄えてほ

しい」という両方の願いを込めた。

目指す児童生徒像
　学校教育目標の表現が児童生徒にとって分かりにく

い分、目指す児童生徒像は、語呂合わせ的に分かりや

すくした。

　

　目指す児童生徒像は高等部卒業段階までに目指すべ

き姿であるので、「○○する子」ではなく、「○○する

人」となっている。以下は具体的な中身となる。

はつらつとした人… 心身を健康に保ち、体力の維持

向上ができる

ルールを守る人　… 社会のルールを学び、行動でき

る

考える人　　　　… 支援を受けながらも自分で考

え、行動できる

全力を尽くす人　… 自分の持てる力を最大限発揮で

きる

　表現は違うものの、学校教育目標の趣旨に合わせて、

より明確なものにしたつもりである。

校章について
　初めて岩槻はるかぜ特別支援学校の工事区域に足を

踏み入れたのは、穏やかに晴れた春の日のことであっ

た。前面に広がる広大な田畑、桃や桜を始めとする春

の花々が広がる後方の美しい里山に感動を覚えた。　

　校名が「埼玉県立岩槻はるかぜ特別支援学校」と決

まったのは夏の時期だったかと思うが、校章に関して

は春の学校周辺の美しい風景を、特急列車のヘッド

マークのようなデザインで表せないだろうか、という

ことが原点となる。その後、いろいろな方の力を借り

ながら、現在の校章が誕生した。

　校章としてはデザインが細かい部類に入るが、校章

を塗り絵の題材として授業で使用するなど、児童生徒

にも受け入れてもらえたと感じている。

校歌について
　コロナ禍の状況で、学校現場では、換気の徹底や密

にならないことなど、これまでにない対応が求められ

た。さらに、歌唱指導の制限、調理学習を実施しない

など、特別支援学校の児童生徒が楽しみにしている学

習活動の制限もあった。　

　このような状況下、校歌に関しては、音楽の指導と

して取り上げられた数少ない歌の一つである。今後再

び、あるいは新しい感染症が登場して歌唱指導が制限

されたとしても、校歌は児童生徒に指導すべき歌であ

る。また、校章と共に、新しい学校の拠り所となるも

のだと思う。

　そのため、歌唱指導に耐えられる「教材としての校

歌」、つらいことを乗りこえる「応援歌としての校歌」、

そして、卒業後も歌える「心の支えとしての校歌」を

作りたい、という思いがあった。

　この思いをくんでいただいたのは、現場での指導経

験が長く、作曲に長けた先生として紹介いただいた県

立特別支援学校羽生ふじ高等学園　菅原俊教諭 ( 当

時 )である。菅原先生の協力を得ながら、本校校歌「春

風とともに」は誕生した。

　なお、本校の校歌ではあるものの、歌詞の中に学校

名は入っていない。楽符や曲データは本校ホームペー

ジに掲載してあるので、聞いていただいて、もし気に

入ったならば、ぜひ歌っていただきたいと思っている。

今後に向けて
　新入生も同様だが、これまで別々の学校に通ってい

た児童生徒が、新しい教育環境に慣れてくれるだろう

か、と心配していたが、１学期のうちにほとんどの児

童生徒が慣れて、前から一緒だったように過ごしてい

る。そして、運動会やプール、修学旅行や文化祭など、

一つ一つの行事を実施し、経験を積み重ねてきた。さ

らに、地域に知っていただくことや地域で共に活動す

ることも進んできている。

　今年度の高等部第３学年の生徒たちは、本校在籍と

してはわずか１年で卒業となる。それでも本校が生徒

たちの母校として誇りを持てるよう、そして、心の拠

り所となるような学校にしていくことを今後も心が

け、努力していきたいと思う。

は　はつらつとした人

る　ルールを守る人

か　考える人

ぜ　全力を尽くす人

＜校章について＞
小学部・中学部・高等部の 3本の春風が美しい里山
に吹き込み、大空に向かってはばたいていく様子を
図式化したものです。
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１　はじめに
　「日常の文房具として活用すること」を目指して整

備された一人一台の学習者用端末も、使用され始めて

３年目となり、「使用の安定期」に入ってきた感がある。

また、教職員が使用する校務用端末も「欠かせない仕

事道具」としてその活用が定着してきた。

　本稿では、鴻巣市及び勤務校において、以下の課題

に対して取り組んできた ICT 活用の実践について記す

ものとする。

　いずれも道半ばの実践であり、読者の方々の参考と

なるものがあるか甚だ不安であるが、少しでも得るも

のがあれば幸いである。

２　鴻巣市及び所属校の概要
（1） 鴻巣市は、埼玉県のほぼ中央に位置し、人口約

12 万人、東京へのベッドタウンとしての利便性

と豊かな自然が残る市である。「ひな人形と花の

まち」、「荒川の川幅日本一」や「ギネス認定の四

尺玉花火」などでも知られている。市内には、小

学校 18 校、中学校８校がある。

（2） 鴻巣市立吹上小学校は、明治 22 年開校、134 年

目の学校である。現在の児童数は 554 名、学級数

19 学級（特別支援学級２学級含む）の中規模校

である。吹上駅から徒歩５分の好立地にあり、８

年前に昭和 11 年竣工「２階建て木造校舎」を全

面改修し新校舎を設置した。昭和 62 年まで校地

内に SL が常設展示されており、現在その SL は、

秩父鉄道パレオエクスプレスとして現役復帰し、

往年の雄姿のまま警笛高らかに秩父路を走ってい

る。

３　鴻巣市の ICT 環境
　鴻巣市では、「ICT 機器の活用により、新しい時代で

活躍するために必要な資質・能力を育成する」を基本

理念とする「鴻巣市教育情報化推進計画（令和元年〜

令和６年）」の下に、鴻巣市教育委員会と各学校が連

携を図りながら、学校教育の情報化に取り組んできた。

　本市の ICT 環境の特徴として「フルクラウド化」が

ある。児童生徒が、学校・家庭でもシームレスかつ安

全に使える環境、そして、教職員の業務改善につなが

る校務の ICT 環境が整備されている。

　クラウド環境は、国内の教育委員会では初とされる

鴻巣市独自の閉域網と学術情報ネットワーク（SINET）

を介して Microsoft Azure に接続し、Microsoft 365 

Education を活用している。

　学習者用及び校務用端末は、いずれもタブレットと

して使用可能な Windows 端末が貸与されている。あわ

せて、全教職員には、高速モバイルルータが一人一台

貸与されており、これにより教職員は、学校外でも学

校内と同じ環境で端末を使用することができる。これ

は、現在の勤務状況を考慮した整備であり、業務改善

に大きな成果があると感じている。

　また、教職員は、「校務用」と「学習指導用」のネッ

トワークの使い分けを意識することなく、貸与された

一台の端末ですべての仕事を行うことができ、各自に

付与されたメールアドレスの活用も併せ、ストレスな

１　ICT機器活用の日常化
２　「学びの改善」のための活用
３　「業務改善」のための活用

【鴻巣市が整備した教育 ICT 環境】

【全教職員へモバイルルータ貸与】

特 集 ① 現 代 的 な 諸 課 題 に 対 応 す る た め に

ICT 活用による学校教育の改善
一人一台の学習者用端末と教職員用の校務用端末が整備されて3年。
鴻巣市及び所属校におけるICT活用による学校教育の改善に向けたこれまでの取組について紹介する。

鴻巣市立吹上小学校　校長　清
し

水
み ず

　励
はげみ
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く利用できる恵まれた ICT 環境にある。

　ICT 環境の整備は、各教育委員会の考え方等に因る

ところが大きい。本市教育委員会は、学校支援担当・

学務担当・教育総務担当が、横の連携・協力を図りな

がら、「教育の情報化により、児童生徒にどんな力を

付けるのか」ということを見据えながら、児童生徒や

教職員がより使いやすい環境を整備することに御尽力

いただいている。「市教委のリーダーシップと横の連

携・各学校との縦の連携」は、ICT 環境の整備だけで

なく、その後の有効活用を進めるためにとても重要な

要素であると確信している。

４　具体的な取組
　教育情報化推進に向けての、鴻巣市及び勤務校にお

ける取組を抜粋する。

（1）鴻巣市としての取組
ア　学校教育情報化推進ワーキンググループ
　令和２年度の端末整備前に発足し、各学校の情

報教育主任など ICT 活用の推進者をメンバーとし

て、端末整備に関わる疑問点や課題点等について

協議を行った。端末持ち帰りについての課題や端

末利用のルールの検討、Microsoft Stream を使

用した「ICT 利用のワンポイント動画」の作成等

を行った。

イ　学校教育情報化推進プロジェクトチーム
　令和４年度に発足し、市内校長と主幹教諭・教

務主任・教諭のうち情報化推進キーパーソンをメ

ンバーとして、３年後のビジョンの構築とその具

現化を図ることを目的としている。

　授業における活用事例や「教科横断的 PBL」に

ついてまとめたブックレット（概要版・詳細版）

や、授業のヒントとなるアプリ活用の説明動画

等、各校の新たな学びへの足がかりとなる資料

を作成した。今年度は、「鴻巣市デジタル作品展」

を計画し、市内各学校の学習活動で作成された成

果物を募集し、成果物の質的向上から学習活動の

改善を図る取組を行う予定である。

ウ　ICT 活用の事例紹介
　市教委指導主事やサポート企業が積極的に授

業を参観し、ICT 活用の好事例を紹介し、活用方

法の共有化を図っている。

エ　端末活用状況の集約
　各学校における端末の活用状況について、月毎

に一日当たりの起動回数を集計し、各校にフィー

ドバックしている。学校内活用と学校外（持ち帰

り）活用に分けて集計され、各校が設定した活用

目標値との予実管理が行えるようにしている。本

市においては、端末の持ち帰りを積極的に推奨し

ており、家庭へのルータ貸し出しも行っている。

（ただし接続料等は各家庭負担）

オ　新たな環境整備
（ア）　特別教室「STEAM Lab」の設置
　企業の支援を受け、鴻巣中央小学校に「のすっ

子未来教室」と、本校に「コスモ・スペース」を

設置した。当教室には、動画編集が可能な高スペッ

ク端末や 3D プリンタ、壁面投影の複数のプロジェ

クタ、交流活動に有効なミーティングスピーカー

マイクと Web カメラ等が整備されている。「協働

的な学び」が行いやすいよう、移動式の大型モニ

タやホワイトボードにもなるパーティション、扇

形天板の児童用机を整備している。

【R4 ブックレット表紙とデジタル作品展ポスター】

【活用事例の紹介】

【特別教室「コスモ・スペース」】
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　「コスモ・スペース」という教室名には、旧吹

上町の花がコスモスであったことや、子供たちの

学びが宇宙のように壮大に広がってほしい等の思

いが込められている。児童は、この教室での学習

を楽しみにしており、グループでの話合い活動を

行う授業において頻繁に使用されている。

（イ）　総合学力調査と個別支援アプリの導入
　端末整備と同時に導入されていたドリル学習の

アプリが、更に個に応じた個別学習のツールとし

て有効に活用できるよう、今年度より「総合学力

調査」を実施することとなり、調査を 12 月に実

施する。

　また、読み書きや認知特性の基礎スキルを測り、

個々の特性に応じた課題に取り組むアプリ（まる

ぐランド）が導入された。このアプリの活用は、

早期に児童の特性等を把握し、時期を逃さぬ適切

な支援を行うための有効なツールとしても期待さ

れている。

　鴻巣市としての取組は、この他にもデジタル・

シティズンシップ教育の推進や、学校の業務改善

（負担軽減）に向けての取組等、多岐にわたって

行われているが、紙面の都合で一部の紹介となる

ことを御容赦願う。

　鴻巣市と企業が連携して作成した

「鴻巣市の学校教育情報化」のプロ

モーションビデオも、本市取組の

理解の一助となるであろう。

https://www.youtube.com/watch?v=Ss4w0zZA3Ps

（２）学校としての取組
ア　学習指導等における ICT 活用
（ア）　学習系アプリの活用
　本市ではベネッセのオンライン学習ツール「ミ

ライシード」を導入している。

　授業では、「オクリンク」「ムーブノート」を主

として活用しており、児童の考えを学級全体で共

有したり、様々な考え方などをカテゴライズし比

較したりする際に有効なツールとなっている。こ

れまでの授業では、意欲的に発言する児童の意見

が中心となり展開されることが多かったが、当

アプリの活用により、互いの学び合いが促進さ

れ、多くの児童の伸長に繋がるものと期待してい

る。「自分や友達の考え方などを知り合えること」

は、児童が感じている ICT 活用の大きなメリット

であり、何気ない当たり前の使用方法として、更

なる活用の定着を図っていきたい。また、ドリル

学習として、朝自習や家庭学習で「ドリルパー

ク」や「まるぐランド」に取り組ませており、休

み時間にも児童が自主的に取り組む姿もよくみら

れる。中学年以上では、Microsoft の Office 系ア

プリの活用も積極的に行うとともに、資料作成に

PowerPoint を活用し、「分かりやすさ」を考えさ

せながら資料作成に取り組ませている。グループ

で話し合う際には、Whiteboard を使用し、同時

編集のよさを生かした活用も行われている。

　コミュニケーションツールとして Teams の活用

も、学年・学級や児童委員会などで進められてい

る。児童への連絡ツールや、欠席者へのオンライ

ン学習の実施などの機能に併せて、ネット上での

ルールやマナーを実践的に学べる場として活用し

ている。

（イ）　端末持ち帰りの推進
　家庭で取り組む課題の提示と併せて端末の持ち

帰りを行っている。「毎日意味も無く持ち帰らせ

ること」は行わず、持ち帰りのねらい（復習問題

への取組や授業に関わる事前の学習等）を明確に

して、持ち帰りを行っている。（充電アダプタは

家庭用を配布済み）

（ウ）　PBL・STEAM 教育への取組
　学校課題研究のテーマを「進んで考え、豊かに

表現することができる児童の育成　〜 ICT を活用

した多様な学びを通して〜」と設定し、学習のア

ウトプットである「表現」を切り口に、学習改善

を図る取組を行っている。PBL（プロジェクト・ベー

スド・ラーニング）に繋がる学習活動として、解

決すべき課題と成果物を明確にし、社会とのつな

がりを意識した活動を『吹上小テーマ学習』とし

て「総合的な学習の時間」を中心に研究を進めて

いる（本年度１年次）。昨年度、４年生国語「ご

んぎつね」を基にした教科横断的な学習の実践と

【ミライシードのメニュー画面】

【「STEAM ごんぎつね」の授業】
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して、「ごんぎつねの STEAM 化」に取り組んだ。「ご

んぎつね」の学習後に、個々の児童が更に調べた

いテーマについて調べ、その発表を愛知県「新美

南吉記念館」の学芸員の方にオンラインで行い、

評価等をいただく取組を行った。

（エ）　ビデオ会議等の活用
　オンライン授業は、全クラスで実施できる機器

と体制が整っており、保護者と約束事を確認した

上で、必要に応じて日常的に実施している。また、

外部指導者の来校が難しい場合には、ビデオ会議

を活用した学習（３年生社会「スーパーマーケッ

トの方の話」、１年生校外学習の事前学習「動物

園の園長さんとの交流」、６年生外国語「オース

トラリア児童との交流」等）を行っている。行事

によっては、感染症の流行状況や会場の都合で、

児童や保護者が一斉に集合できない場合がある

が、その対応として YouTube ライブ配信により、

多くの方が視聴できるようにするとともに、実施

後にも家族で一緒に視聴できるようにしている

（運動会・校内音楽会等）。

イ　校務における活用
（ア）　校務支援システム
　「文書収受・回覧」「服務管理」等は、全てシス

テムに移行している。時間外在校時間についても

各職員が端末で在校時間を確認できるため、勤務

時間への意識変容の一助となっている。毎朝の健

康観察の入力から、年度末の指導要録作成までの

一連の処理がシステム化されており、教職員の負

担軽減に果たす役割は大きい。

（イ）　各種連絡等のオンライン化
　職員間（他校含む）の連絡は Teams チャットで

行い、時期を逃さぬ報告と連絡ミスの軽減につな

がっている。また、職員会議資料のペーパレス化

や職員朝会の連絡事項を掲示板に掲載し会議時間

の短縮を図っている。これらの連絡は、Teams の

教職員チーム内に必要なチャネルを作成し、情報

を見つけやすいようにしている。各種アンケート

調査等への Forms の活用も定着し、集約にかかる

時間を分析等に使うことができるため、単なる効

率化以上のメリットがある。

ウ　地域・保護者との連携への活用
　全家庭登録済みの「連絡メール」を活用し、印

刷物の配布は極力行わないようにしているが、紙

面配布した方がよいと判断したものは印刷して

配布している。

　「児童の欠席連絡」は Forms で行い、朝の職員

室の電話が鳴ることはほとんどなくなった。ま

た、「休日の体調不良連絡」「児童引渡し迎え遅れ

連絡」等も Forms で行い、Power Automate を使

用して保護者からの回答入力があった時点で管

理職の携帯端末にメール送信する仕組みを作成

し、休み明けの急な対応に役立てている。

　ほぼ毎日、HP の「日記のページ」に学校の日

常の様子をアップしている。保護者・地域との連

携は、学校の

諸課題解決の

基盤であり、

HP 更新は校長

の役割（校長

にしかできな

い面あり）と

考えている。

本市では 2019

年より学校 HP

に edumap を使

用している。

すでに有償の

CMS を導入済

みであったことや edumap が正式リ

リース前であったにも関わらず、市

内全校の HP 移設を短期間で実現した

市教委に感謝している。

HP ⇒ https://fukiage-e-konosu.edumap.jp/

５　結果や成果
 ・ 現在の ICT 環境整備前、出勤直後に端末を開く教職

員は、ほとんどいなかった。しかし、全ての教職員

が、校務における端末利用の必然性とそのメリット

を実際の職務で知ることができたことは、「教育の

情報化」の大きな前進であるといえる。

 ・  授業改善の視点として、資質・能力重視の「コンピ

テンシーベースの学び」の重要性に着目した取組が

進められつつある。

 ・  国や県の学力調査において、鴻巣市の全学年全教

科の平均正答率が県平均値を上回っていることは、

小・中学校における授業改善の成果の表れと考えら

れる。

 ・  時間外在校時間の月 80 時間超えの職員は、ほぼい

なくなったが、「業務改善の本丸は授業改善」とい

うことを念頭に業務改善に取り組んでいく。

【動物園長との交流と音楽会ライブ配信】

【本校のホームぺージ】
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特 集 ① 現 代 的 な 諸 課 題 に 対 応 す る た め に

１　テーマ設定の理由
　「子供は未来からの留学生」という有名な言葉があ

るが、それはどのような未来だろうか。

　私が願う未来とは、「一人一人が生きたいように生

きることができ、その自由を互いに尊重し合う未来」

であり、「その自由が尊重されることを前提に、より

よい方向へ進もうとする未来」である。では、そうし

た未来に帰っていく子供たちのために、教育を通して

成すべきことは何だろうか。私は大きく三つのことを

考えている。一つめは、生きたいように生きる力を付

けること。二つめは、相手の「生きたいように」を受

け入れる力を付けること。そして、三つめは、よりよ

い合意形成を求め続ける力を付けることである。

　これまで私は、「粘り強く自分で学びをつくること

のできる子」の育成を目指して実践研究を行ってきた。

これは前述した一つめと関連しており、子供たちは、

自分の「やりたいこと」を大切にしながら、それが「自

分をよりよくすること」なのかを自身で価値判断する

ことで、自分で学びをつくることができるようになっ

た。一方で課題も残った。それは、二つめの「相手の

『生きたいように』を受け入れる」という姿につながる、

他者の学びを受け入れる姿が見られなかったことであ

る。子供たちにとって、個の学びが尊重されることは

心地よく、それ故対立を避けるようになった。表面上、

相手を受け入れているように見えても、それは自身へ

の影響がないからともいえる。これでは、三つめの合

意形成を求め続ける姿にはつながらず、未来に帰って

いくことはできない。自分の学びをつくることができ

るようになってきたからこそ、大きな目的に向かって

対立を乗り越え、いかに納得するかという他者との学

びも経験できるよう、このテーマを設定した。

２　実践の内容
(1) 四つの自己決定
　これまで、私は「授業は教師がつくるもの」だと

捉えていた。そのために目の前の児童の実態を把握

し目指す児童像を定め、そのギャップを埋めるため

に授業という手立てをうっていた。

　しかし、現在は「授業は子供がつくるもの」と捉

えるようになり、「教える」から「学ぶ」に変わっ

たことを実感している。

　図１と図２の大きな違いは、矢印が複数になった

ことである。子供たちは多様であり、それぞれの学

びがある。それを尊重しながらも、ねらいを達成で

きるようにするために、指導事項をしぼる必要が生

まれると考えている。では具体的にどのように学び

を尊重するのかというと、子供が四つの自己決定を

できるようにしている。

　一つめは、方法の自己決定である。画用紙にま

とめるのか。一人一台端末を使ってまとめるのか。

机で書くのか、床に広げて書くのか。子供は、自分

に合った道具や場所を自己決定して学びをつくっ

ていく。四つの自己決定の中で、取り組みやすいも

のといえる。

　二つめは、相手の自己決定である。一人で考える

【図１　これまでの授業】

【図２　現在の授業】

埼玉大学教育学部附属小学校　主幹教諭　𠮷
よ し

野
の

　竜
りゅう

一
い ち

「信じてゆだねる」国語授業
～「自分らしく学ぶこと」と「あなたらしく学ぶことを受け入れること」の往還～
　「教える」から「学ぶ」に授業が変わっていくには、教師の考え方を変える必要がある。それは「手をかけ、導く」
ということから「信じて、ゆだねて、待って、支える」ということに変わるということである。そのために、「四
つの自己決定」ができるように環境を整え、対話を大切にしながら「自己評価の感度を高めること」「目的を共
有すること」「全体語り・１on１」に取り組んできた。子供の未来のために、あえて「ゆだねる」ということを
考えてみてはどうだろうか。
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のか、友達と相談するのか。相談するなら誰と行う

のか。教師が意図的にグループを決めることもある

が、ゆるやかにつながる関係性を尊重することも忘

れてはならない。

　三つめは、時間の自己決定である。１単位時間の

中で、単元の中でどの活動にどれくらいの時間をか

けて取り組むのかを自分で決めることで、自由進度

的に学びを進めていくことが可能になる。

　四つめは、課題の自己決定である。この単元で

身に付けたい力は何か。この単元でどのような言

語活動に取り組むのか。とても大きな自己決定と

言えるため、最後まで教師が決める可能性もある。

実態に合わせてゆだねていく必要がある。

　こうした自己決定を促すために、はじめは教師が

選択肢を示すことも必要である。ゆだねることがで

きそうなところから、少しずつ取り組むことが大切

である。

(2) 自己評価の感度を高めること
　教師の目で評価したことを伝えることは必要不

可欠である。しかし、教師の「ジャッジ」になって

しまうことには抵抗を覚える。では、何のために評

価をするのか。それは評価を子供に還元するためで

ある。還元するとは、子供が自分で自分のことを評

価できるようにすることであると考える。「こんな

にも成長したね」「ここは、まだまだ課題が残るね」

と伝え、必ず「あなたはどう思う？」という問いを

なげかけるようにしている。そうした対話を通し

て、ともに評価をつくりながら、子供の自己評価の

感度を高めることが、よりよい自己決定につながっ

ていくと考える。

(3) 目的の共有
　自己決定を軸に学びを進めていくと、意見が対立

することが減少し、他者と合意形成を図る場面が少

なくなる。そこで大きな目的を共有する。すると、目

的には納得しているものの、アプローチが異なると

いう状況が生まれやすくなる。目的の達成のために、

ＡでもなくＢでもない新たなＣを考えることを意図し

て、目的の共有を行うことは大切であるといえる。

(4) 全体語り・１on１
　子供が学びをつくる上で、教師がやるべきことの

一つめは「全体語り」である。これは、私が大切に

していること・願いを子供たちと共有する時間であ

る。なぜこの環境を設定したのか意図を伝えたり、

今は何を目指しているのか方向性を伝えたり、具体

と抽象をつないだりする時間と捉えている。

　二つめは１on １で関わること、文字どおり子供

との１対１の対話である。ここでは、子供の強みと

子供が示す成果を強調するために、学びの過程に

関するフィードバック、自身の調整に関するフィー

ドバックを軸に対話を行う。

　この前提となるものは、「子供を信じること」で

ある。教師は、善意から子供たちに声をかけ、手を

かけ、導こうとすることが多い。だが、子供の未来

のために、信じて、ゆだねて、時に支えることこそ、

教師の行うべきことであると考えている。子供は自

ら学びたいと思っている、成長したいと願っている

と信じて、一人一人が個性を発揮し、一人一人の可

能性が広がるように取り組んでいきたい。

３　成果と課題（○：成果、△：課題）
○ 県の「学力学習状況調査」の数値、独自に作成した

国語の指導事項を確認する調査問題の数値、いずれ

も高い数値を維持している。特に、「考えの形成」

を問う問題について、自身の考えを整理して記述す

ることができた。

○ 一般社団法人 ScTN の作成した質問紙調査において

も、高い数値が出ている。特に、「自分の本当の気

持ちを聞いて、自分の生きたいように生きる。」「達

成したい目標や、解決したい問いや課題を、自分な

りに立てること。」「学ぶことを通して、自分なりの

表現や、自分らしさを追い求めること。」といった

質問について、９割以上の児童が、「とてもできて

いる。できている。」と回答している。

〇 調査問題や質問紙など数値に表れる成果だけでな

く、子供たちの表情や言動にこそ成果が表れている

と捉えている。

「私は、読むことに課題があるので、この説明文の

学習をもう少し続けて深めたいと思います。」

「調べたり聞いたりしたことをまとめたけれど、自

分らしさが欠けていると感じています。だからここ

で自分の気持ちと向き合って、テーマを考え直した

いと思います。」

「自分も友達も未来もよりよくなるように、学びを

つくることが大切だと考えています。」

こうした言葉を残す子供たちが増え始め、相互によ

い影響を与えている。学ぶ風土のようなものが形成

されたことが、大きな成果と言える。

△ この学習の進め方には、多くの時数を必要とする。

指導事項を整理し、カリキュラムマネジメントに努

めることが不可欠である。

４　今後の展望
　ある日突然授業が変わるということは、なかなか起

こり得ないのではないだろうか。それでも少しずつ授

業が変わり、学校が変わり、教育が変わろうとしてい

る。今日より明日、よりよくなれたといえるように、

できることに取り組んでいくことが、最も大切である

と考える。
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１　はじめに
　本校は、埼玉県熊谷市と群馬県の県境にあり、｢ 勤

勉 ･ 努力 ｣ を校訓とし、「母校を誇れる生徒を育てる

学校」を目指す全日制普通科の高等学校である。「学

び直しから大学進学まで」というスローガンの下、多

様な生徒を受け入れ育てる学校となっている。

２　「読めない」生徒が多い現状
　本校には、様々な「特別な教育的ニーズのある生徒」

が一定数在籍しており、それらの生徒の読書へのハー

ドルは高い。また、本への興味・関心が少なく、本を

手に取る機会が少ない。

　そのため、図書館では、読書が苦手な生徒のために、

「読書へのハードルを下げる」取組や「本との出会い

をプロデュース」する取組の二つの側面からアプロー

チをしている。また、団体や機関を活用し、利用者へ

幅広いサービスを提供できるよう心がけている。

３　「読書へのハードルを下げる」取組
(1) 利用者の居場所作り
　本校の図書館は特別棟の５階に位置しているた

め、ぬいぐるみやプラモデル、ボードゲームなど、

生徒が興味を持つものを置き、居心地の良い空間作

りを目指している。また、書架サインにルビを振っ

たり、ピクトグラムを用いたりして、書架のビジュ

アル化を行い、利用者のアクセシビリティの促進に

努めている。

　図書館内には、複数の特集展示コーナーを設け、

授業や学校行事、生徒が興味のあることを中心に

テーマを考え、毎月展示の入れ替えを行っている。

(2) ノベライズ本やマンガの充実
　読書が苦手な生徒もマンガやアニメ、映画など 

ビジュアル的なメディアは好きで、よく話題に出

る。朝読書では、マンガが禁止されているため、 ノ

ベライズ本を求める生徒のニーズに合わせて「映像

化されている本コーナー」を作り充実させた。コー

ナーには映画館で入手したチラシを飾り、生徒の興

味を掻きたてるようにした。

　また、絵がある方が読みやすい生徒が多いことか

らマンガの収集提供にも積極的に取り組んでいる。

マンガのリクエスト対応や様々な分野の学習マン

ガの充実を心がけている。

(3) 多文化サービス
　本校には海外にルーツを持つ生徒が一定数在籍

している。そのため、生徒の第一言語の洋書の収集

や提供をしたり、日本語支援員と連携して、日本語

学習用資料の収集を行ったりするなど、「特別な教

育的ニーズのある生徒」に対する支援となる多文化

サービスについても、積極的に取り組んでいる。

　また、マジョリティの生徒が多文化への理解を深

めるきっかけを作るため、リアルな言語体験がで

きる展示キットを総合教育センターより借用して、

多文化をテーマとした特集展示を行った。さらに、

多文化理解を深めるイベントを以下のとおり企画・

実施した。

４　「本との出会いをプロデュースする」取組
(1) イベントの企画
ア　�ハロウィンパーティーで多文化交流しません

か ?
　埼玉県国際交流協会とコラボレーションして、

多文化理解を深めることを目的としたハロウィン

パーティーを日本語支援員と協力して実施した。

　当日は、国際交流協会より民族衣装を借用し、

希望する生徒の仮装に活用し、また様々な言語の

ゲームや世界の国の遊びを行い、世界の言語や文

化を体感してもらった。生徒 20 名、教員 10 名の

計 30 名が参加し、「とても楽しかった」「また企

画してほしい」とかなり好評であった。

【ハロウィンパーティーでの様子（中国語クイズ）】

特 集 ① 現 代 的 な 諸 課 題 に 対 応 す る た め に

生徒の心に種をまく
～「読めない」から「読みたい」へかえる試み～

読書が苦手な生徒のために、図書館として「読書へのハードルを下げる」取組、「本との出会いをプロデュー
スする」取組を体験する場の提供も心がけながら、人と人、機関とつながることで行っている。

県立妻沼高等学校　司書　長
な が

沼
ぬ ま

　祥
しょう

子
こ
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イ　図書委員会の活動
　図書委員は係ごとに活動しており、図書委員考

案のくじをひいて、当たった数字の本を借りて、

しおりなどの景品をプレゼントするハロウィンイ

ベントや図書委員が作成するクリスマス福袋は、

毎年好評で多くの生徒が参加をしている。

ウ　図書館のマスコットキャラクター投票
　図書館へ親しみを持ってもらうため、図書館

のマスコットキャラクターを作る企画を行った。

キャラクター募集は校内一般の他に美術の授業と

コラボレーションした課題作品と合わせて 19 件

ノミネートし、全校生徒・職員を対象に投票を行っ

た。

　185 票の投票の結果、マスコットキャラクター

が決定した。今後、図書館を盛り上げる起爆剤と

して活用していきたい。

(2) 授業連携
ア　点検読書と本の試し読みワーク
　点検読書とは、本を用いたつまみ読みワークで、

ワークシートに沿って書誌事項や構成を確認した

のち、まえがきやあとがきを読んで「著者の伝え

たいこと」の抜き出しに挑戦、その上で「読みた

いかどうか」を判断する。

　調べ学習では、この点検読書を応用し、「テー

マ決め＆テーマについて理解を深める」探究学習

版の点検読書を行った。生徒には様々な情報に

触れてもらい、「自分が何に興味を持つのか」と

いう「探究のアンテナ」を作るためのツールとし

て、本を活用した。その際、司書から出典の書き

方や目次・索引の使い方の説明を行い、生徒の情

報リテラシーを育てるよう努めた。この点検読書

は、生物・保健体育・家庭科や進路に関する学年

行事でも行い、生徒が様々な本に触れるきっかけ

を作った。

　また、主に国語科の授業で、様々な本を試し読

みするワークショップを行った。「キラキラ、キュ

ンキュン」「ハラハラ、ドキドキ！」等の五つのジャ

ンルごとに本を用意し、生徒が本を試し読みして、

評価する。「様々な本を手に取る良いきっかけと

なった」と生徒からも好評であった。

イ　食料自給率を考える展示と出前授業
　図書館内で総合教育センターより借用した

「JICA 地球ひろば食堂」（国内生産のみの食料で

作られた１日のメニューの食品サンプル）を活用

して、「日本の食卓を考える」特集展示を行った。

その際、家庭科の教員から要望があり、展示品を

教室まで届け、生徒に見せる出前授業を行った。

食や農業の本を紹介するブックトークも一緒に行

うことで、普段は手に取られない本を紹介する良

い機会となった。

　その他、保育の選択授業で、絵本の読み聞かせ

やわらべうたの指導をする

など、本を読むだけでなく、

生徒が様々なものに触れた

り、体験したりすることを

意識して、積極的にイベン

トの企画や授業連携に取り

組んでいる。

 

5　おわりに
　このような取組の効果をまとめると、以下のとおり

である。

①  2020 年度と 2022 年度を比較し、１人当たりの貸

出数等が増えている

② リクエスト及びレファレンス件数が伸びている

③ 授業利用で場所の提供だけでなく、資料提供や利

用指導など、司書と教員が協働した授業連携が増

えている

④ 外部機関との連携の機会が増え、生徒へのサービ

スの幅が広がっている

　今後は、学校の教育活動の中に読書活動が組み込ま

れるよう、現在取り組んでいることを継続しつつ、よ

り幅広い活動について、毎年実施している読書アン

ケートを参考とし、積極的に提案をしていきたい。

【左：図書館マスコットキャラクター「ほんっぱ」】　

【右：探究学習版の点検読書の様子】

【「日本の食卓を考える」の特集展示と絵本の読み聞かせ

・わらべうたの授業をする様子】
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指 導 力 向 上 の た め の 実 践 論 文

１　はじめに
本校は県立高校再編整備計画に基づき、当時の狭山

高校、川越高校（定）、豊岡高校（定）を統合し、平

成 20 年に開校し、今年度、開校 16 年目を迎える。生

徒の実態としては、不登校の経験がある・日本語を母

国語としないなどの背景を抱えた生徒が多く在籍して

いる。また、相手の意見を聞き自分なりに咀
そ

嚼
しゃく

して考

え、整理し表現するということが上手くできない生徒

も多い。さらに、小学校・中学校の「学び直しの場」

として本校を選んだ生徒もおり、進学と就職の際の面

接に不安を持つ生徒もいる。以上を踏まえて、教員に

は、それぞれの特性に配慮し、希望進路の実現に向け

たキャリア教育の充実が課題となっている。前副校長

はこの課題を解決するため、かねてより着目してきた

「哲学対話」を本校に導入することを提案した。そし

て一昨年度、その開発者である東京大学の梶谷真司教

授をお招きして教職員研修会を行い、先生方が手応え

を感じ現在に至っている。「哲学対話」とは近年学校

教育で注目されているものである。都立高校で実践さ

れ、大学への進学実績向上につながっている。生徒に

とって、少しでもより良い進路実現のきっかけにした

いと思い、本校で取り入れた。今回はその実践を報告

する。

２　ねらいと期待する効果
他者の話をよく聞き、どのような相手に対しても

自分自身の考えを整理し、分かりやすく表現できるコ

ミュニケーション能力と、一つの物事に対して没頭す

ることができる探究心を育て、希望進路を実現させる。

３　実践内容（令和４年度　第２学年）
総合的な探究の時間で各学期において「哲学対話」

を実施した。

(1) 哲学対話とは
ア�　授業形態
1960 年代にアメリカで始まった「子どものため

の哲学（Philosophy for Children：P4C）」に由

来している。哲学者の思想について教えるので

はなく、参加者それぞれが、日頃、疑問や不思

議に思っていることなどを出し合う。司会（ファ

シリテーター）と参加者たちがその中からテーマ

を決め、そのテーマについて話し合う。机はなく、

椅子で輪になり教師も生徒の中に入る。発言の

強制や指名などはなく、コミュニティボールと

呼ばれる球を回して、発言したい人は手を挙げ

てこのボールをパスしてもらう授業形態である。

この実践を通して生徒たちの探究心を育てた。

イ　ルール（以下の八つ）
① 何を言ってもよい

② 人の言うことに対し

て否定的態度を取ら

ない

③ 互いに問いかけるよ

うにする

④ 発言せず、聞いているだけでもよい

⑤ 知識ではなく、自分の経験に即して話す

⑥ 意見が変わってもよい

⑦ 話がまとまらなくてもよい

⑧ 分からなくなってもよい

ウ　実際のテーマの紹介と説明
　

【授業風景】

・愛とは？　・見た目はなぜ重要視される？

・なぜ、ノートをとらないといけないのか？

・男と女どっちが得？　・校則は何であるのか？

・遅刻と欠席はどちらが悪い？

定時制高校におけるキャリア教育
～哲学対話の授業実践～

県立狭山緑陽高等学校　教諭　小
お

澤
ざ わ

　貴
た か

也
や

【授業の流れ】

【授業プリント】
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以上のようなテーマで、答えがないものを深く

考えることが目的なので思考力を重視し、結論

を出すことにこだわらない。

４　実践の結果（令和４年度　第２学年）
(1) 生徒の記述の分析

　「他の人の意見を聞くことができた、または良

かった」などを記述した生徒と、テーマに関し

ての自分の考えや思いを記述した生徒に絞り分

析を行った。１学期に関しては２クラス分を合

計して分析を行った。

　初回の段階では、他者の意見を聞くことに重

きを置き、学期が進むにつれてテーマに関する

自分の考えや思いを記述する生徒が多い。

(2) 授業ビデオの分析
ア 　普段、無口な生徒が発言しているなど、意

外な発見があったこと。

イ 　日常の何気ないことに対しての生徒の着眼

点を知ることができ、生徒理解にも繋がる可

能性を感じたこと。

ウ 　授業が終わった後も話合いをしていて、生

徒自ら主体的な活動をしていたこと。

(3) 教職員間の振り返り

５　今後の展望、課題
(1) 今後の展望（令和５年度　第３学年）
　現在、令和５年度総合的な探究の時間で「卒業

研究」を実施している。１年間を通して自分自身

で疑問を持ち、問いを立てて論証していく。自分

で新しい問題に挑戦し発見する面白さを実感させ

るよう工夫しながら、生徒の探究心を育てている。

２学年で実施した「哲学対話」を発展させ、クラス

全体の活動から、個人の探究活動につなげている。

最終的には、生徒が自分なりに解答を得て、作品と

して完成させる予定である。生徒には、就職での面

接や大学入試の総合型選抜にも対応できることを

しっかり伝え取り組ませている。高等学校学習指

導要領（平成 30 年告示）解説総合的な探究の時間

編に記載の「課題の設定」、「情報の収集」、「整理・

分析」、「まとめ・表現」を意識させている。

(2) 今後の課題
ア　記述分析の有意性

イ　生徒の質的変化に関しての調査

ウ　発言や記述から読み解く探究の評価

エ 　総合的な探究の時間における評価の方法

　　（主体的に取り組む態度に関して）

オ 　哲学対話と進路実績の関係性に関しての調査

６　おわりに
同学年を担当する教員で共通理解を図り、取り組ん

でいるため進路実績が向上する傾向にある。進学面で

は推薦入試における実績で、今までは合格が難しいと

思われた大学の合格者が現れ、就職面では大手企業の

内定をいただいている。今後も「哲学対話」を取り入

れた授業を実践し、生徒にとってより良い進路実現の

きっかけにしたいと考えている。さらに、同様の課題

を持つ他の埼玉県の高等学校の一助になれば幸いであ

る。

７　参考文献・引用文献
 ・ 東京大学教授　梶谷真司 .“「『考える力』を育てる

『哲学対話』」（視点・論点）”

　 .NHK.2020.https://www.nhk.or.jp/kaisetsub-

log/400/426694.html

 ・ 石井栄子 .“広がる対話”深まる対話“高校実践事

例　Case ４大山高校（東京・都立）”. リクルート

進学研 .2021 .https://souken.shingakunet.com/

secondary/2021/05/case4.html

 ・ 東京大学教授　梶谷真司 .“探究学習と哲学対

話”.数研出版 .2020 年 .AGORA 73 号

　 .https://www.chart.co.jp/subject/shakai/ago-

ra/73/agora73-1.pdf

【教職員間の振り返り】

教科の学習と絡めても良いのでは

指導する側の研修が必要

ハッとする気づきがあった

良い機会になった

よく意見が出ていた

授業前は生徒も教員もハードルが高いと感じるが、
やり始めると意外とそうではないことがわかった

【１学期の生徒記述の分析：２年Ｂ組（25 人）+Ｄ組（21 人）】

【２学期の生徒記述：２年Ｄ組 (21 人 )】

【３学期の生徒記述：学級混同 (12 人 )】
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指 導 力 向 上 の た め の 実 践 論 文

１　はじめに
　ChatGPT が公開されてから１年が経った今、生成 AI

の発展と活用が目覚ましい。プログラミング分野にお

いても、既に典型的なプログラミングであれば AIがで

きる時代になった。この現代あるいは近い将来におい

て、身に付けるべきプログラミングの技術はコーディ

ング力ではなく、プログラムで「何を作りたいのか」

というビジョンを明確に持つことだと考える。ビジョ

ンが先にあり、AIに対して的確な指示を出し、AIが出

力したコードと完成形のビジョンと比較して足りない

点を更に指摘していくことで、AIをアシスタントとし

たプログラミングが可能となる。そして、このビジョ

ンを持ち、それを実現する力は、たまたま AIが流行し

ている今だけではなく、これからの高度情報化社会と

Society5.0 においても普遍的に重要な力である。

　このビジョンを育むためには、生徒の自発的な活動

が肝要である。教員から「これを作りなさい」と与え

られるのではなく、生徒自身から「これを作りたい」

という意欲が生まれ、実行し、さらに「もっとこうし

たい」と改良を重ねることで、ビジョンを持ちそれを

実現する力が育つ。このことはプログラミング分野に

限らず、他人事でなく自分事として捉えるべき問題解

決全般にも同じことが言える。

２　授業計画
　本校は、普通科で１学年必修の情報Ⅰ(旧課程：社

会と情報 )と３学年選択の情報の科

学 (新課程：情報Ⅱ )が設置されて

いる。今回は３学年選択科目(今年

度の受講者は８名 )において、マイ

コンボード micro:bit を用いたオリ

ジナル作品の制作演習をプログラ

ミングと問題解決の単元として実施した。演習では基

本知識を学んだ後、一人一作品を制作し、最後に制作

したものについてプレゼンテーションと質疑応答を行

う。演習の過程では生徒の自由な発想・自発的な活動

を重視した。なお、プログラミング演習としては、昨

年の同時期に micro:bit と３Ｄプリンタを使ったイル

ミネーション作品制作、毎年１学年必修の授業で

Scratch を用いたオリジナルゲーム作品制作なども

行っているが、本報告では割愛する。

　授業計画は次表のとおりである。オリジナル作品を

考えさせる際には、作品例として「開けると光り音が

鳴る宝箱」は見せたが、課題指示は「micro:bit を使っ

てオリジナルで何か作ろう」と、あえて抽象的なもの

しか出さずに自由な発想を求めた。

時数 内容

４時間 演習 micro:bit 基本機能

２時間 座学 ハードウェア（センサ、論理回路等）

４時間 オリジナル作品制作

２時間 プレゼンテーション準備、予備

１時間 プレゼンテーション発表

１時間 振り返りとまとめ
【プログラミング教育の授業計画】

３　教科情報としての演習の目標
(1) プログラミングへの理解

　身の回りのあらゆる物にコンピュータが積まれ

プログラムで動いている現代において、それらが

どのように動いているのかを理解することは全て

の人にとって重要である。画面の中で完結する

プログラミングは１年必修の授業でも扱っている

が、今回はセンサや LED を使ったハードウェア面

を扱うことにより、より発展的に身の回りの仕組

みに対する理解を深めさせることが目標の一つで

ある。

(2) 新たな価値の創造
　学習指導要領における「情報Ⅰ」と「情報Ⅱ」

の目標では、「新たな価値の創造」という文言が

加わる点が特徴的である。１学年必修の情報では

教員の想定内の作品でも十分だが、３学年選択の

情報ではやはり創造性を求めたい。今回は教員の

発想や期待を超えたものが生徒から出てくること

を期待して実施した。

　また、真に創造的・独創的なものでなかったと

しても、生徒自身から生まれる発想はものづくり

の視野を広げることに繋がる。プログラミングと

いう行いは職業プログラマだけのものではなく、

より身近で日常的なものである。その点について、

創造的な気づきや楽しみを見出せることも目標の

一つである。

(3) 対話的なプレゼンテーション
　プレゼンテーションにおいて最も重要なこと

は、原稿でもスライドでもなく、何を話すかとい

【図 1　 micro:bit】

これからの AI 時代におけるプログラミング教育
普通科高校の情報の授業においてmicro:bit を用いたプログラミング作品制作の演習を実施した。コーディ
ングスキルの習得に終始せず、生徒の自由な発想・自発的な活動を重視することで、これからの社会に通
ずる問題解決能力の育成に繋がると考えている。
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う内容・中身と、それを聴衆にいかに伝えるかで

ある。今回の授業ではいわゆる調べ学習等とは異

なり、全て自分で考えて制作したものを説明する

ため、話すべき内容は全て生徒自身の内にある。

そこで生徒にはあえて「原稿は作らないでその場

で話す」という指示をした。また、聞き手側もた

だ聞くだけでなく、必ず質疑応答をするよう指示

した。これにより、対話的なプレゼンテーション

となることを目指している。

４　実施結果と制作物
　授業を実施した結果、多岐にわたるアイディアの作

品が作られ、プレゼンテーションと質疑応答も大いに

盛り上がった。生徒の制作した作品の内、印象的だっ

たものをいくつか紹介する。

(1)『Go！シャトルラン』
　本体を脚に巻きつけて使

い、加速度センサから走行中

かを判定し、徐々にテンポが

上がるシャトルランの音階を

鳴らし続ける。体育の授業に

取り組んでいる生徒ならでは

の発想といえる。

(2)『レーザーソード』
　SF 映画が好きな生徒が、

作中の光の剣をフルカラー

LED の色や振った時の音な

どで再現したもの。ペンラ

イトの発想自体はよくある

ものだが、モチーフが明確

なため色の選定や音など随

所にこだわりが見られ、プレゼンテーションの質

疑も盛り上がった。

(3)『ハテナブロック！？』
　ゲーム「スーパーマリオ」

のブロックを再現し、叩く

ことで内部の本体が振動を

検知、複数種類のアイテム

を表現した光と音がランダ

ムに再生される。ごく低確

率で再生されるものがあるなど生徒目線からの遊

び心も面白いが、動作テストを繰り返す中で、本

体は底面より天面に設置した方がセンサの誤作動

が少ないことを発見する等、探究的な学びも生じ

ていた。

　これは所属クラスの文化祭企画モチーフがマリ

オで、双方向性のある装飾を作りたいというアイ

ディアから作られた。文化祭には最終的に間に合

わなかったが、プログラミングの選択肢があるこ

とで新たな視点でのアイディアが出されたことは

大変好ましく思う。

５　生徒アンケート結果
　プレゼンテーション後、まとめの話をする前に行っ

た生徒のアンケート結果を掲載する。いずれも質問項

目は「４とてもそう思う」～「１全くそう思わない」

の４段階である。

４ ３ ２ １

micro:bit を使った制作活動

は面白かったか
100% ０% ０% ０%

プログラムで動く身の回りの

ものの仕組みを説明できるか
12.5% 87.5% ０% ０%

プログラミングで学んだこと

は自分の将来に役立ちそうか
75% 25% ０% ０%

将来、プログラミングに関わ

る仕事につきそうか
25% ０% 75% ０%

　このように、大変好評な結果であった。また、当初

のねらいどおり「プログラマになるわけではないが、

プログラミングの学習はとても役立ちそう」と考えて

いる者が多いことは興味深い点である。

６　課題と今後の展望
　期待以上の姿を見せてくれた今回の演習だが、課題

点もある。例えば基盤本体から出力できる単音でメロ

ディを再生する作品を制作した生徒が複数名いたが、

かけた時間のわりに凡庸な作品となってしまった。こ

れは、小中学校も含めてこれまでにプログラミングや

ハードウェアを触る経験が少なかったために、命令と

おりに光る・音が鳴ることで満足してしまったのだと

思われる。それもまた重要な経験ではあるが、将来的

には小中学校などより早い段階でその経験を済ませ、

高校段階ではインタラクティブ性等に注目できるよう

になることが望ましい。

　また、基本機能の学習では通信機能も扱っているが、

今回はその機能を使ったアイディアは出なかった。ビ

ジョンを持つためにはまず使いこなせる知識技能が必

要であり、知識を教えるべき部分と生徒の自主性に任

せるべき部分とのバランスは難しい。

７　まとめ
　共通テストなど教科「情報」でも正解のある問いが

注目される今だが、今回は生徒の自由な発想と自発的

な活動を重視することで、目標に向けて試行錯誤を繰

り返して形にしていく探究的な生徒の姿を見ることが

できた。こういった、自身の内に完成形のビジョンを

持ち実現していく正解のない活動で得たものこそが、

AI時代において人間に最も重要なものであると確信し

ている。目まぐるしく変化・発展していく世の中にお

いて教科「情報」の役割も変わっていくが、引き続き

生徒の内の自由な発想を軸にした活動を実施していき

たい。

【図２　生徒作品 (1)】

【図３　生徒作品 (2)】

【図４　生徒作品 (3)】
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指 導 力 向 上 の た め の 実 践 論 文

学校における消費者教育の現状と課題
～18 歳で大人になるまでに生徒が必要な知識や経験を身に付けるために～

はじめに
　現代社会において、「消費者教育」は生徒たちが持

つべき不可欠なスキルの一環となっている。商品や

サービスの選択、価格の判断、情報の信頼性の評価な

どのスキルは将来の社会での生活において重要であ

る。現実の社会で賢明な消費者として行動するために、

学校における消費者教育は重要な役割を担っている。

１　成年年齢の引き下げ
　民法改正に伴い、2022 年４月から成年年齢が 18 歳

に引き下げられた。既に実施されていた選挙権年齢の

引き下げと相まって「18 歳で大人になるまでに、ど

のような資質・能力を身に付けておくことが必要か」

の観点から、国は消費者教育の推進に関する基本的な

方針を制定し、今回の学習指導要領では家庭科や公民

科をはじめ各教科の目標・学習内容が系統的に整理さ

れ、高校家庭科で金融教育、公民科では「公共」が設

置されるなど、大幅な改訂が行われた。しかし、18

歳に必要な資質・能力は高等学校の個別の教科の学習

のみで身に付くものではない。そこで、教科横断的、

また小中高の学校教育を通じた様々な場面での系統的

な消費者教育の実施が必要となる。

　18歳で成年に達すると一人で有効な契約が締結でき

るようになり、大人として扱われるため、可能性が広

がる一方、未成年者取消権を行使できなくなる。つま

り高校３年生では教室内に、契約を取り消せる生徒と

そうでない生徒が生じることを踏まえ、教員も基本的

な知識を身に付けるなど、指導力の向上が必要である。

【『「消費者教育の取組について」文部科学省（R3.4.23）』より抜粋】

２　若者の特徴と消費者教育の目標
　若者は、進学や一人暮らし、就職や結婚等をきっか

けに様々な契約を締結する必要が生じるが、知識や経

験不足、経済的余裕のなさ、コミュニケーションに対

する苦手意識を始め、様々な脆弱性を抱えている。こ

うした脆弱性に付け込まれ、消費者トラブルに巻き込

まれるケースは少なくない。高等学校を卒業すると、

消費者教育を受ける機会は減少する一方で、被害の増

加や場合によっては加害者となることが問題となって

いる。成年を迎える前に知識や経験を積んでおくこと

は将来のトラブルを未然に防止し、社会に参画する入

口段階での深刻な経済的損失を避けることにつなが

る。

【消費生活相談の商品・サービス別上位件数

「R5年度版　消費者白書」より抜粋】

　消費者教育推進の目標は「被害に遭わない消費者、

合理的な意思決定ができる消費者の育成にとどまら

ず、消費に関する行動を通じて、一人一人が社会の一

員として、より良い社会発展のために積極的に関与す

る消費者の育成（消費者市民社会の形成に参画）」を

目指している。例えば環境や社会、人権などに配慮し

た商品やサービスを選択する、不公正な事業者と取引

しない、泣き寝入りせず消費生活センターに相談する

など、知識を習得し適切な行動に結びつけることがで

きる実践的な能力を育むことが重要である。消費行動

は自分だけでなく、現在から将来にわたって、環境に

も影響を及ぼし得るものであり、社会とつながってい
るという自覚を生徒に持たせ、発達段階に応じた消費
者教育を行うことが重要である。※この点については
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「消費者教育の体系イメージマップ」が参考になる。
　また、近年の社会情勢の変化として、デジタル化の

進展なども消費生活・消費行動に大きく関わっている。

接する大量の情報に対する批判的思考力や、情報モラ

ルを含め適切に情報の信頼性を判断しオンラインでの

取引などを行う、デジタルリテラシーを身に付けるこ

とも重要である。

３　消費者教育の変遷と取組
　制度として 2009 年に消費者庁が設置され、2012 年

に消費者教育推進法が制定された。そして、前述のと

おり、成年年齢の引き下げや学習指導要領の改訂によ

り、消費者教育の充実が図られた。特に高等学校にお

いては関係４省庁（消費者庁・法務省・文部科学省・

金融庁）が「若年者への消費者教育の推進に関するア

クションプログラム」を作成し、学習指導要領の徹底

や教材の開発・手法の高度化、実務経験者の活用、教

員の養成・研修の充実などが挙げられた。消費者庁は、

各都道府県の全高等学校で、2017 年に作成した「社

会への扉」を活用した授業を実施することを推進して

きた。また、全都道府県に消費者教育コーディネーター

を配置することを目標とし、教員研修や教員養成課程

においても消費者教育に関する内容の充実が求められ

てきた。

　さらに、2022 年 10 月に「消費者力」育成・強化ワー

キングチームが設置され、新たな教材開発が行われて

いる。「社会への扉」は基本的な「消費生活に関する

知識を習得」することを目指した教材であり、教材内

で扱っている消費生活に関するクイズの正答率が 10

歳代において比較的高くなるなど、一定の成果をあげ

ていると考えられる。次の段階ではこうした知識を「適

切な行動に結びつけることができる実践的な能力」と

して育むことが目標とされている。

【『「（消費者力）育成・強化ワーキングチームについて(報告 )」

消費者庁（R5.2.27）』より抜粋】

　私自身も学校での消費者教育の授業で、外部講師の

活用やロールプレイングを取り入れるなど、一方的な

知識・伝達にならないよう工夫しているが、生徒への

知識の定着や自分事として捉えるまで至ることの難し

さも感じており、新たな教材の公表と現場での活用に

期待を寄せている。

４　まとめと今後の課題
　消費者教育の推進に関する基本的な方針に「学校に

おいては、教育活動の全体を通じて、児童及び生徒の

発達段階に応じた消費者教育を推進する（中略）学校

の教職員には、消費者教育の推進役としての役割があ

る」とある。

　しかし、学校には消費者教育を専門とする教員がほ

とんどいないのが現状で、日々の業務に追われ手が回

らないなど教員が学校で消費者教育を十分に展開する

ことには限界がある。そのため、消費生活センターな

どを媒介とした外部講師など学校外の専門家（消費生

活相談員、FP、弁護士など）や、各省庁や企業から出

されている既存の教材を活用することも一つの解決法

として考えられる。

　今はまだ、現場の教員も手探りの状況であるが、学

習指導要領で充実された消費生活に関する学習内容が

確実に実施され、生徒の消費者としての適切な行動に

結びつくよう、学校種間・教科等の連携を図る必要が

ある。さらに、消費者行政や専門家の知見を学校の現

場につなげていき、消費者教育の体制を構築していく

ことが重要な課題となっている。

　また、その他の消費生活と関連する教育（金融経済

教育、法教育、情報教育、環境教育、食育、国際理解

教育、主権者教育、キャリア教育など）に関する施策

との有機的な連携を図ることも求められている。これ

らの教育と消費者教育の関係に着目し、それぞれの教

育を推進することにより、相乗効果をもたらす取組を

進めていくことも望まれる。

（消費者教育の参考となるHP等）

● 消費者教育ポータルサイト

● 消費者教育支援センター

● 国民生活センター

● 埼玉県消費生活支援センター

● 埼玉県教育委員会　消費者教育

　 消費者庁や国民生活センターでは、成人を迎えたば

かりの18・19歳が被害に遭わないように若者への注

意喚起を掲載しているウェブページを特設している。

● 消費者庁「18 歳から大人」特設ページ

● 国民生活センター「若者の消費者トラブル」

【消費者ホットライン188】
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特 集 ② 地 域 と 連 携 ・ 協 働 し た 教 育 の 推 進

「ひらこう！　ちちこう！」で始めた地域にひらく探究活動の歩み
～本校の地域探究の取組についての活動報告～

１　はじめに
　本校は、創立 116 年を迎える秩父地域唯一の普通科

高校である。今年度から県の「県立高校学際的な学び

推進事業」の指定を受け、地域と協働しながら探究活

動を行っている。秩父地域には伝統的な文化や豊かな

自然があり観光資源にあふれており、地域と連携する

ことで魅力的な活動ができることが期待される。

　今年度赴任した私は１、２学年の総合的な探究の時

間のカリキュラムをゼロベースから作りながら実践す

るという役割を担っており、現在進行形で探究活動の

土台形成をしている。その途中経過を報告する。

２　カリキュラム作成のねらい
　探究学習の中で地域との連携を図るにあたって私がま

ず中心に置いたテーマは、『生徒が学外の人と関わる機

会を多く作る』ということであった。そこで、探究活動

では「ひらこう！　ちちこう！」をキャッチフレーズとし、

折に触れ外部との連携と協働の機会を探った。各学年の

年間の内容は以下のとおりである。

〔１年〕１学期 オリエンテーション
分野別対話会＋発表　他校との交流

２学期 他校との交流＋発表
３学期 チーム探究に向けたテーマ決め

〔２年〕１学期 オリエンテーション　分野別対話会
チーム探究に向けたテーマ決め

２学期 チーム探究　中間発表会
３学期 チーム探究　最終発表会

★１、２年　分野別対話会：６分野（観光／伝統文化

／ものづくり／食・農業／自然・環境／まちづくり）

に関わる市内の大人の方を招き、講話と質疑応答で対

話をするイベントに７名の方にお越しいただいた。

★１年　他校との交流：６か所の交流先（島根県立隠

岐島前高校、島根県立津和野高校、富山県立氷見高校、

秩父市立花の木小学校、秩父市立高篠小学校、オース

トラリアロビーナハイスクール）との交流＋独自の地

域紹介をする発表を行った。

★２年　チーム探究：６分野（上記と同じ）でチー

ムを組み、秩父の課題解決を目指す仮説・検証を行

う。夏休みには各チームでアポを取り秩父地域各所で

フィールドワークを行った。

　個人的には人脈のない地域ゆえ苦労もあったが、他

地域の学校関係者や秩父地域の新たな協力者の力添え

を得て、交流先の確保や講師やゲストとしての来校者

の依頼、大学生に活動補助などにも来てもらうことが

できた。生徒との交流に来校してくださった地域の方

は、今年度ここまでのべ 50 名を数える（12 月現在）。

【５月　分野別対話会での秩父銘仙についての講義】

３　取組の様子
(1) １年生の探究活動

　１年生は、６か所の交流先とそれぞれ対面／

オンラインで交流機会を設け、「秩父の魅力を発

信する」という共通の課題を交流相手に合わせ

てアレンジするというテーマで２学期の授業を

行った。オンラインで他県の高校生の様子を聞

いたり、実際に訪問して地元の小学生と交流し

たり、来日した姉妹校のオーストラリアの高校

生を連れて英語で街案内をしたりとまず相手の

ことを知る交流を実施し、その相手をイメージ

しながらプレゼンの準備を行う。

　発表では、「交流相手の高校がある島には温泉

がないから、秩父の温泉について紹介をした」

「小学生に楽しんでもらえるように、クイズ形式

にした」「英語のプレゼンテーションでは、字幕

をつけた」など相手を意識した工夫が見られた。

連携した小学校からも「小学生にとっても有意

義な場となった」と好評であった。他県の高校

生への発表グループは、相手の高校の発表も参

観し大きく刺激を受けた生徒も多く、これから

の地域探究へ弾みがついた。

県立秩父高等学校　教諭　田
た
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【９月　１年海外交流チームの秩父の街案内】

【10 月　１年地元小学生への発表】

【11 月　１年他県高校生へのオンライン発表】

(2) ２年生の探究活動
　２年生は、夏休みに向けて自分たちで電話を

かけて訪問のアポをとり、各自でフィールドワー

クを行った。電話をかけることはもっと尻込み

するかと予想していたが、想像以上に意欲的に

自分たちで様々な企業や団体を見つけてきては

連絡をしていた。中には数件断られてもめげず

にアタックする姿も見られ、たくましさを感じ

た。その訪問から、連携して商品の販売の話に

こぎつけたり、イベント参加の機会を得たりと

その先のステップにつながったチームも出てき

た。学校で用意した予定調和の交流先ではなく、

生徒自らが切り拓いた関係性を深めて活動をし

ていることに非常に価値を感じる。中間発表の

段階では道筋が見えて活動が進んでいるチーム

ばかりではないが、他チームの取組を目の当た

りにしたりゲストからのアドバイスに刺激を受

けたりし、後半に向けて実践に取り組むチーム

が増えていく兆しが見えた。

　外部の方との交流は生徒にとって刺激が多く、

講演会や発表会の後には「今まで知らなかった

地域のことを知ることができた」「ゲストの方の

フィードバックで得たアドバイスを今後の活動

に取り入れていきたい」といった前向きな感想

が続く。また、生徒が自ら個人的にゲストへ詳

しく話を聞きに行くような様子も見られた。こ

のような活動の積み重ねを通して、生徒は徐々

に外部の方との交流に慣れてきたように思う。

　しかし、主体的な活動ゆえチームごとに進捗

の濃淡があること、発表の際に他チームへの質

問がなかなか出ず批判的思考力に課題があるこ

となどが浮き彫りになった。３学期に向け、改

善を働きかける授業づくりを目指す。

【11 月　２年中間発表会　生徒の発表】

【11 月　２年中間発表会 ゲストのフィードバック】

４　今後について
　３月に予定している２年生の最終発表会には、保護

者、県内の教育関係者、そして地域企業や行政の方な

ど更に多くの地域の方に本校の学びを「ひらき」、見

ていただきたいと考えている。生徒は、外部の方にも

見てもらえる機会によって程よい緊張感を感じ、準備

に向かう意欲も向上しているようだ。『相手意識』が

あることによるモチベーションアップの効果は絶大で

ある。毎回の授業内容は生徒の様子を見ながら微調整

していくスタイルで、初めての取組で手探りな分フッ

トワーク軽くよりよい授業にしていくことを目指す。

また、授業を実践する我々教員側が探究的な視点を持

つことや生徒の伴走支援について学んでいくことを推

進するため、定期的な教員研修を行い、学年会などで

情報交換を密にすることで、学校全体で探究学習に取

り組める体制を構築していきたい。
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特 集 ② 地 域 と 連 携 ・ 協 働 し た 教 育 の 推 進

地域との協働で生きる力を育む
～越生高校「9 限目の教室」プロジェクト～

１　はじめに
　本校では、新科目「総合的な探究の時間」を組み立

てていくにあたり、前任の岩﨑望教諭 ( 現坂戸高校 )

が本校地域コーディネーターの岡野正一氏（次ページ

で原稿を執筆いただいた）に協力を要請し、二人三脚

で年間計画を作成してきた。十数回にも及ぶ準備会議

を重ねる中で、本校の課題を非認知能力の育成と捉え

てその育成に努めること、学校・地域等との連携を促

進することとした。

２　プロジェクト名「9 限目の教室」とは
□大人へ成長していく「原点」になる

□たくさんのホンモノに「出会う」

□原動力＝君たちの「想い」

　「総合的な探究の時間」における本校のプロジェク

ト名を「９限目の教室」という。週１時間のこの授業

は、子供から大人へ成長していく過程でありたい。こ

こで完結するわけではなく次のステージ（卒業後）が

本番であり、本番へ向けた準備の授業と位置付ける。

10 という二桁の数字を大人や完成形と見立てるなら

ば、その一つ前の時間という意味を込めて「９限目の

教室」というタイトルにした。多くの本物に触れ、生

徒の価値観を広げたい想いがある。

３　令和５年度の主な取組
日付 タイトル　／　講師職場

6/15

すべてのモノには魅力がある
／　TSUMUGU Studio

暮らしの中にあるドローン
／　ジュンイメージサービス

6/22
学校のものでテント設営に挑戦

／　株式会社 NONIWA

6/29

すべてのモノには魅力がある
／　TSUMUGU Studio

最先端の AI で作るデザイン体験！
／　株式会社 温泉道場

馬のところにお邪魔します
／　ときがわホースケアガーデン
　　乗馬クラブアイル

　１学年では、地域の方をゲストティーチャーとして

招き、様々な角度から生徒に講演やワークショップを

行っていただいた。実践の内容は表のとおりである。

授業を作成するにあたり、講師と地域コーディネー

ターと本校職員で打合せやプレ授業を行い、授業の狙

いを明確にしていくことを心がけた。

　滑川町でプロのカメラマンとして活躍されている戸

井田氏の「すべてのモノ

には魅力がある」では、

自己肯定感が低い生徒が

多い中で、相手の魅力を

感じ取り、自分が良いと

思った表情やポーズを撮

影するワークを通じ、自

分に自信を持てるきっか

けづくりをした。

　２学年では、NPO 法人

カタリバの「学校横断型

探究プロジェクト」に参

加し、個人の「My テーマ」

で探究の進め方を学んで

いる。オンライン上では

あるが、他校の生徒とつながることで多様な価値観に

触れることができ、学校内では得られなかった考え方

やものの見方を学ぶことができる貴重な機会である。

４　“自走”し始める生徒たち
　左の写真は越生町で

木工家具職人として活

躍されている村田氏が

令和４年度に開催した

個展会場に生徒が“自

走”して訪れたときの

様子である。令和５年

度では馬ふん和紙にイ

ラストを描いて販売するプロジェクトや小川元気プラ

ザでのボランティア活動へ参加するなど着々と生徒の

地域での活躍の場が広がりつつある。

５　おわりに
　「９限目の教室」の取組が始まって２年目というこ

ともあり、課題は山積している。この取組を通して目

指す生徒像が何か、もう一度原点に立ち返って、生徒

と一緒に大人も探究し、「９限目の教室」を育ててい

きたい。

9限目
の教室

【オンライン合同授業の様子】

【村田氏の個展会場での交流】

県立越生高等学校　教諭　堀
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【戸井田氏のワークの様子】

photo by 戸井田 夏子
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地域が関わる 9 限目の教室
～一人の生徒を応援することから始まった学校との関わり。

手を動かす、足を動かす、身
か ら だ

体を動かす、心が動く。～

背景
　家業はときがわ町で 100 年続く小売りを営んでお

り、私はその４代目です。高校演劇から始まり舞台映

像などの表現活動を 30 年近く行い、現在はコンビニ

経営を中心に地域×教育×福祉の領域で活動を行って

います。当校での「総合的な探究の時間」サポートも

その一環です。

１　出会いとはじまり
　表現活動をいったん区切り、コンビニ経営に取り組

んでいく中で驚いたのは、従業員を通して知った「課

題」と「格差」です。我々が一番気になったのは、子

供たち本人にはどうすることもできない大人都合で被

るネグレクト、家庭環境、教育機会の喪失、経済的な

格差などの課題です。本当に多くの方がそうした課題

の中にいることを知りました。その中で当事者となる

生徒とその生徒を支援する岩﨑先生と出会いました。

この一人の生徒を学校（先生）と地域（職場）と行政（福

祉）で３年支えた経験が我々の原点になっています。

２　総合的な探究の時間
　令和３年の秋、上記の岩﨑先生から相談を受けて、

手探りの中で「総合的な探究の時間」の授業づくりを

はじめました。全く未経験の分野のこともあり遅々と

して進みません。それでも諦めず、話し合いながらど

ういった授業がいいのか？　先行事例はどういったも

のがあるのか？　うちの課題はどこにあるのか？　な

ど話していきます。令和４年度は１年生へのプレ講義

を含めると地域から８講師を招き 11 講座を行うこと

ができました。

３　２年目 PBL(project based learning) への挑戦

【写真 2　講師 :武藤さん (デザイン )と校内見学と打合せ】

　令和５年度は岩﨑先生の異動を受けて、２年生は堀

江先生、飯田先生、１年生は八木原先生、田沼先生の

運営となりました。２年生は NPOカタリバが提供する小

規模校連携のプログラムを中心に課題解決型学習へ挑

戦しています。１年生の前半では昨年同様に地域から

講師を招き講座を作っていきます。今年度は６名の講

師を招き、９講座を行いました。夏休みは接続した講

師の方数名が課外授業として来校し特別講義をし、ま

た職場（養老牧場：ときがわホースケアガーデン）へ

訪問し校外学習の場として協力していただきました。２

学期には 20グループに分かれテーマに沿ってミニ PBL

を行いました。初めてということもあり生徒たちはどう

取り組むか苦労していました。今後もプロセスを経る中

で課題を発見し、手を足を身
か ら だ

体を動かして学びの中へ

進んでいって

ほしいです。

　我々は皆さ

ん と 関 わ り、

心を動かされ

ています。「学

びは楽しい。」

忘れていたこ

とを思い出さ

せてもらいま

した。

【写真1　ストラップ作製の講義:村田さん(木工職人)】

【写真３　手を洗う生徒】　

all photo by 戸井田　夏子
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教頭間連携で取り組む県立高等学校の魅力発信
～ ICT を活用した「熊谷モデル」による生徒募集の実践～

学校の魅力を発信する「生徒募集」は、いずれの高等学校においても大きな関心事である。従来の学校単
独での取組に加え、ICTを活用した学校間連携による PRポスターの作成及び地域機関と連携したその周知
についての新たな実践を報告する。 県立熊谷女子高等学校　教頭　松

ま つ

下
し た

　奈
な

緒
お
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１　はじめに
　熊谷市には伝統ある７校の県立高等学校（以下、「高

校」とする）があり、地域から信頼され、地域に根ざ

した学校として、各校の「教育目標」・「目指す学校像」

の実現に向けて教育活動を行っている。それぞれの魅

力発信についても、学校ホームページの活用や学校説

明会等により創意工夫をしながら、生徒募集に取り組

んできた。

　一方で、北部地区の中学生数の減少や、他地区の県

立高校や私立高校など多くの選択肢がある中で、特に

北部地区の中学生に、地元である熊谷市内の県立高校

を進学先として選んでもらう方策を考えることは喫緊

の課題である。

　この課題の解決に向けて、令和５年４月の熊谷ブ

ロック校長会において、新たな生徒募集の方策として

「チーム熊谷」で次のことに取り組むことが企画され

た。

① 各校の学校説明会等において、市内７校の「学校
案内」（生徒募集用パンフレット）を配架するこ
と。

② 市内県立高校の魅力を PR するポスターを作成す
ること。

　これを踏まえ、市内７校の教頭が連携し、６月に開

催される学校説明会に間に合うよう、５月末までに上

記の実現に取り組むこととなった。

２　ICT を活用した教頭間連携
　本実践では ICT を積極的に活用した。種類及び方法

を先に述べる。

(1)Zoomチャットの活用�
　教頭間連携を進めるにあたり、頻繁に対面で

打合せを行うことは難しいため、連絡ツールと

して Zoom チャットを活用した。埼玉県の県立学

校では、管理職に付与されているアカウントを

Zoom 有償版でも利用している。Zoom チャットの

活用はメッセージのやり取りに加え、資料共有

においても非常に便利であった。

(2)Google�Jamboard・Google スライドの活用
　埼玉県の県立高校教員には個々にアカウント

が付与され、ICT を用いた教育活動において活用

している。このため、各教頭のもつアカウント

を使い、共同編集機能のある Google Jamboard

及び Google スライドにより、PR ポスターを作成

することとした。

３　PR ポスターの作成
(1)�Google�Jamboard を活用した思考整理・アイ
デア共有
　PR ポスター作成のねらいは、熊谷市内の県立

高校について中学生やその保護者に興味をもっ

てもらうこと、ポスターをきっかけとして各校の

学校説明会に参加をしてもらうことである。限

られた大きさで作成するポスターには、中学生

にPRしたい内容を精査して盛り込む必要がある。

このため、まずアイデア出しとして、各校教頭

で　①県立高校の魅力　②自校の強み　等につ

いて、Google Jamboard の付箋機能を使い、書き

出しをした。Google Jamboard は付箋を自由に動

かすことができるため、思考整理が行いやすい。

　挙げられた県立高校の魅力をカテゴリー別に

分類したところ、「伝統」や「地域とのつながり」

などに加え、熊谷市内の県立高校の大きな魅力

は「多様性」であることが見えてきた。

　市内には、次の県立高校がある。

「熊谷高校・熊谷女子高校・熊谷西高校・妻沼高校・

熊谷農業高校・熊谷工業高校・熊谷商業高校」

男子校、女子校、共学校、農業・工業・商業の

専門高校を有する市町村は県内でも数少ないた

め、これは熊谷市にある県立高校の大きな特色

であり、この魅力を大きく伝えるポスターを作

成するものとした。

　次に、ポスターに掲載するキャッチフレーズ

案を、同様にGoogle Jamboardに挙げてもらった。

「熊谷にトライ」「熊谷で見つける、色とりどり

の未来」など、熊谷がラグビータウンであるこ

とを関連させた案や、多様性を色に例えた案な

ど、多くの良いアイデアが出された中で、「母校

が必ず見つかる街　熊谷」に決定した。短い言

葉の中に多様な選択肢があることが示されてお

り、中学生にメッセージが伝わりやすいキャッ

チフレーズであると思う。

【Google Jamboard による思考整理・アイデア共有】
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及び Google スライドにより、PR ポスターを作成

することとした。

３　PR ポスターの作成
(1)�Google�Jamboard を活用した思考整理・アイ
デア共有
　PR ポスター作成のねらいは、熊谷市内の県立

高校について中学生やその保護者に興味をもっ

てもらうこと、ポスターをきっかけとして各校の

学校説明会に参加をしてもらうことである。限

られた大きさで作成するポスターには、中学生

にPRしたい内容を精査して盛り込む必要がある。

このため、まずアイデア出しとして、各校教頭

で　①県立高校の魅力　②自校の強み　等につ

いて、Google Jamboard の付箋機能を使い、書き

出しをした。Google Jamboard は付箋を自由に動

かすことができるため、思考整理が行いやすい。

　挙げられた県立高校の魅力をカテゴリー別に

分類したところ、「伝統」や「地域とのつながり」

などに加え、熊谷市内の県立高校の大きな魅力

は「多様性」であることが見えてきた。

　市内には、次の県立高校がある。

「熊谷高校・熊谷女子高校・熊谷西高校・妻沼高校・

熊谷農業高校・熊谷工業高校・熊谷商業高校」

男子校、女子校、共学校、農業・工業・商業の

専門高校を有する市町村は県内でも数少ないた

め、これは熊谷市にある県立高校の大きな特色

であり、この魅力を大きく伝えるポスターを作

成するものとした。

　次に、ポスターに掲載するキャッチフレーズ

案を、同様にGoogle Jamboardに挙げてもらった。

「熊谷にトライ」「熊谷で見つける、色とりどり

の未来」など、熊谷がラグビータウンであるこ

とを関連させた案や、多様性を色に例えた案な

ど、多くの良いアイデアが出された中で、「母校

が必ず見つかる街　熊谷」に決定した。短い言

葉の中に多様な選択肢があることが示されてお

り、中学生にメッセージが伝わりやすいキャッ

チフレーズであると思う。

【Google Jamboard による思考整理・アイデア共有】

(2)　Google スライドによるポスター作成
　ポスターは A4 判サイズとし、Google スライド

により作成すると決めたものの、デザインや構成

をどうするかについては頭を悩ませた。教頭間

のアイデア共有では、「中学生に印象づけるため

には斬新なものが良いのではないか」「文字を少

なくし、写真で視覚的なインパクトを与えるも

のにしよう」などの意見が出され、同時に、各

校のプリンターでポスターを印刷するため、そ

のコスト面や、ポスター作成に要する技術的な

課題を総合的に検討した結果、各校ごとにスペー

スを割り振り、「PR 文の作成」・「魅力を伝える写

真」・「ホームページの URL を QR コードにしたも

の」を共通に作成し、掲載するものとした。

　その後は、期日を決めてそれぞれの学校に入

力をしてもらった。共同編集機能の非常に便利

な点は、複数人で共有したシートを、いつでも・

どこでも、自身の都合に合わせて編集作業がで

きることである。進捗状況も随時確認できるた

め、効率的に制作を進めることができた。各校

の入力後、フォントの大きさなどを調整し、完

成とした。

４　地域と連携したポスターの活用
　完成した PR ポスターは、次のように活用した。

①学校説明会等での掲示　②学校ホームページへの掲

載　③北部地区中学校への配布　④熊谷市役所での掲

示　⑤熊谷駅構内での掲示

　当初はポスターの活用として、７校での掲示や学校

ホームページに掲載することを予定していた。制作を

進める中で、成果を最大限に活用するためには、中学

生に直接見てもらいたい、広く地域の方々に各学校の

様子を知ってもらう機会としたいと考え、北部教育事

務所及びその所轄する市町教育委員会に協力を依頼

し、各中学校へ配布をした。加えて、熊谷市役所及び

熊谷駅の御厚意により、それぞれの所内・構内におい

て掲示をしていただいた。これにより、より多くの方々

の目に触れる場を創出することができた。

５　成果と今後の展望
　この取組のねらいは大きく二つある。一つは「学校

を超えた生徒募集の取組を新たに行うこと」であり、

これについては大きな成果を上げることができた。限

られた時間や状況の中で ICT を効果的に活用し、教頭

間で協力をして PR ポスターを作成し、地域機関と連

携をして広く周知をした。

　作成のツールとして活用した Google Jamboard と

Google スライドは、web 上で協調学習などの共同作業

をする際にも有効なツールである。今回、教頭が率先

して体験したことを、各校の ICT を活用した教育の充

実にも生かしていきたい。

　もう一つのねらいは「中学生に熊谷市内の県立高校

の魅力を伝えること」である。成果の指標としては、

学校説明会への参加者数の増加や、高校入試の志願倍

率の高まりなどが最も目に見える成果であろうが、一

朝一夕に劇的に増加させることは難しい。これまでの

「生徒募集」は自校独自で行うことが一般的であった

が、今回の取組によって、自校の PR ポイントを再認

識するとともに、「全部あり」の熊谷の高校を７校で

活性化させよう、地域の力を借りてアピールしようと

いう学校間・地域連携という資源を手に入れることが

できた。今後もアイデアを出し合い、県立高校の魅力

を高め、発信していきたい。

【熊谷市役所での掲示の様子】【PR ポスター】
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指 導 力 向 上 の た め の 実 践 論 文

「達成感の積み重ねで育む 自己肯定感」
～専門性に基づく構音訓練を通して～

１　はじめに
　難聴・言語障害通級指導教室というのは、小・中学

校の通常の学級に在籍する聴覚や話しことばに障害が

ある児童生徒が、その障害を改善または克服すること

を目的として特別な指導を受けるために設置されてい

る教室である。

　特に自分の考えや思いを他者に伝えようとする場

合、言語面に課題があると内容よりも言語の不明瞭さ

に意識をもたれてしまいがちである。

　ここでは、そのような言語面の課題を早期に改善す

るため、児童が自分の力で改善していこうとする主体

的な姿勢を大切にしながら、分かりやすく楽しく取り

組めるようにした実践の内容を紹介する。

２　児童との関わりで把握しておきたいこと

◆児童の全体像

　・生育過程での相談歴

　・理解力

　・学習力

　・集中力、持続力

　・構音の状態

　・器質的な問題の有無

◆児童の背景

　・通級時の同伴及び家庭で課題に取り組むにあた

り、保護者 ,兄弟姉妹 ,祖父母等との関わり方

◆医療機関や他機関との連携の有無　

◆在籍学級担任との連携

３　実践の内容
(1) 訓練初回時
〈構音確認検査〉

 ・ビデオ撮り：後で確認することができる。

（口唇周りから舌の動きを中心に）

 ・正誤音をきちんと整理、理解する。

 ・舌操作の様子

始語が遅かったり、おとなしかったりして

舌の動きがぎこちない子の場合は、舌運動

［べろたいそう］などを取り入れる。

 ※訓練計画の見通しを立てる。

(2) 訓練時
　構音の改善をするための訓練は、

①基礎的な訓練（舌及び舌操作の改善）レベル

②単音節、単語、短文、長文レベル

③般化レベル

の順に進める。

　そのために、一つ一つの訓練を児童の実態に合

わせて分かりやすくスモールステップで行い、丁

寧に評価することが、訓練に対する児童の取り組

み方や意欲の持続につながるものである。

　また、児童自身が正誤音の聞き分けができる

こと（聴覚弁別能力）、口腔内の舌の状態を意

識できることは、児童の自己評価能力を高める

ことにつながる。

【スモールステップの考え方・工夫】

ア　 １時間内の訓練のめあてについてはポイン

トを一つに絞る。

イ　 感覚的に分かりやすい方法で進める。

ウ　 児童によって、理解しやすく担当者の真似

がしやすくなるような言葉を考慮する必要

がある。難聴・言語障害教育に携わる担当

者にとって言葉がけに留意することも専門

性の一つであると考えている。

　　〈事例〉☆……めあてに迫るための声がけ

　　　　　 ★……担当者の評価 

　　　　　 → 児童の達成感につながる。

〖視覚〗

　口唇周りや舌の状態、構音訓練中の舌操作の

状態等を手鏡を用いて眼で確認させる。

宮代町立百間小学校　難聴・言語障害通級指導教室　教諭　染
そ め

谷
や

　美
み

弥
や

子
こ

☆ 「鏡は顔の前に持ってきま

しょう」

☆ 「奥歯を軽く合わせてごらん

そこからポワンと開けるよ」

★ 「ちょうどいい大きさだね」

☆ 「お口の両はしは引っぱらな

いで」

【児童が自分の口唇周りや舌の状態を確認する】
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〖触覚〗

　舌の緊張が高く不安定になりやすい場合は、

舌圧子やストローを用いて安定を図る。

　正音かつ明瞭度のある日本語を産生するため

には、舌正中（舌の中央）からの呼気が真っ直

ぐしっかりと出せることが大切なポイントとな

る。そのために手のひらに呼気を当て、正しい

呼気の状態を感じ取らせる。

〖聴覚〗

　訓練の初期段階では、正しい呼気の音を確認

させたり構音の訓練時には誤音や異常構音と正

音の違いについて児童自らが聴き分けできたり

するようにする。（聴覚弁別力）

エ　訓練教材の工夫

　単語レベルの訓練では、教室での訓練時及び

家庭での課題練習に使用する教材について、児

童・保護者・担当者が使いやすく楽しく取り組

めるようなカードを使用している。その際、同

席している保護者が家庭練習用のカードを作成

することにより内容を共通理解することができ

ると考える

　個人用のカードの良さは、児童の習熟の状態

に合わせてめくる速さを調整できることである。

日常会話の発話速度に近づけ、正音の安定を図

ることができる。

　また、なかなか安定が見られない単語がある

場合、構音しやすくなるポイントなどを記入す

ると、児童が正音に対するポイントを意識しや

すくなる。

　

　単語・短文・長文音読の際に、難しい語彙や

言い回しが出てきた時は児童と共に確認する。

その語彙の意味が理解できると語彙量が増え正

しいイントネーションで生活の中でも使えるよ

うになってくる。

４　今後の展望、課題
　ことばの教室の担当者には、児童が成長していく上

で関わっていく相手との双方向のコミュニケーション

を円滑に行うための言語を、早期にしっかりと改善し

安定させる責務がある。専門性を駆使した構音訓練を

行い、構音が改善され、自分の考えや思いを相手に伝

わるように表現しようとする力が育つことは、児童の

自己肯定感の向上につながるものでもある。担当者は

何気ない会話の中にも褒めるチャンスを見つけ、保護

者とも即時に共有していくような配慮が必要である。

　構音障害・吃音・難聴に加えて、特別な教育的支援

を必要とする児童の通級も増えてきた。今後ますます

児童に合わせた楽しくて取り組みやすい訓練が求めら

れていく。そのために、訓練内容をスモールステップ

で丁寧に進めたり、効果的な言葉がけや評価ができた

りするような専門性を高めていくことが重要といえ

る。これからも児童一人一人の小さな成長を保護者と

共に喜び合い、しっかりと見守れるように努めていき

たい。

参考：「構音訓練エトセトラ」（講義資料）

　　　牛久保京子

　　　久喜市 •宮代町 •深谷市アドバイザー

【舌を出すポジションに舌圧子を当てておく】

☆「べろはゆっくり出そう」

★「ゆっくり出せたね」

☆「ここまで出すよ、出した

ら止めるよ」

★「止められたよ」

☆ 「べろを後ろに下げないで

ね」

★「ホットケーキのようなべ

ろになったよ」

【自分の呼気と担当者の呼気を同時に当てる】

☆ 「先生と同じかぜを出す

よ」

☆ 「同じかぜが出せたかな、

あったかいかぜかな、す

ずしいかぜかな」

★ 「すずしいかぜが出せた

ね」

☆ 「少し長く出してみよう」

★ 「すずしいかぜのままで

長く出せてるね」

☆ 「２回続けて言って

ね」

★ 「正しい音で言えて

いるよ」

★ 「速くしてもすらす

ら言えたね」

【児童が構音し保護者はその単語を書く】

【単語カード・短文】
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指 導 力 向 上 の た め の 実 践 論 文

１　はじめに
　文部科学省が GIGA スクール構想を打ち出してから

４年が経った。GIGA スクール元年度の４年前、私は

前任校で情報教育主任をしており、各市町村で１人１

台端末の整備が進み、端末活用の研究の必要性が高ま

る真っ只中にいた。自身の置かれた立場や、周りの先

生方が新たなことに対して前向きであったこと、さら

には県の ICT プロジェクトへ参加したことで、ICT 活

用の推進を考える機会に恵まれた。それらを通して得

た自身の ICT 活用の考えと、授業実践について述べる。

２　ICT を授業に取り入れる視点
　ICT を授業に取り入れる視点として、“教師が”ICT

を活用する場面と、“児童が”ICT を活用する場面を

考え、効果的な方法を採用している。

　“教師が”という視点では、ICT を活用することで、

いかに教材へ子供たちの興味・関心を引き付けるかと

いうことや、子供たちを同じ土台にのせるための工夫

を考えている。

　“児童が”という視点では、文部科学省の「『個別最

適な学び』と『協働的な学び』の一体的な充実」（図１）

を念頭に置いて工夫を考えている。１人１台端末を活

用するメリットはさまざまあるが、授業展開するに当

たって、児童にどのような学びを期待して取り入れる

のかを考えることは大切である。

 

３　実践内容
　私が音楽専科の立場であることから、令和４年度と

令和５年度に音楽の授業で ICT を活用した授業実践を

した内容を紹介する。

(1) 音楽づくりでの実践
校種・学年：小学校・第６学年

題材名：いろいろな和音のひびきを感じ取ろう

ICT を取り入れるメリット

☆ア　 一人一人の活動（思考）するペースに合

わせて学習を進められる。

☆イ　 児童同士で学習の共有化・記録がしやすい。

☆ウ　 演奏が苦手でも、作った音楽を表現できる。

〈活動の流れ〉

・ どのような音楽をつくろうかイメージをもった

上で、和音の進行に合った１人４小節の音楽を

つくる。…☆ア、ウ

・ １人４小節つくった音楽をペアでつなげて８小

節の音楽をつくる。…☆イ、ウ

・ つくった音楽を、スライド（図２，３）に挿入し、

工夫点や音楽のイメージに合った画像とともに

プレゼンテーションする。…☆ウ

【図２ 児童の作品】

【図３ 児童の作品】

【図１　「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実

（イメージ）　（文部科学省）】

１人１台端末の効果的な活用を目指して
学校環境は児童生徒１人１台端末をはじめ、さまざまな情報機器が整備され、それらを活用した授業の工
夫が日々研究されている。こうした ICT教育を推進すべく、本稿では自身の ICT活用の考え方と、実践を
紹介する。

蕨市立中央東小学校　教諭　譜
ふ

久
く

村
む ら

　淑
よ し

恵
え
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どのような音楽にするかということや、旋律の動き

や速さ・音色等についてはペアで会話をしながら活

動を進める。図２，３のスライドも協働してつくり

15 分ほどで完成させることができた。

(2) リコーダー演奏練習での実践
校種・学年：小学校・第６学年

題材名：旋律の特徴を生かして演奏しよう

ICT を取り入れるメリット

☆ア　 一人一人の活動するペースに合わせて学

習を進められる。

☆イ　 児童同士で学習の共有化がしやすい。

☆ウ　 グループ演奏を記録し、客観的に振り返

ることができる。

〈活動の流れ〉

　本活動全体を複線型授業として、最終目標に

向かって、各々が練習方法を決定しながら活動

を進める。毎時間振り返りとして、活動の進捗

を記録する。（図４）…☆ア

・ 演奏曲を決定し、練習を進める。その際、友達

と教え合ったり、教師の手本動画を見たり、伴

奏音源に合わせたりなどする。…☆ア

・ 演奏曲の特徴をつかむために、楽譜に気付いた

ことを記入する。（図５，６）…☆イ

・ グループ練習を進める中で、演奏を録音し、曲

の特徴が生かされた演奏になっているか確認し

ながらよりよい演奏を目指す。…☆ウ

【図４ 児童の振り返り画面】

【図５ 児童の楽譜】 【図６ 児童の楽譜】

旋律の動きや上下パートの関係に気付き、記入して

いる。デジタルワークシートなので、画面閲覧の機

能を使い、互いの考えを共有しやすい。

４　実践の成果
　それぞれの授業実践の最後に行った児童の振り返り

には、共通して「自分一人ではできなかったことが、

友達と一緒にやったことで音楽をつくる（演奏する）

ことができた」という言葉が多く見られた。また、そ

れぞれの音楽の内容である音楽づくりや演奏について

も、できたと達成感を得られたような言葉も多く記述

されていた。音楽づくりの成果物である音楽や、リコー

ダー演奏発表の様子から、音楽的な思考力や技術が身

に付いている児童を多く評価することもできた。これ

らのことから、今回の実践で１人１台端末の ICT 活用

に期待した効果が表れたと考える。端末を使わなくて

も、同様の音楽指導や、個別最適・協働的な学びをね

らった活動をすることはできるだろうが、児童にとっ

て、一つでも多く学習する手段の選択肢が広がること

につながる ICT 活用は、教師が避けては通れない指導

方法なのだと感じる。

５　おわりに
　今回の実践紹介は、どちらも第６学年の内容であっ

たが、他学年においても、発達段階や児童の実態に合

わせて、ICT を取り入れた授業を行っている。第６学

年の児童には、１人１台端末を文房具のように扱える

ことを期待して指導している。“文房具のように”と

いうのは、児童が学習内容によって、鉛筆やノートの

ように、自分の学習に合った道具を選ぶ一つの選択肢

として端末があるようにする、という考えである。そ

のためには、児童が端末を使うことの良さを実感し、

道具の取捨選択ができるようになっていかなくてはな

らない。それを実現するには、ICT 教育の推進を学校

全体さらには市町村全体が組織として取り組み、系統

的に情報活用能力の育成をしていく必要がある。私の

所属する蕨市では「わらびモデル」として、小学校１

年生～中学校３年生の９か年で育成する情報活用能力

が発達段階ごとに示されている。こうした指標がある

ことで、各担任・担当が対象児童に身に付けさせるべ

き情報活用能力を理解し、日々の指導に取り入れてい

くことができる。結果として、児童にとって情報活用

能力の積み重ねがなされていく。

　全ての指導を ICT を取り入れたものにしていくので

はなく、「効果的な」ICT 活用を図っていくこと、そ

して、アナログと ICT とのベストミックスの授業を考

えながら、授業の更なる工夫・改善に努めていく。

「埼玉教育」第４号（No.824）令和６年２月　　35



指 導 力 向 上 の た め の 実 践 論 文

１　はじめに
　本校は、小学部、中学部、高等部、訪問教育部が設

置されている埼玉県北部にある県立肢体不自由特別支

援学校である。児童生徒の多様な障害に対応するため、

以下の四つの教育課程を編成している。一つ目は、小

中・高等学校に準ずる教育課程（類型Ⅰ）である。二

つ目は、小・中・高等学校の目標・内容の一部又は全

部を前学年または前学部に替えて学習する教育課程

（類型Ⅱ）である。三つ目は、各教科の目標・内容を

知的特別支援学校の各教科の目標・内容を参考に学習

する教育課程（類型Ⅲ）である。四つ目は、各教科等

の内容の一部または全部に替えて、自立活動の目標、

指導の手立てを主として学習する教育課程（類型Ⅳ）

である。

　本実践は、筆者が株式会社レオウィズ（以下、レオ

ウィズ）の汐中義樹氏（当時本校教諭）と株式会社カ

インズ・ビジネスサービス（以下、CBS）の國頭圭吾

氏に声をかけてもらいスタートした。本校は、以前か

ら卒業後の実際の職場を見学することを目的として

CBS を利用してきた。見学中に生徒が口にした、「私

たちのように身体に障害のある人でもおしゃれに着る

ことができる服が欲しい。」という願いを叶えるため

に、CBS と連携し実践がスタートした。

２　１年目の実践と成果について
　１年目の実践は、高等部の類型Ⅰ・Ⅱに在籍する男

子生徒７名を対象に行った。実践の結果として、肢体

不自由のある人でも着やすくなるように設計された

『ユニバーサルスーツ（写真１）』を作成することがで

きた。このスー

ツは、在籍して

いた地域の中学

校の制服や入学

式・卒業式で着

たスーツが着づ

らかった経験か

ら発想された。

さらに、足に障

害があるためズ

ボンを履くのに困っている人に喜んでもらいたいとい

う思いから制作された。１年目の取組を通じて、生徒

に以下の３点の成果が表れた。１点目は、生徒が自分

自身の経験やアイデアが社会を変えるきっかけになる

ことに気付けたことである。２点目は、協働すること

で他者との違いに気付けたことである。３点目は、社

会の課題に気付くきっかけとなり、自分の意見を発信

することの大切さを学べたことである。一方で生徒か

ら、「ただ作っていくのではなく、使いやすさやデザ

インなどを考慮する必要性があるのは決して簡単では

ないことがわかった。」と、使う人の視点で使いやす

さを考えながら製品をデザインするといった新たな課

題が挙げられた。

　１年目の成果を基に、２年目のテーマを『肢体不自

由のある方を対象にした働く服づくり』と設定した。

このテーマの設定には、以下の二つの目的がある。一

つ目は、生徒自身の経験やアイデアが他の人の役に立

つことに気付き、生徒の自己肯定感や自己有用感を高

めることである。二つ目は、協働して探究する活動を

通して、協働する重要性や楽しさ、協働して活動する

意義などを理解し、目的に向かって協働する能力を育

むことである。１年目の実践に引き続き、レオウィズ

の汐中義樹氏と CBS の矢野尚志氏と協力し、連携授業

を進めていくこととした。

３　２年目の実践と成果について
　２年目の実践は、中・高等部の類型Ⅱに在籍する、

中学部の女子生徒４名と高等部の男子生徒６名、計

10 名を対象とした。対象生徒たちは、学習に対する

意欲が高いものの、自分の気持ちを伝えることなどの

コミュニケーション能力や体験的な活動を通じて、興

味関心を広げることが共通の課題である。コミュニ

ケーションに対する課題の要因として、以下の２点が

考えられる。１点目は、類型Ⅱに在籍する生徒が少な

いことである。２点目は、一人一人の学習状況に合わ

せて、中学部では学年別、高等部では習熟度別に１、

２名程度の少人数の学習グループ編成をしているた

め、話合い活動の経験が積めていないことである。ま

た、興味関心が狭い要因として以下の２点が考えられ

る。１点目は、移動の困難さによる経験不足である。

２点目は、自己肯定感が低いことである。これらの要

因が重なり、新しいことへの挑戦意欲を減退させ、興

味関心を狭めてしまっている可能性が考えられる。一

方で、適切な支援を受けることで自分の考えを言語化

することや適切なフィードバックを受けることで主体

【写真１　完成したユニバーサルスーツ】

総合的な探究の時間を活用した社会課題の解決
～肢体不自由者にとって快適な働く服を探究しよう～

県立熊谷特別支援学校　教諭　大
お お

島
し ま

　啓
け い

輔
す け
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的に取り組むことができる。

　２年目の取組では生徒の実態を考慮して、３～４人

の小グループを編成し学習を進めていくこととした。

また、単元における目的を生徒と共に確認しながら進

めていくため、本実践の学習内容を四つの小単元に分

けた。本稿では、既に実施済の二つの小単元の目的や

主な成果について紹介していく。

①情報収集
　この小単元の目的は以下の２点である。１点目

は、本単元に対する意欲を高めることである。２点

目は、職業による服装の違いに気付くことである。

はじめに、生徒の保護者が職場で着用する服の調査

を行い、それぞれの調査結果を発表し合う学習を

行った。次に、障害者雇用を行っている株式会社

LIXIL Advanced Showroom 八重樫祐子氏、株式会社

タウ 小山あゆみ氏、井上光政氏、松本諒氏、社会

福祉法人美里会の黒澤計太氏の２社１施設の協力

を得て、肢体不自由のある方の働く服についてのイ

ンタビュー調査を実施した（写真２）。この単元を

通じて、様々な職種の働く服の違いや共通点につい

て気付けた。しかし、生徒からはデザインなどの活

動に不安が生じている様子がうかがえた。

②情報をまとめる
　この単元は、情報を整理し、課題を発見すること

を目的とした。各グループ Google Jamboard を活用

して、以下の課題を発見した。なお、グループ名

は対象生徒が考えたものをそのまま使用している。

グループ名 課題

KKK 両肩が動かしにくい方の働く服

RYTA 高級な物を扱うのにふさわしく手に麻
痺のある方の働く服

THY 手の不自由な方で、汚れても目立たな
く、シワなりにくい働く服

　

　さらに、デザインするということへの不安を軽

減するため、芝浦工業大学 蘆澤雄亮准教授に『車

椅子に乗っていてもかっこいい服』をテーマに講

義をいただいた。この講義を通じて、生徒から「デ

ザインは難しいものだと思っていたが、身体の不自

由な僕たちにしかできないデザインもあるという

ことに気づけた。」などのプラスの感想が多く挙げ

られ、今後の活動に対する不安を軽減でき、意欲を

高めることができた。

４　今後について
　本実践は、現在も進行中であり、残り二つの学習内

容を予定している。一つ目は、発見した課題の解決に

向けたアイデアを考えることを目的とした探究活動で

ある。この活動では、CBS が生徒の考えたアイデアを

基に試作品を作り、生徒は試作品を基に新たな課題を

見つけ、課題解決のためのアイデアを出し合う探究を

繰り返す予定である。二つ目は、これまでの成果をま

とめ発表することを目的とした、グループ発表の活動

である。この活動では、各グループが設定した課題や

解決に向けた探究によりでき上がった試作品について

協力関係者の前で発表していく。

５　今後の展望
　実践を通じた成果として、生徒同士のコミュニケー

ションの機会が増えてきた。さらに、自信を持って意

見を発言する姿が見られるようになってきた。一方で、

個々の生徒の実態に応じた支援について、教員間での

共通理解を図っていくことが課題となっている。

　今後私は、生徒が自分の願いを叶えるために課題解

決を図る探究プロセスを通して、社会の課題を解決す

る意欲を向上できるような実践へと深化させていきた

い。また、生徒が他者の意見を収集し協働して活動す

ることを通して、新たな価値が生まれる等の協働活動

のよさに気付いていけるよう、授業の工夫を続けてい

きたい。
【写真２　インタビュー調査の様子】
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教 職 員 か ら の メ ッ セ ー ジ

教師生活を振り返って
～これまでの経験から、次に繋げたいこと～

１　はじめに
　「小学校の先生になりたい」そんな夢を描きながら

少年時代を過ごしていた私に転機が訪れたのは高校時

代。部活のロードワークで走っていると、無邪気な幼

稚園児たちが「がんばって！」と応援してくれた。そ

んな純粋な姿に力が湧き、「このような子供たちと関

わる仕事に就いてみよう」とシフトチェンジしたこと

を昨日のように覚えている。大学時代は親元を離れ、

福岡で独り暮らしをしながら、学業と部活に明け暮れ

ていた。小学生から大学まで続けた野球では、挨拶な

どの礼儀や最後までやり通す気持ちの強さを学んだよ

うに感じる。就職するために地元に戻り、公立幼稚園

は数が少なく狭き門であったが、念願の幼稚園教諭に

なることができ、期待と不安が入り混じりながら社会

人生活をスタートさせた。

２　１年目を振り返って
　教材研究、教材準備、事務仕事、個人記録とたくさ

んの業務に追われながら毎日を駆け抜けていた１年

目。「保育がうまくいった」と思えたことは数えるほ

どしかなく、理想と現実のギャップに悩みながらも、

先輩教員方にサポートをいただきながら１年目を終え

ることができた。全てが初めてで、分からないことだ

らけであった。まずは目の前のことに一生懸命取り組

むこと、子供たちの思いに寄り添うことだけは忘れな

いように保育を進めていった。卒園児を送り出し、保

護者から「先生が担任でよかったです。ありがとうご

ざいました。」と涙ながらに御挨拶をいただいた瞬間

に１年間の苦労が報われたように感じた。

　経験を重ねていくことで、子供たちの興味関心に寄

り添いながら、教師の願いを遊びに組み込んでいくこ

との大切さを知り、保育の奥深さや楽しさを感じるこ

とができてきた。年次研修では、様々な自治体の先生

方と交流し、それぞれの自治体の課題を知ったり、同

年代の先生方に刺激を受けたりして、収穫したものを

園に持ち帰り、保育に生かしていった。また、園内研

修では、自分自身の保育を見つめ直すきっかけとなる

と同時に、経験が異なる先生方からの様々な視点で保

育を捉え意見を交わし合い、保育の質を高め合うこと

ができている。

３　子供たちから学ぶこと
　幼稚園教諭にとって、子供たちの遊びを予測し環境

を整え保育を行うことは最も重要なことである。しか

し、時に子供たちは教師の予想を上回る想像力を発揮

し、遊びを展開する。私たち大人は固定観念に捉われ

すぎてしまう場面も多く、子供たちの想像力、そして

創造力に驚かされる。子供たちは無限の可能性を秘め

ていること、教師はそれに対応できる柔軟性が必要だ

と子供たちと接する機会が増える度に感じさせられ

た。教師として、

自分たちが子供た

ちに教えるだけで

なく、教えられる

ことも多くあり、

それが私自身成長

する糧となってい

るのだと感じるよ

うになった。

４　おわりに
　私自身、１、２年目の頃を振り返ると、不安であっ

たり、失敗したりすることを繰り返しながらも、教師

としてやり遂げられたのは、園長先生をはじめとする

先輩教員の存在が大きかった。

　現在は後輩が入ってくるようになり、段々と立場が

変わってきている。若い先生方にはたくさん挑戦し、

失敗を繰り返しながら、自分らしい保育を見つけてほ

しい。自分の強みをもつことは、自信に繋がる。そし

てそれを見つけるまで温かく見守ったり、導いてあげ

られたりするようなチームを築いていきたい。

　また、今後も幼児教育の重要性は高まってくる。現

在課題の一つとなっている「地域に開かれた教育課

程」の実現を目指すため、様々なニーズに対応できる

幼児教育や施設の多様性が求められてくる時代に来て

いる。そのためには現場の教師のアイディアが大切と

考える。アイディアを出し合いそれを認め合う職場環

境づくりを目指していきたい。それらを通し、公立幼

稚園の存在意義を地域や家庭、異校種の先生方と共通

認識させていくことが責務と考え、その役割を担って

いく存在となっていきたい。

【先生　はいどうぞ！】

杉戸町立西幼稚園　教諭　岡
お か

安
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教 職 員 か ら の メ ッ セ ー ジ

子供たちの笑顔輝くプロジェクト型学習と
英語運用能力を伸ばす授業の実践を目指して

１　はじめに
　外国語の教員として教壇に立ってから７年。そんな

中ふと、自分自身の授業を振り返った。はたして子供

たちは授業を楽しめていたのだろうか。子供たちの英

語運用能力は伸びているのだろうか。今までの資料を

振り返ると、両者とも「そこそこ」であった。同じ内

容を各学級で教え、何を目的に英語を教えるのかを悩

んだ。また、教えるべき事柄に加えて指導方法に工夫

をしないと生徒の英語運用能力を伸ばすことができな

い。この混沌とした状態から授業改善がスタートした。

２　素晴らしい先輩方との出会い
　何をどのように改善していけば良いのかわからない

状況の中、一昨年度から草加市教育委員会に勤務され

ている外国語科担当指導主事の髙橋道人先生からアド

バイスをいただく場面が多くあった。先生の実践や考

え方は、目から鱗
うろこ

が落ちるようであった。特に「プロ

ジェクト型学習」は今の私の授業を支えるものである。

あるプロジェクト（学習課題）に向けてチームで活動

していくスタイルである。協働的な学習として非常に

参考になった。

　また、５年次の教科研修からお世話になっている、

熊谷市にお勧めの外国語科の落合千裕先生からは、英

語による教師と生徒のやりとりの大切さを学んだ。そ

れに加えて第二言語習得の観点から有効な指導法を取

り入れて、生徒の英語運用能力を育成する方法も知る

ことができた。

　お二人に共通しているのは、常に「生徒のために」

必要な力を育成できる授業を提供したいという思い

と、さらに良くしたい、至らない部分は改善していき

たいという「学び続ける姿勢」である。専門的な知識

に加えて、この２点は教師として大切なものであると

いうことを再認識することができた。

３　授業での実践
　３年間持ち上がりの３年生、受験生であったがプロ

ジェクト型学習を取り入れてみて、何よりも大きく変

わったのは生徒たちの表情である。プロジェクトは常

に『○○さんが Happy になるように〜をしよう！』と

いう目的・場面・状況があり、生徒たちは他者貢献を

するために授業に取り組んでいた。特に思い入れが深

いものは、３年生の教科書（開隆堂）の内容でアメリ

カ手話（American Sign Language）に関するものが

あった。実際にアメリカ手話を使用する方たちに向け

て何かできないかと考えた際、日本アメリカ手話協会

に連絡を取り、アメリカ手話をコミュニケーションの

手段として使用する方と繋がることができた。その方

からビデオレターで生徒たちへのリクエストをいただ

くことができた。ビデオはマイケルさんの音声なしの

アメリカ手話のみ。アメリカ手話とアルファベットが

対になっているワークシートを用意したが、理解する

には時間がかかる。生徒たちは何度もグループでビデ

オを再生し、マイケルさんの伝えたいことを理解しよ

うとしていた。プロジェクトゴールは『マイケルさん

が Happy になるように埼玉県や草加市について紹介し

よう！』とした。生徒たちは、どうすればマイケルさ

んに伝わるか、どうすれば楽しんでもらえるかを常に

考えながら日々のプロジェクトに取り組んでいた。伝

える方法として、動画を作るグループ、紙芝居を作る

グループ、スライドを作るグループなど様々であった。

草加煎餅を紹介するグループは、週末に地元の煎餅屋

さんに行き煎餅焼きを体験した。東武動物公園の魅力

をアメリカ手話で全て伝えたいというグループはスラ

イドを作成した上でアメリカ手話の説明を加えて動画

にしていた。このプロジェクトを経て私が感じたこと

は、生徒一人一人が持っている力の可能性。そして、

目的・場面・状況の設定によって生徒たちのモチベー

ションは大きく変わるということである。

４　終わりに
　上記のような実践をしてきたが、それが 100％正し

いとは思わない。日々の教育活動に全力で取り組んで

はいるが、今も自分の中で疑問が解決しては、また新

たな疑問が生まれるという繰り返しである。プロジェ

クトの実施と英語運用能力の育成をバランスよく行う

ために、日々悩みながら教材研究をしている。今の自

分に満足して自己研鑽を怠るということは、目の前の

生徒たちを蔑
ないがし

ろにしているということと同義なのでは

ないかと考える。私はこの７年間を通して教職に魅せ

られてきた。目の前の生徒たちに日々全力で向き合い、

成長に寄り添うことができるこの仕事を誇りに思って

いる。この仕事を続ける限り、私は「学び続ける教師」

でありたい。

草加市立花栗中学校　教諭　大
お お

瀧
た き

　優
ゆ う

作
さ く
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管 理 職 の 魅 力 発 信

出会いを大切に学び続ける

はじめに
私を成長させたのは、人との出会いである。学校は、

人と人とが関わり合いながら成長する場所であり、「つ

なぐ」役目を果たしていくことが大事であると考える。

「つなぐ」役目とは、「子供を笑顔につなぐ、子供のな

りたい未来の自分につなぐ、保護者を安心につなぐ、

教職員を自信につなぐ、地域と学校をつなぐ」ことで

ある。思い描くような学校づくりには程遠いが、日々

感じていることをお伝えしたいと思う。

１　感性を磨く
教諭の頃は、同僚の先生方と教材研究を深めた。担

任として、学級経営や授業、生徒指導、教育相談等の

方策を取得し、自分自身の教育の引き出しの中身を充

実させようと研究を重ねた毎日であった。先輩から学

び、同僚と共に学んだ日々が自分を成長させたと思っ

ている。その頃に得たことを多くの先生方に伝えてい

くこと、これが管理職を目指した理由である。

　教頭の時は、職員室の担任として二つのことを心掛

けた。一つは、いつも元気よく、笑顔でいる姿を見せ

ること。もう一つは、先生方が気持ちよく働けるよう

に環境を整えることである。そのためには、子供たち

や先生方へのこまめな言葉掛けと先を見通した準備を

行った。目と耳を使い、心のアンテナを高くして、先

生方が求めていることに応えられるようにした。また、

先生方が相談しやすい雰囲気もつくり、一緒に課題解

決を図った。

　この頃は子供や教職員たち一人一人をきめ細かく見

て感じ取る力、感性を磨くことを意識していたと思う。

２　出会いを育てる
これまでに出会った多くの方々や物事には大変感

謝をしている。出会っただけでも素晴らしいことでは

あるが、自分自身を成長させるためには、その出会い

を更によりよいものにしていくことが大事であると感

じている。

子供たちとの出会いは、いつも学び続けるためのエ

ネルギーを与えてくれる。私たちの行っていることの

結果が子供たちの姿であると考えると、教師は学び続

けなければならないと実感する。

先生方との出会いは、これまでの自分自身を振り返

らせてもらえる。「もっとこうすればよかった」と思

うことも少なくない。私は、先生方の授業力とやる気

を高めるための力となりたい。日々子供に真正面から

向かい合い、頑張っている先生方のことをよく見て認

め、具体的な言葉を掛ける。その言葉が先生方の自信

につながると信じているからである。また、先生方を

信頼して任せることも必要であると思う。

　保護者や地域の方々との出会いは、多様な考えに触

れ、多面的に学ぶことができる。

多くの出会いを生かし、その関わりの中で子供も大

人も成長する、これが学校の魅力の一つであると考え

る。

３　時代を捉える
校長は、時代の流行を捉える、時代の課題を捉える、

時代を反映した教育活動を行うことが必要である。

教育の最先端は「学校」であるという意識をもつこと

で「やる気」や「本気」にもなれる。また、「何のために」

「誰のために」という本質を見極めることも大事であ

る。人の言葉に耳を傾け、自分の目で確かめる。そして、

経験に結びつけて子供や先生に寄り添った決断をする

ことが重要であると考える。それが正しいのか、それ

でよいのかと不安になることもある。しかし、自分自

身を信じることも大切であると思う。

　年度当初、先生方に三つのことを話している。一つ

目は学び続ける教員であること。二つ目は常に自分を

振り返る教員であること。三つ目はいつも笑顔を忘れ

ない、子供を元気づける教員であること。これは、校

長の自分自身にも向けた言葉であることはもちろんで

ある。

おわりに
幸せを感じるときは、たくさんある。例えば、子供

たちから笑顔を向けてもらったとき、子供が頑張った

ことを伝えに来たとき、教職員の笑い声が職員室から

校長室まで聞こえてきたとき。そう、私の元気の源は、

子供たちと教職員の笑顔である。その原点は、子供た

ちと教職員たちが大好きなことである。

ふじみ野市立大井小学校　校長　抜
ぬ く

井
い

　由
ゆ

美
み

子
こ
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教 育 長 か ら の メ ッ セ ー ジ

１　はじめに
　私は、教育長に就任して以来、① AIでは代替できない能力と、AI

を活用できる能力の育成　②産官学と連携した知のリソースの活用　

③「経験と勘と気合い（３K）」から「客観的な根拠」への船出（EIPP
※1 の推進）④授業や生徒指導などを科学すること　これらを教育改

革のコンセプトとして掲げ、これまで教育改革に取り組んできた。

　現在、中央教育審議会をはじめ、国の様々な会議に委員として参

加させていただいている。その際、常に、現場感覚を忘れず意見を

述べているが、その原点は埼玉教育にある。今まさに、私も関わっ

てきた第４期埼玉県教育振興基本計画の策定が進められている。

その会議の中で、「令和の日本型学校教育」を着実なものにしてい

くには、埼玉教育も「教育 DX」や「DE&I」※2 の推進が必須である

ことを繰り返し述べてきた。ここでは、本市も含めて多くの自治体

においても喫緊の課題となるであろう内容について以下に述べる。

２　教育データ利活用の推進に向けて
　医師の診察や警察の捜査が、血液検査や DNA 鑑定といった科学

的見地に基づいて行われる一方、教育現場では、経験と勘と気合（３

K）が蔓
は び こ

延っていることに強く疑問を抱いていた。本市では「埼玉

県学力・学習状況調査（以下、埼玉県学調という）」において、児

童生徒の学力を特に伸ばしている教師の授業分析やヒアリングを基

に「指導用ルーブリック」を作成し、全校の授業改善に活用してい

る。さらに、リーディングスキル※3にも着目し、全国及び埼玉県学

調とリーディングスキルテストとの相関分析により、単なる読解力

にとどまらず論理的思考力の育成に向けた授業改善の一助としてい

る。また、こども家庭庁の実証事業である「教育総合データベース」

を活用したダッシュボードを構築し、不登校のSOSの早期発見・支

援などのために活用を進めている。そのデータベース内には、埼玉

県学調の児童生徒質問紙の結果が生かされている。

　このように、本市で進めるデータ利活用において、先進的に

IRTを用いた埼玉県学調は常に基盤となっており、他県でもこ

の方式による学力調査が導入され始めている。来年度予定され

ている埼玉県学調の全面 CBT化に向けては、市町村教委を全面

的にバックアップし、確実に実施して欲しいと強く願っている。

３　誰一人取り残されない学びの推進に向けて
　本市では不登校児童生徒への支援について、多様な学びの機会や支

援を行っていくために「戸田型オルタナティブ・プラン」を推進してい

る。これまでも、中学校には「さわやか相談室」、市内に教育支援センター

「すてっぷ」を設置してきたが、この度、全小学校に戸田型校内サポー

トルームの「ぱれっとルーム」、２ヶ所目となる民間運営の「西すてっぷ」

を設置した。また、オンライン上のシェア型教育支援センター「room-K」

を活用し、社会的自立を見据えた支援を行っている。さらに、昨年度

に埼玉県教育委員会との連携事業により不登校生徒支援教室「いっぽ」

を市内にある県立高校内に設置し、市内中学校の教師も関わり学習支

援を行うほか、必要に応じて専任のSCと相談ができるように体制を整

えている。不安を抱えた生徒が高校生活に夢と希望をもって進学すると

いう成果も表れている。このような県立学校部と市町村支援部との垣根

を越えた円滑な連携・協力は先進事例として県内はもとより全国に波及

することを期待したい。埼玉県教育委員会においては、これまでの「参

考事例」や単なる「紹介」に留まることなく、優れた実践は、速やか

に県内外に波及できるような仕組みづくりや、学校間や自治体間ネット

ワーク（コンソーシアム）等の構築にも注力いただき、誰一人取り残さ

れることのない埼玉教育が一層推進されることを願っている。

４ 　教育村・学校村にある壁に風穴を
　（学校は内側からしか変えられない）
　多くの企業連携を進めていると、学校をはじめ教育界は、教育村、

学校村と揶
や

揄
ゆ

され、変化を嫌い現状を維持する風土があると言われる

ことがある。私は「学校は内側からしか変えられない」と考えている。

そこで、「隗
かい

より始めよ」の精神で、まず教育委員会が積極的に外部の

企業や人材と連携しつつ、最先端の知のリソース等を取り入れてきた。

また、「児童生徒の出ていく社会を知ろうとしないのは極めて不誠実」

と強い信念で学校管理職に語り続け、「凡庸な90点の取組よりも、60

点でも夢のある挑戦を」などといった学校の「自走」を支援する姿勢を

根気よく伝え続けた。その結果、本市の小・中学校では夢や誇りをもっ

た取組が進んでいる。また、昨年度から「教育プロフィットセンター」

の実現に向け、ふるさと納税を活用したクラウドファンディング『戸田

市未来の学び応援プロジェクト』にも取り組んでいる。今後も、「当た

り前」を問い直し、学校の自走を全面的に支援する「啐
そっ

啄
たく

同時の教育

委員会」を目指し、学校と共に夢のある挑戦を加速化していきたい。埼

玉教育においても各教育委員会の自走を強力に支援していただきたい。

５　おわりに
　埼玉教育には、埼玉県学調や、協調学習など全国に誇れる教

育実践が多くある。今年度から、県立高校学際的な学び推進事

業「学・SAITAMAプロジェクト」もスタートした。埼玉教育の「強み」

を一層伸ばす計画を進め、埼玉教育の歩みや途中経過も含め

て「EDU–Portニッポン（日本型教育の海外展開）」などで世界

へ広く発信し、政策波及することも期待してやまない。

※１　EIPP（Evidence Informed Policy and Practice）

※２　DE&I（Diversity・Equity and Inclusion）

※３　 汎用的な基礎的読解力　（参考）国立情報学研究所 /教育のための科学研究所

世界に冠たる埼玉教育を目指して
～第４期教育振興基本計画に期待を寄せて～

【略歴】
2015年から現職。第12期中央教育審議会委員、内閣府�総合科学技術・イノベーション会議（CSTI）
評価専門調査会「教育・人材育成WG」委員、文部科学省「質の高い教師の確保のための教職の魅力向上
に向けた環境の在り方等に関する調査研究会」委員など、多くの審議会・有識者会議などで委員を歴任。

戸田市教育委員会　教育長　戸
と

ヶ
が
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我 が ま ち 、 こ ん な ま ち

さらなる選ばれるまちを目指して

　川口市は埼玉県の南の玄関口として、荒川を隔てて

東京都に隣接し、人口は 60 万人を超え、政令指定都

市を除き全国で２番目の規模を誇る自治体です。

　昭和８年に１町３村が合併して誕生し、平成 23 年

には鳩ヶ谷市との合併を、平成 30 年には中核市への

移行などを経て、令和５年に市制施行 90 周年という

記念すべき年を迎えました。

【新荒川大橋から望む川口市】

都心へのアクセスに優れた好立地
　古くから鋳物や植木などの産業が市の成長を支えて

きましたが、その発展には豊かな土壌と、都内に隣接

する立地の良さが大きく起因しています。新宿まで約

25 分、池袋まで約 20 分、東京や品川、遠くは横浜ま

でも乗り換えなしでアクセスできるという交通利便性

に加え、都内に比べて地価や物件価格が比較的安価で

あることなどの住みやすさが評価され、大手住宅ロー

ン会社が実施した「本当に住みやすい街大賞」では２

年連続の１位を含む４年連続で入賞するなど、高い評

価をいただいています。

　本市が令和５年度に実施した市民意識調査では、川

口市を選んだ理由の中で、「都心に近い」と「交通の

便がよい」が共に 30％を超え、市民からも立地の良

さを評価する声が多くあがっています。

豊かな自然と触れ合うことができる
　都心部へのアクセスの良さに加え、駅周辺には商業

施設や高層ビルが多く、都会的なイメージを持つかた

も多いと思いますが、現在でも多くの自然が残ってい

ることも本市の魅力の一つです。前述の市民意識調査

では都心へのアクセスの良さの他にも、「自然環境が

豊か」であることを本市の魅力に上げる方も少なくあ

りません。本市にはグリーンセンターやイイナパーク

川口といった緑豊かな施設が各所にあり、休日には家

族連れやカップルなどが楽しそうに遊ぶ様子も多く見

受けられます。

　また、春は桜、秋は紅葉と季節の移ろいを感じられ

る名所も点在し、旬の時期には多くの人で賑わいます。

【令和４年に全面オープンしたイイナパーク川口】

「さらなる選ばれるまち」を目指して
　本市では、川口駅周辺の整備の指針として「川口駅

周辺まちづくりビジョン」を策定し、地域が持つポテ

ンシャルを最大限効果的に発揮できるよう、駅や商店

街、文化・公共施設、広場・公園など拠点施設間の歩

行者の移動を円滑にし、魅力的な空間を創出すること

で、快適に歩きながら楽しめるまちを目指し事業を進

めています。また、住民票の写しの発行や住民異動の

手続きなどが土・日曜、祝日も利用できる、本市２か

所目の行政センターとして、東川口駅前行政センター

が令和６年５月に開所予定であるほか、令和８年度に

は（仮称）川口北警察署の新設も予定されています。

近隣にお住まいの方はもちろん、全市民がよりきめ細

かな行政サービスを受けることができる環境を整える

ことにより、これからも「住みやすいまち」を超えて、

いつまでも住み続けたい、「さらなる選ばれるまち」

であり続けることができるよう様々な取組を進めてま

いります。

川口市市長室広報課　シティプロモーション担当　主任　齊
さ い

藤
と う

　貴
た か

聖
ま さ
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子 供 た ち に 伝 え た い 埼 玉 の 偉 人

伯元・察元・烈元
～江戸時代に囲碁の本因坊を３人も生んだ幸手～

本因坊とは　

　幸手市は、囲碁の本因坊との関係がとても深い。「本因坊」

は、寂光寺（京都府京都市左京区）の塔頭（大きい寺院

の中にある小さな寺）の一つで、その僧侶であった算砂が

信長・秀吉・家康に碁を教えたといい、碁界の頂点にある

江戸幕府の碁所についたところから、囲碁の家元の家名と

なった。

江戸時代には、本因坊家・安井家・井上家・林家という

４家の囲碁の家元があり、本因坊家はその筆頭で代々名棋

士を輩出した。代々世襲制をとったが、21世秀哉が引退し

た昭和14年（1938）以降は、その名跡は日本棋院に譲渡

され家元制は終わり、本因坊戦の勝者に与える称号となっ

た。

幸手が生んだ３人の本因坊の墓石
　市域には、江戸時代の囲碁の本因坊家第８世伯元、第９

世察元、第10世烈元の墓石があり、いずれも出身地は現

在の幸手市域である。囲碁文化史上、本因坊家の家督を

３代にわたり同一自治体の出身者が継承した事例は他にな

く、非常に名誉なことである。

　本因坊家代々の墓は、寂光寺と本妙寺（東京都豊島区

巣鴨）にあり、市域の墓石は供養のために建てられたとみ

られるが、当市と本因坊家との関わりを示す重要な歴史資

料として貴重であり、平成 26年（2014）５月に市指定文

化財に指定された。

本因坊第８世伯元
　伯元は、幸手市天神島の出身で、小﨑（尾﨑）元右衛

門の子として享保11年（1726）に生まれた。15歳のとき、

本因坊第７世秀伯の弟子となり、間もなく寛保元年（1741）

に跡を継いで本因坊第８世となる。しかし、宝暦４年（1754）

に病気のため、弟子の察元に跡目を譲るとすぐに亡くなっ

ている。

　碁格は６段。墓石は天神島の共同墓地内にある。戒名は、

「妙法本因坊伯元日淨」と墓石に刻まれている。

本因坊第９世察元は「棋道中興の祖」
　察元は、幸手市平須賀の出身で、間宮又左衛門の子とし

て享保18年（1733）に生まれた。幼少のころから囲碁に長け、

本因坊第８世伯元の弟子となり、宝暦４年（1754）に本因

坊第９世を継いだ。

明和３年（1766）に井上因碩（井上家第６世）との争碁

に勝利、名人（９段）に昇進し、その後明和７年(1770）

に江戸幕府の碁所に任じられ、「棋道中興の祖」と称された。

没年は、天明８年（1788）。

平須賀の共同墓地にある墓石は、察元の兄の間宮又左

衛門が天明８年（1788）７月に建立したもの。正面に「本

因坊上人之墓」とありさらに、右・裏・左の各面には、察

元の事績と人となりを示す川碕整儀が撰
せ ん

文
ぶ ん

した文章が刻ま

れている。

本因坊第 10 世烈元
　烈元は、幸手市上吉羽の澤村家の出身で、寛延３年（1750）

に生まれ、文化５年（1808）に亡くなり、碁格は準名人８

段であった。幼少のころから本因坊第９世察元に弟子入り

し、察元が碁所に就いた明和７年（1770）、21歳６段のと

きに察元の跡目になった。天明８年（1788）察元の死去に

伴い家督を継ぎ、本因坊第10世となる。

　烈元の出自は、従来、幕府御数寄屋方組頭の「山本氏之男」

とされていた。しかし、上吉羽の澤村家の個人墓地で「本

人坊」と刻まれた墓石の発見をきっかけに「澤村烈元」「幸

手産烈元」と記された棋譜や「本因坊烈元日居士（本来の

諡
おくりな

は「日実」）」と記された澤村家分家の過去帳、さらに実

父を「沢村兵右衛門」とする資料が確認されたことなどか

ら、烈元の出身地は幸手であることがほぼ確定した。

幻の第 12 世本因坊－奥貫智策－
　『新編増補　坐隠談叢 囲碁全史』は、武蔵国幸手出身

の奥貫智策について、「本因坊第11世元丈の門下で、幼少

より弟子となったが、とても敏
び ん

捷
しょう

の少年で、元丈も将来を

嘱望し、跡目としたが、文化９年（1812）９月27日、27歳

にして亡くなった」と記述している。

もし、智策が生きていれば本因坊第12世となり、幸手

出身の本因坊は４人となったのだが、致し方ない。

今はただ、「囲碁のまち幸手」の子供たちから、４人目

の本因坊が出てくれることを祈るばかりである。

幸手市郷土資料館　館長（学芸員）　原
は ら

　太
だ い

平
へ い

【市域の幸手本因坊三代の墓石（左から伯元・察元・烈元）

いずれも市指定文化財（歴史資料）】
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校 外 学 習 施 設 紹 介

子供から大人まで科学を学べる！　楽しめる！！
科学技術体験センター ( ミラクル )

１　科学技術体験センターについて
　越谷市科学技術体験セン

ター（愛称：ミラクル）は、

平成 13 年（2001 年）に開設

された体験型科学館です。「科

学事始め～わくわく体験・夢・

感動」をテーマに未来を担う

創造性豊かな人材の育成を図るため設置されました。

　当センターは、埼玉県に三つある科学館の一つで、

科学にまつわる実験や工作、ショーの見学、様々な装

置による体験ができます。主要事業として、当センター

職員が学校を訪問して行う学校教育関係事業と、青少

年をはじめ、多くの市民が理科や科学に触れる機会と

して、生涯学習関係事業の二つを柱として運営してい

ます。

　入館料は無料で、最寄りの駅（東武スカイツリーラ

イン新越谷駅もしくは JR武蔵野線南越谷駅）から徒歩

10分の位置にあり、45台分の無料駐車場（９時〜17時）

があります。

２　毎日できる実験体験・工作体験
実験体験では、使い捨てカイロ

（化学カイロ）の仕組みや、静電気、

炎色反応など日常にある現象につ

いて、実験を通して学ぶことができ

ます。また、科学工作では、３Ｄ万

華鏡（画像）やグライダー、ガラス

管を加工して作る液晶のストラッ

プなどを作製して、化学変化で起き

る事象を体感することができます。

メニューは、月毎に変わり、小学生

から体験可能で、低学年（１年生～

３年生）と高学年（４年生～大人）

で内容が異なり、どちらも 30 分〜

40 分程度となっています。

３　見て、触れて、五感で楽しむ科学体験装置
　当センターの２階は、科学技術を用いた体験装置が

あります。月の重力を疑似体験できるムーンウォー

カーや位置エネルギーを利用した大型竹とんぼなど、

小さな子供から大人まで科学を体験できます。また、

新たに導入したインタラクティブ体験装置（画像）は、

手を触れず、動くだけで映

像が変化し、とても人気が

あります。３階では、簡単

な紙工作ができるワーク

ショップやロボットの公開

があります。

４　科学の力が見られるサイエンスショー
　毎週土日及び祝日は、

１日に２回、サイエンス

ショーを開催していま

す。最大 200 名が入る

ホールで、液体窒素を

使っていろいろな物を凍

らせる実験や、水素と酸

素を混ぜて爆発させる実

験、色がパッと変わる

びっくり水、空気の力を利用した巨大空気砲など、目

で見て楽しめる実験の数々を見ることができます。ま

た、年に数回、特別講師を招いたサイエンスショーを

開催して、来館された方々に科学に親しんでもらって

います。

５　最後に
　このほかにも、企業や大学などと連携した講座や、

当センター職員によ

る特別な科学講座な

どを実施していま

す。また、年に数回

一つのテーマを掘り

下げて学べる企画展

示を行っています。

令和５年 12 月から

は、２月に国際隕石

学会に登録された『越谷隕石』について実施し、子供

から大人まで学べる機会を提供しています。

　日進月歩の科学ではありますが、分かりやすく身近

なものであるということを誰もが体感できる事業を今

後も、展開していきます。

【３Ｄ万華鏡】

【覗くと見える模様】

【触れずに映像が動く

インタラクティブ体験装置】

【サイエンスショーの様子】

越谷市教育委員会生涯学習課　主幹　武
た け

田
だ

　純
じゅん

一
い ち

【企画展示「越谷隕石と日本の隕石」】
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シ リ ー ズ 　 改 訂 版 生 徒 指 導 提 要

第４回　児童生徒の自殺を防ぐ
～誰一人取り残さない生徒指導に向けて～

１　はじめに
　生徒指導上、最も重要なことは児童生徒の命を守る

ことである。

　「令和４年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指

導上の諸課題に関する調査結果」によると、全国公立

小・中・高等学校の児童生徒の自殺者数は 411 人であ

る。埼玉県の同調査結果では 18 人となっており、心

配な状況が続く。最終回では、児童生徒が自ら命を絶

つまでに追い込まれることを防ぐために、周囲の大人

がすべきことを考えていく。

　

２　自殺予防教育とは
　「自殺」について、改訂された生徒指導提要では章

立てされ 20 頁にわたり記載されている。平成 28 年に

「自殺対策基本法」、同 29 年に「自殺総合対策大綱」

が改正された。その改正を受け、様々な困難やストレ

スへの対処方法を身に付けるための教育（SOS の出し

方に関する教育）等、学校が自殺予防教育に取り組む

ことが努力義務となった。

　一般に、自殺予防は、未然に防ぐための日常の相談

活動や自殺予防教育などの「予防活動」（プリベンショ

ン）、自殺の危険にいち早く気付き対処する「危機介入」

（インターベンション）、自殺が起きてしまったときの

「事後対応」（ポストベンション）の三つの段階に分け

られる。自殺予防教育の目標と学習内容については、

SOS の出し方に関する教育の位置付けの整理等の過程

を得て、概念図（図）が示されている。

　実施する上では、事前の教職員間や保護者等との合意形

成、児童生徒

の状況の把握

とリスクの高い

児童生徒への

配慮、心の危

機を訴えたとき

のフォローアッ

プ等、校内体

制を整備する

必要がある。

３　SOS に気付き、受け止める
　自殺によって亡くなった児童生徒の身近な大人は、

自殺の危機が迫っているとは捉えていなかったケース

が多くある。実際には、心の危機に直面していても

SOS を発信できない児童生徒がおり、その中から自殺

者が出ている現状がある。ささいな変化に気付き、声

なき声を拾うためには「児童生徒理解」が肝であり、

日頃のきめ細かな観察が重要である。さらには、つら

い気持ちを話したいのに話しづらい雰囲気を感じさせ

てしまったり、勇気を出して SOS を出したときの対応

が冷たかったりしたら、二度と相談してはくれない。

自殺に至るまでには、日常の困りごとが解消されるこ

となく積み重なり、最終的に心理的視野が狭まり「死

ぬしかない」となる。そのため、児童生徒が日々の困

りごとを相談できる環境にあることが重要である。こ

れは、いじめや不登校等全ての生徒指導上の諸課題の

未然防止にも通ずる。

４　心の危機に気付いたら
　児童生徒から「死にたい」等の発言があったら、ま

ずは丁寧に話を聴き「あなたを心配している」ことを

伝えてほしい。参考になるのは TALK の原則（自殺の

危機に気付いたときの対処法）である。その上で、管

理職や養護教諭等と連携し「死にたい気持ち」につい

て尋ね、自殺のリスクの高さを把握する必要がある。

SOS を出せない児童生徒には尋ねない限り分からず、

尋ねることで自殺を促してしまうというエビデンスは

ない。具体的に計画を考えたり準備したりしているほ

どリスクが高いことになる。管理職や校内のキーパー

ソンとなる教職員を中心に、保護者や関係機関と連携

して支援に当たるとともに、家族やキーパーソンを支

える体制をとることが求められる。

５　誰一人取り残さない生徒指導に向けて
　自殺やいじめ、不登校等の諸課題は、それぞれ独立

して起こっているわけではない。日々の発達支持的生

徒指導で未然に防ぎ、子供が抱える困難を早期発見、

対応することが大切である。子供への支援は何が正解

かが難しく、答えも一つではない。対応に迷うことも

多いと思うが、効果的だったときは子供との距離を近

づけ、そうでないときは離れていく。諦めずに、子供

の中にある答えを探し続ける教職員であってほしい。

県立総合教育センター　指導相談担当　主任指導主事　中
な か

川
が わ

　こずえ

【参考】

「教師が知っておきたい子どもの自殺予防」文部科学省（平成21年）

「子供に伝えたい自殺予防」文部科学省（平成26年）

「令和３年児童生徒の自殺予防に関する調査研究協力者会議審議のまとめ」

　文部科学省（令和３年６月）

「児童生徒の『死にたい』という言葉を聞いたら」県教育局リーフレット

【図　SOSの出し方に関する教育を含む自殺予防教育の構造】

「埼玉教育」第４号（No.824）令和６年２月　　45



教 育 用 語 解 説 ／ 電 話 ・ メ ー ル 相 談 の 現 場 か ら

教
育
用
語
解
説
「
農
福
連
携
等
」

　

農
福
連
携
と
は
、
農
業
と
福
祉
（
障
害

者
）
の
連
携
と
い
う
狭
い
意
味
で
捉
え
が

ち
だ
が
、
「
農
」
は
、
農
林
水
産
業
、
六

次
産
業
な
ど
が
あ
り
、
「
福
」
は
、
障
害

者
だ
け
で
は
な
く
、
高
齢
者
、
生
活
困
窮

者
な
ど
、
社
会
的
に
生
き
づ
ら
さ
が
あ
る

多
様
な
人
々
が
含
有
さ
れ
る
。
そ
れ
ら

様
々
な
人
が
、
農
業
分
野
で
活
躍
す
る
こ

と
を
通
じ
、
自
信
や
生
き
が
い
を
持
っ
て

社
会
参
画
を
実
現
し
て
い
く
取
組
で
あ

る
。

　

農
福
連
携
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
障
害

者
等
の
就
労
や
生
き
が
い
づ
く
り
の
「
場
」

を
生
み
出
す
だ
け
で
な
く
、
農
業
の
担
い

手
不
足
や
高
齢
化
が
進
む
農
業
分
野
に
お

い
て
、
新
た
な
働
き
手
の
確
保
に
つ
な
が

る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

平
成
三
〇
年
六
月
に
発
信
さ
れ
た
農
福

連
携
等
推
進
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
農
福
連
携

を
、
「
農
業
分
野
に
お
け
る
障
害
者
の
活

躍
促
進
の
取
組
だ
け
で
は
な
く
、
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
な
取
組
と
し
て
、
様
々
な
産
業

に
分
野
を
広
げ
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
、

生
活
困
窮
者
、
ひ
き
こ
も
り
の
状
態
に
あ

る
方
な
ど
の
就
労
・
社
会
参
画
支
援
、
犯

罪
・ 

非
行
を
し
た
者
の
立
ち
直
り
支
援

等
に
も
対
象
を
広
げ
、
捉
え
直
す
こ
と
も

重
要
で
あ
る
。
」
と
明
記
さ
れ
た
。
そ
の

後
多
く
の
場
面
で
「
農
福
連
携
」
か
ら
「
農

福
連
携
等
」と
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

農
と
福
の
も
つ
意
味
の
広
が
り
が
生
み
出

す
新
た
な
価
値
へ
の
期
待
が
込
め
ら
れ
て

い
る
。

　

現
在
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
関
係
団

体
等
や
、
経
済
界
、
消
費
者
な
ど
、
様
々

な
関
係
者
を
巻
き
込
ん
で
、
農
福
連
携
等

を
応
援
す
る
取
組
と
し
て
、
「
農
福
連
携

等
応
援
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
が
立
ち
上

が
っ
た
。
五
百
以
上
の
企
業
、
団
体
が
賛

同
し
、
そ
の
取
組
を
表
現
し
た
ブ
ラ
ン
ド

が
「
ノ
ウ
フ
ク
」
で
あ
る
。
ノ
ウ
フ
ク

は
、
多
様
な
人
が
関
わ
り
合
う
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
で
あ
り
、
新
た
な
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
生
み
出
す
経
済
活
動
で
も
あ
る
。

　

全
て
の
人
に
と
っ
て
、
安
心
安
全
な
食

や
生
産
物
や
そ
の
作
り
手
と
つ
な
が
る
こ

と
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
結
び
つ
く
こ

と
、
豊
か
さ
の
意
味
を
再
構
築
す
る
こ
と

な
ど
、
持
続
可
能
な
環
境
や
社
会
を
つ
く

り
支
え
る
力
に
な
る
も
の
で
あ
る
。

　

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
江
南
支
所
は
、「
ノ

ウ
フ
ク
」
の
賛
助
会
員
と
し
て
、
特
別
支

援
学
校
で
学
ぶ
生
徒
の
障
害
者
特
性
を
考

慮
し
、
合
理
的
配
慮
を
示
し
た
「
農
業
分

野
の
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
作
成
し
た
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
業
学
習
等
で
利
用

す
る
こ
と
で
、
農
業
学
習
の
内
容
を
向
上

さ
せ
、
生
徒
の
農
業
分
野
へ
の
興
味
・
関

心
を
高
め
て
、
農
業
分
野
の
就
労
機
会
の

充
実
に
結
び
つ
け
よ
う
と
考
え
て
い
る
。

電
話
・
メ
ー
ル
相
談
の
現
場
か
ら

～
保
護
者
支
援
に
つ
い
て
～

近
年
、
児
童
生
徒
の
家
庭
状
況
が
多
様
化
し
、

学
校
や
家
庭
の
役
割
の
変
化
を
実
感
し
て
い
る

教
員
も
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。「
よ
い
子
の
電
話

教
育
相
談
」
で
の
保
護
者
か
ら
の
主
訴
は
、
子

供
の
不
登
校
や
進
路
、
昼
夜
逆
転
な
ど
の
症
状

や
学
校
生
活
に
関
す
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
が
、

保
護
者
が
何
ら
か
の
事
情
で
余
裕
を
も
っ
て
子

供
に
対
応
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
関
係
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
も
の
も
中
に
は
あ
る
。
以
下
は
、

電
話
相
談
に
寄
せ
ら
れ
た
保
護
者
か
ら
の
主
訴

の
一
部
で
あ
る
。

「
登
校
渋
り
が
あ
り
親
が
付
き
添
っ
て
何
と

か
登
校
し
て
い
る
が
、
母
が
仕
事
を
休
め
な
い

た
め
、
子
供
を
休
ま
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。」

「
通
信
制
高
校
へ
の
転
校
を
検
討
し
た
い
が
、

私
立
は
経
済
的
に
難
し
い
。
今
の
学
校
に
通
う

の
も
難
し
く
、環
境
を
変
え
て
あ
げ
ら
れ
な
い
。」

「
母
一
人
子
一
人
。
母
に
は
持
病
が
あ
る
が
、

親
戚
は
皆
遠
方
な
の
で
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に

助
け
て
く
れ
る
人
は
い
な
い
。
身
近
に
相
談
で

き
る
人
も
い
な
い
。」

「
へ
と
へ
と
に
な
っ
て
仕
事
か
ら
帰
宅
す
る
と

家
中
散
乱
し
て
い
て
子
供
を
大
声
で
怒
鳴
っ
て

し
ま
っ
た
。」

主
訴
か
ら
う
か
が
え
る
保
護
者
自
身
の
余
裕

の
な
さ
は
、「
時
間
的
」「
経
済
的
」
な
も
の
に

加
え
、「
精
神
的
」「
肉
体
的
」
な
余
裕
の
な
さ

と
も
大
き
く
関
連
し
て
い
る
。
相
乗
的
に
悪
循

環
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
更
に
は
親
子
関
係

に
悪
影
響
を
与
え
た
り
し
て
い
る
こ
と
も
懸
念

さ
れ
る
。

厚
生
労
働
省
の
二
〇
二
二
年
の
国
民
生
活
基

礎
調
査
に
よ
る
と
、
児
童
の
い
る
世
帯
の
母
親

の
就
労
率
は
、
二
〇
〇
四
年
の
五
六
・
七
％
か

ら
二
〇
二
二
年
に
は
七
五
・
七
％
と
増
加
し
て

い
る
。
ま
た
、
生
活
意
識
が
「
大
変
苦
し
い
」

「
苦
し
い
」
と
回
答
し
た
世
帯
は
、
児
童
生
徒

の
い
る
世
帯
で
五
四
・
七
％
、
母
子
世
帯
で
は

七
五
・
二
％
で
あ
り
、
半
数
以
上
の
世
帯
が
「
大

変
苦
し
い
」
も
し
く
は
「
苦
し
い
」
を
選
択
し

て
い
る
。
保
護
者
の
余
裕
の
な
さ
を
反
映
す
る

数
値
の
一
つ
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

で
は
、
電
話
教
育
相
談
の
需
要
が
絶
え
な
い

の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
電
話
教
育
相
談
で
は
、

相
談
員
は
相
談
者
か
ら
の
話
に
じ
っ
く
り
と
耳

を
傾
け
受
容
し
、
話
を
整
理
し
た
り
解
決
策
を

提
案
し
た
り
す
る
。
相
談
終
盤
に
は
相
談
者
の

声
が
明
る
く
な
る
こ
と
も
多
く
、「
○
○
し
て
み

ま
す
」
と
い
う
意
思
表
明
と
礼
で
終
話
す
る
こ

と
が
多
い
。
一
回
完
結
の
間
接
的
支
援
の
た
め
、

子
供
に
関
す
る
困
り
ご
と
は
も
ち
ろ
ん
、
保
護

者
の
時
間
的
、
経
済
的
、
肉
体
的
な
余
裕
の
な

さ
の
根
本
的
な
解
決
に
は
至
ら
な
い
。
し
か
し
、

相
談
員
に
話
を
聞
い
て
も
ら
え
た
り
受
け
と

め
て
も
ら
え
た
り
し
た
こ
と
が
、
想
像
以
上
に

相
談
者
の
精
神
的
な
安
定
に
つ
な
が
る
と
と
も

に
、
こ
の
対
応
か
ら
学
べ
る
こ
と
も
あ
る
。

例
え
ば
、
児
童
生
徒
が
抱
え
る
困
難
や
課
題

に
対
応
す
る
際
に
は
、
家
庭
の
状
態
を
想
像
し

た
り
保
護
者
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
保
護
者
と

の
面
談
や
電
話
の
際
に
は
、
保
護
者
を
労
い
、

保
護
者
の
話
に
耳
を
傾
け
た
り
、
共
感
し
た
り

す
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
教
員
一
人
一

人
の
少
し
の
思
い
や
り
の
あ
る
言
動
が
保
護
者

に
寄
り
添
う
こ
と
に
つ
な
が
り
、
保
護
者
の
精

神
的
な
余
裕
や
安
定
に
寄
与
す
る
。
児
童
生
徒

の
家
庭
環
境
そ
の
も
の
に
影
響
を
与
え
る
可
能

性
さ
え
あ
る
。

家
庭
は
児
童
生
徒
の
健
や
か
な
育
ち
の
基
盤

で
あ
り
、
全
て
の
教
育
の
出
発
点
で
あ
る
。
業

務
に
追
わ
れ
る
中
で
は
あ
る
が
、
児
童
生
徒
の

健
全
な
成
長
や
発
達
の
た
め
に
、
工
夫
で
き
る

こ
と
は
ま
だ

ま
だ
あ
り
そ

う
で
あ
る
。

県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

　

指
導
相
談
担
当

県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

農
業
教
育

・
環
境
教
育
推
進
担
当
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コ ラ ム

私
の
原
点

久
喜
市
立
東
鷲
宮
小
学
校

　
　

校
長
　
獨ど

っ

古こ

　
芳よ

し

雄お

　「
先
生
は
、
僕
た
ち
の
気
持
ち
を
理
解
し
、
一
緒
に
泣
い
て

く
れ
ま
し
た
…
。
先
生
の
心
は
、い
つ
も
僕
た
ち
と
一
緒
に
戦
っ

て
く
れ
て
い
た
の
で
す
。」こ
れ
は
、私
の
初
任
校
の
離
任
式
で
、

生
徒
か
ら
贈
ら
れ
た
手
紙
の
一
文
。
今
で
も
決
し
て
忘
れ
ら

れ
な
い
言
葉
だ
。

　
私
は
、
蓮
田
市
の
中
学
校
で
、
欠
員
補
充
の
臨
時
的
任
用

教
員
と
し
て
教
職
人
生
の
ス
タ
ー
ト
を
き
っ
た
。
一・
二
年
生

の
授
業
と
副
担
任
、
そ
し
て
サ
ッ
カ
ー
部
の
監
督
を
任
さ
れ

た
。
こ
こ
で
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
た
く
さ
ん
の
素
敵
な
子
供
た

ち
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
た
。

　
こ
の
手
紙
を
読
ん
で
く
れ
た
の
は
、
サ
ッ
カ
ー
部
の
「
タ

カ
シ
」。
実
力
あ
る
上
級
生
の
中
に
入
っ
て
、
下
級
生
な
が

ら
守
護
神
と
し
て
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
を
任
せ
た
生
徒
だ
っ
た
。

彼
は
、
と
て
も
ス
ト
イ
ッ
ク
な
生
徒
で
、
練
習
後
は
、「
先

生
、
ボ
ー
ル
を
蹴
っ
て
く
だ
さ
い
！
」
と
い
つ
も
私
を
ペ
ナ
ル

テ
ィ
ー
キ
ッ
ク
練
習
に
誘
っ
て
き
た
。自
分
が
納
得
い
く
ま
で
、

何
度
も
強
く
厳
し
い
シ
ュ
ー
ト
を
要
求
し
て
く
る
。
時
に
は
、

暗
く
な
っ
て
ボ
ー
ル
が
見
え
に
く
く
な
っ
て
も
練
習
し
続
け

た
こ
と
も
あ
る
。
私
も
と
こ
と
ん
付
き
合
っ
た
。
そ
し
て
満
足

す
る
と
、
深
々
と
頭
を
下
げ
丁
寧
に
礼
を
言
い
、
鉛
入
り
の

サ
ポ
ー
タ
ー
を
足
首
に
巻
い
て

走
っ
て
下
校
し
て
い
く
の
が
彼

の
ル
ー
テ
ィ
ン
だ
っ
た
。

　
私
は
、サ
ッ
カ
ー
は
好
き
だ
っ

た
が
経
験
は
な
く
、
当
初
、
部

員
た
ち
は
私
の
言
う
こ
と
を
あ

ま
り
聞
い
て
く
れ
な
か
っ
た
。

部
員
の
ほ
と
ん
ど
が
少
年
サ
ッ

カ
ー
の
経
験
者
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
未
経
験
の
私
か
ら
教
わ
る
こ
と
は
何
も
無
い
、
そ
の

よ
う
な
生
意
気
な
態
度
で
接
し
て
き
た
。
そ
の
態
度
に
私
は
、

悔
し
い
の
と
生
徒
た
ち
に
申
し
訳
な
い
気
持
ち
と
が
入
り
混

じ
っ
て
複
雑
な
心
境
で
毎
日
を
過
ご
し
て
い
た
の
を
思
い
出

す
。
し
か
し
、
い
つ
ま
で
も
そ
の
よ
う
な
気
持
ち
で
は
い
ら
れ

な
い
。
私
も
で
き
る
限
り
の
努
力
を
し
た
。
当
時
の
サ
ッ
カ
ー

強
豪
校
へ
練
習
を
見
学
に
行
っ
た
り
、
名
の
通
っ
た
指
導
者

か
ら
指
導
法
を
学
ん
だ
り
、
審
判
員
の
ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
得

し
た
り
。
サ
ッ
カ
ー
経
験
の
あ
る
親
友
に
、
練
習
メ
ニ
ュ
ー

の
助
言
を
受
け
た
り
、
コ
ー
チ
と
し
て
指
導
に
来
て
も
ら
っ

た
り
し
た
こ
と
も
あ
る
。
私
も
部
員
た
ち
に
負
け
て
は
い
ら

れ
な
い
。

　
部
員
た
ち
に
は
一
切
何
も
言
わ
ず
、
自
己
研
鑽
に
取
り
組

む
日
々
を
続
け
て
い
る
と
、
だ
ん
だ
ん
部
員
た
ち
の
私
に
対

す
る
態
度
が
変
わ
っ
て
き
た
。
そ
し
て
い
つ
の
間
に
か
、
彼
ら

の
心
と
私
の
心
の
絆
が
で
き
て
き
た
。
そ
う
な
る
と
、
私
は
、

部
員
た
ち
と
過
ご
す
時
間
が
楽
し
く
て
楽
し
く
て
た
ま
ら
な

く
な
っ
た
。
今
で
は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
が
、
年
末
は
大
晦

日
ま
で
練
習
に
明
け
暮
れ
、昼
に
年
越
し
そ
ば
を
一
緒
に
食
べ
、

年
明
け
に
は
初
詣
も
部
員
と
一
緒
に
近
く
の
神
社
ま
で
出
か

け
て
行
っ
た
。
勿
論
、
願
掛
け
は
「
県
大
会
出
場
」
だ
っ
た
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
大
会
で
試
合
に
勝
て
ば
歓
喜
絶
叫
！

負
け
れ
ば
悔
し
涙
…
。
負
け
た
試
合
後
、
悔
し
く
て
た
ま
ら

な
く
て
何
も
言
え
な
い
私
の
代
わ
り
に
、
キ
ャ
プ
テ
ン
が
「
み

ん
な
、
次
、
頑
張
ろ
う
ぜ
！
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
た
こ
と

も
あ
る
。
私
よ
り
、
子
供
た
ち
の
方
が
う
わ
て
だ
っ
た
。
今
、

こ
う
し
て
思
い
出
す
と
大
人
げ
な
か
っ
た
自
分
が
恥
ず
か
し

い
。

　
こ
の
時
、
生
徒
た
ち
か
ら
学
ん
だ
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

そ
の
一
つ
は
、
教
師
で
も
大
人
で
あ
っ
て
も
感
情
を
抑
え
こ
ま

な
く
て
も
い
い
場
面
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。
特
に
、
つ
い
自
然

に
出
て
き
て
し
ま
う
涙
。
誰
も
が
、
人
前
で
涙
な
ど
見
せ
た

く
は
な
い
。
平
静
で
い
た
い
も
の
だ
。
し
か
し
、
耐
え
忍
ん
で

我
慢
し
て
も
つ
い
溢
れ
出
て
し
ま
う
感
情
は
、
ど
う
に
も
な

ら
な
い
。
離
任
式
で
タ
カ
シ
か
ら
も
ら
っ
た
言
葉
で
そ
う
感

じ
た
。
ま
た
、
子
供
た
ち
と
共
に
過
ご
し
た
輝
く
日
々
か
ら

強
く
実
感
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
出
会
い
や
思
い
出
が
、
子
供
た
ち
と
と
も
に
教

育
の
世
界
で
職
（
人
生
）
を
全
う
す
る
と
心
に
決
め
た
私
の

原
点
だ
。

　
そ
れ
か
ら
三
十
数
年
。
子
供
た
ち
、
諸
先
輩
方
、
教
職
員
、

保
護
者
や
地
域
の
方
々
か
ら
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
教
わ
っ
て

き
た
。
そ
し
て
、
愛
お
し
い
子
供
た
ち
と
出
会
い
、
た
く
さ

ん
の
喜
び
や
感
動
を
味
わ
わ
せ
て
も
ら
い
現
在
に
至
っ
て
い

る
。
教
職
に
就
い
て
本
当
に
幸
せ
だ
っ
た
と
つ
く
づ
く
思
っ
て

い
る
。

　
子
供
た
ち
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々
か
ら
初
め
て
「
獨
古

先
生
」
と
声
を
か
け
て
も
ら
え
た
時
の
嬉
し
さ
や
少
々
の
気

恥
ず
か
し
さ
、そ
し
て
覚
悟
し
た
重
大
な
責
任
。
教
職
の
ゴ
ー

ル
が
見
え
始
め
て
き
て
し
ま
っ
た
今
。
あ
ら
た
め
て
こ
の
想
い

や
決
意
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
か
ら
の
日
々
も
子
供
た

ち
の
幸
福
の
た
め
に
、
職
員
た
ち
と
と
も
に
精
一
杯
努
力
し
て

い
き
た
い
。
今
、
心
に
決
め
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
生
ま
れ
変

わ
っ
て
も
教
職
に
就
く
と
い
う
こ
と
。
私
の
原
点
は
変
わ
ら

な
い
。

　
こ
れ
ま
で
に
出
会
っ
た
全
て
の
子
供
た
ち
、
お
世
話
に
な
っ

た
全
て
の
関
係
の
方
々
に
心
か
ら
感
謝
し
た
い
。

　
最
後
に
、
こ
れ
か
ら
の
埼
玉
教
育
を
担
い
続
け
る
教
職
員

の
方
々
へ
。「
そ
れ
ぞ
れ
の
原
点
を
忘
れ
ず
、
子
供
た
ち
の

輝
か
し
い
未
来
の
た
め
に
楽
し
み
な
が
ら
職
責
を
全
う
し
て

く
だ
さ
い
。」

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

　

平
成
四
年
度
か
ら
白
岡
市
立
小
学
校
教
諭
、
久
喜
市
立
小

学
校
教
諭
（
二
校
）
、
久
喜
市
教
育
委
員
会
指
導
主
事
、
東

部
教
育
事
務
所
管
理
主
事
、
越
谷
市
立
小
学
校
教
頭
、
久
喜

市
立
小
林
小
学
校
長
、
久
喜
市
立
上
内
小
学
校
長
を
経
て
、

令
和
四
年
度
か
ら
現
職
。

【子供たちから贈られた宝物】
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教 職 員 相 談 道 し る べ ／ 編 集 後 記

本
誌
「
埼
玉
教
育
」
第
八
二
四
号
を
こ
こ
に
発
行
す

る
こ
と
が
で
き
、
執
筆
者
様
を
始
め
、
関
係
す
る
全
て

の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
。

さ
て
、
本
誌
は
今
年
度
、
発
刊
か
ら
七
十
五
年
目
を

迎
え
、
デ
ジ
タ
ル
版
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。
昨

年
度
ま
で
発
行
し
て
い
た
冊
子
版
は
、
こ
れ
ま
で
多
く

の
方
々
に
手
に
取
っ
て
い
た
だ
き
、
お
読
み
い
た
だ
い

て
い
た
こ
と
と
思
う
。　

担
当
者
は
、
執
筆
者
様
と
何
度
か
や
り
取
り
さ
せ
て

い
た
だ
き
な
が
ら
意
図
を
く
み
取
り
、
関
係
各
所
等
と

相
談
し
な
が
ら
作
業
を
進
め
て
い
く
。
こ
れ
を
大
事
に

し
て
繰
り
返
し
、
こ
れ
ま
で
に
全
八
二
三
号
を
発
行
し

て
き
た
。
今
年
度
、
デ
ジ
タ
ル
版
と
な
り
読
者
へ
届
く

形
は
変
わ
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
担
当
者
が
大
事
に
し

て
き
た
も
の
は
継
承
し
て
い
き
た
い
と
思
い
、
本
業
務

に
携
わ
っ
て
き
た
。

本
誌
「
埼
玉
教
育
」
の
役
割
は
、
県
内
の
先
生
方
の

取
組
事
例
や
活
躍
の
様
子
を
積
極
的
に
発
信
し
た
り
、

先
生
方
に
役
立
つ
最
新
情
報
を
掲
載
し
た
り
す
る
こ
と

で
あ
る
と
考
え
る
。
従
っ
て
、
私
た
ち
担
当
者
は
、
今

後
も
魅
力
的
な
「
埼
玉
教
育
」
を
作
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
教
育
に
携
わ
る
各
界
の

専
門
家
の
研
究
や
実
践
を
広
く
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

担
当
者
と
し
て
、
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
し
、
国
や
県
の
動

向
な
ど
最
新
の
情
報
収
集
に
努
め
て
い
き
た
い
。
そ
し

て
、
お
読
み
い
た
だ
く
皆
様
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
情

報
に
興
味
を
も
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

今
年
度
は
百
名
を
超
え
る
方
に
貴
重
な
実
践
や
取

組
に
つ
い
て
御
執
筆
い
た
だ
い
た
。
改
め
て
感
謝
し
た

い
。是

非
、
今
後
も
「
埼
玉
教
育
」
を
た
く
さ
ん
の
場
で

御
活
用
い
た
だ
き
、
愛
読
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

あ
る
。

　

県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

企
画
調
整

「
埼
玉
教
育
」
担
当

編
集
後
記

働
き
方
改
革
に
加
え
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
授
業
改
善
が
、
教
育
現
場
で
し
き
り

に
叫
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
動
き
に
は
一

つ
の
ゴ
ー
ル
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
、主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
の
実
現
に
向
け
た
授
業

改
善
、
そ
し
て
不
祥
事
の
根
絶
等
を
含
め
、

全
て
は
教
育
の
質
の
向
上
を
目
指
す
も
の
で

す
。
一
つ
一
つ
の
取
組
が
教
職
員
の
負
担
増

に
な
る
と
捉
え
が
ち
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
を

着
実
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
推
進
し
て
い
く
こ
と

が
、
風
通
し
の
よ
い
職
場
づ
く
り
、
仕
事
の

効
率
向
上
（
負
担
軽
減
）、
授
業
力
の
向
上

に
結
び
付
い
て
い
く
と
捉
え
て
み
て
は
ど
う

で
し
ょ
う
。
あ
な
た
の
学
校
に
も
き
っ
と
よ

き
同
僚
や
上
司
が
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
仕

事
は
常
に
チ
ー
ム
で
、
困
っ
た
と
き
は
す
ぐ

に
ヘ
ル
プ
の
声
を
上
げ
な
が
ら
、
職
員
同
士

の
助
け
合
い
や
学
び
合
い
を
学
年
主
任
の
立

場
か
ら
推
進
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

捉えようで疲弊感の解消へ

小
学
校
に
勤
務
し
て
二
十
数
年
目
に
な

り
ま
す
。
三
学
級
編
制
の
学
年
主
任
を
務
め

て
い
ま
す
。
他
の
二
学
級
の
担
任
は
二
十
代

と
三
十
代
で
す
。

学
校
で
は
、
児
童
一
人
に
つ
き
一
台
ず
つ

タ
ブ
レ
ッ
ト
が
配
備
さ
れ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
を

実
践
す
る
よ
う
指
導
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
は

機
械
操
作
が
苦
手
で
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
う
ま

く
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま

で
二
十
年
間
以
上
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
な
く
て

も
子
供
た
ち
と
楽
し
く
授
業
を
し
て
き
ま
し

た
。
隣
の
ク
ラ
ス
の
担
任
二
人
は
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
ど
ん
ど
ん
使
っ
て
授
業
を
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
働
き
方
改
革
で
、
管
理
職
か
ら
は

毎
日
の
よ
う
に
早
く
帰
る
よ
う
言
わ
れ
ま
す

が
、
教
材
研
究
や
授
業
準
備
な
ど
、
子
供

た
ち
の
た
め
に
や
っ
て
い
る
こ
と
も
改
善
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
時
代

の
流
れ
で
仕
方
な
い
こ
と
は
分
か
っ
て
い
ま

す
が
「
授
業
改
善
」「
働
き
方
改
革
」
と
い

う
言
葉
ば
か
り
言
わ
れ
続
け
て
、
疲
れ
て
し

ま
っ
て
い
ま
す
。

技
術
も
な
く
疲
弊
し
て
い
る
私
が
、
学

年
主
任
を
続
け
て
い
て
も
い
い
の
で
し
ょ
う

か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
小
学
校　

Ｗ
）

「授業改善」「働き方改革」必要？

　

教
職
員
相
談
道
し
る
べ　

県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー　

教
職
員
研
修
担
当

専
門
指
導
員　

戸
坂　

和
明
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令和５年度　第 58 回

郷土を描く児童生徒美術展

埼玉県知事賞　受賞作品

青空とふみきり
行田市立長野中学校　第３学年　瀧

たき
澤
ざわ
　有
ゆう
加
か

※学年は出品当時です。

わーい！　かまきり！
小鹿野町立長若小学校　第１学年　日

ひ
野
の
谷
や
　祐

たすく

※学年は出品当時です。
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※学年は出品当時です。
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郷土を描く児童生徒美術展

埼玉県知事賞　受賞作品


